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自分 の 国 と 隣り 合っ て いる 城 へ は 、 必 ず 密 偵 を 潜入 
ぶせ て 、 信 土 の 調査 を させ る こと 。 密偵 は 将軍 の 中 か 
5 選 応 (国王 、 部 隊 を 編成 し て いる 将軍 は 不可 )。 人 選 
の ポイ ント は 3 つの 能力 値 の 平均 値 だ 。 す べ て な か な 
か の 能力 を 示し て いれ ば 、 成功 する 確率 が 上 が る 

また 潜入 する 期間 は 、 短 す ぎ て も 長 すぎ て も いけ な 
い 。 短 いと 目的 を 達成 し な いま ま 期 間 が 終わ っ て し ま 
) し 、 長 いと 敵 に 捕え られ る 可能 性 が 高く な る が か ら だ 。 
上 りあ え ず 1 力 月 くら い に 設 定 し て お いて 、 情 報 を 入 
トド し て 把握 し た ら 撤 退 コ マン ド を 使う の が ベス ト 。 
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相手 の 城 に 密偵 を 送り 込む コマ ンド 。 待機 中 
の 将軍 が いな いと 使用 で き な い 。 潜 人 人 させ る 城 、 
潜入 期間 を 設定 し て 、 送 り 込 む 。 

成功 する と 差 の 城 マッ プ を 見 る こと が で きる 。 
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ド を 使 お う 。 
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目 分 の 国 が 複数 城 を 所 有 し て いる 場合 、 城 間 
で 人 員 や さま ざま か な 物資 の 輸送 を 行う こと が で 
さる 。 た と えば 、 1 つの 城 だ け で は 部 隊 が 作れ 
る だ け の 兵士 ・ 哉 壮 が な か っ た と し て も 、 他 の 
城 か がら 輸送 し て くれ ば 良い の だ 。 敵 に 近い 城 へ 
軍備 を 集中 させ た いと き に よく 使う 。 
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を 住 掛 ける ウィ ンド ウ が 開く 。 1 回 
5 うま で 師団 を 出撃 させ る こと が で きる 。 
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箇 っ . 軍備 の 増強 


密偵 か ら 得 た 敵国 の 情報 を も と に 、 攻 略 に 適し た 部 
隊 ・ 師 団 作 り を し よう 。 た と えば 、 城 壁 が 四方 に 張り 
巡ら され て いる 城 な ら 攻 城 培 を 用 意 す る と か 、 重 歩 
兵 十 詐 の よう な 、 直 接 攻 撃 に 強い 兵 が 多かっ た な ら 間 
接 攻 撃 の 部 隊 を 増やし て 遠く か ら 攻 撃 さ せる と か 。 あ 
ら か じ め 部 隊 の 用 人 須 を 決め て 軍備 の 増強 を 計 ろ う 。 ま 
た 戦争 に 出 た 後 の 防衛 用 師団 を 作る の も 忘れ な いこ と 。 


3. 英 季 圭 へ の 侵攻 


還 備 を 整え た らい よい よ 戦 争 開始 だ 。 食 料 や 矢 な ど 
の 消耗 品 は 必ず そろ えて お く こ と 。 戦闘 に 出る 師団 を 
設定 し て (最高 4 つ )、 司 令 官 と な る 師団 を 設定 し よう 。 

操作 項目 に ある 「 直 接 ] は 自分 で 戦闘 を プレ イ す る 
と き に 、「 委 任 」] は コン ピュ ー タ に 自動 的 に 戦わ せる と 
き に 選ば ぼう 。 戦力 の 差 が 大 きく 、 楽 勝 で 勝て る の で あ 
れ ば 委任 で も 良い だ ろう 。 し か し 、 接 戦 が 予想 され る 
場合 は や は り 自 ら 指揮 を と っ た ほう が 良い 。 
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栓 4. 新 額 土 の 統制 


洋 針 に 勝て ば 城 は プレ イヤ ー の も の に な る …‥… の だ 
応 、 ま だ 完全 で は な い 。 こ の 城 を 治め る 新た な 執政 官 
を 決め な けれ ば な ら な い 。 で な いと 、 毎 月 の 収入 も 入 
所 なく な る ぞ 。 

束 政 紀 に は 部 隊 の 組ん で いな い 将 軍 が な る 。 戦争 が 
届 わ っ た 直後 に は その よう な 将軍 は ほとん どい な い の 
“、 後 方 か ら 将 軍 を 呼ん で くる か 今 ある 部 隊 の 1 つ を 

選ぶ は ける か が し て 、 将 軍 を 1 人 フリ ー に し よう 。 
員 は 、 癌 能力 値 平均 の 高い 人 が 就任 し た ほう が 良い 。 
骨 月 の 収入 に 影響 し こく る か が からだ 。 
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その 城 に 国王 が いな い 場 合 、 城 を 統制 する た 
め に 執政 官 を 任命 する 必要 が ある 。 執 政官 を 任 
命 す る と 、 世 界 マ ッ プ の エン ブレ ム の 上 部 に 小 
さ な 慕 色 い 旗 が つき 、 毎 月 その 城 か ら 収 入 を も 
ら え る よう に な る 。 
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兵士 (軽装 兵 ・ 重 装 兵 ) の 雇用 と 解雇 を 行う 
ウィ ンド ウ 。「 兵 士 数 ] は 、 現 在 雇 用 済み な で まだ 
部 隊 の 中 に 配属 され て いな い 兵 の 数 だ 。 
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較 ラ ッ プ に 入っ て する こと は いろ いろ ある が 、 そ の すべ て が 、 騎士 兵 は 、 毎 年 決ま っ た 時 期 に 、 何 人 か が 選出 され る 。 
Pe っ | な の 本 休 装 兵 と 重 装 兵 は 、 毎 月 その 都市 の 人 口 ・ 兵 舎 の 数 


太 ど に よっ て 雇用 で きる 人 数 が 変わ つて くる 。 も ちろ 
主 に 軍備 を 整え る の が 城 マ pd es RNN ] 5 ん 人 人口 は 多い 方 が 良い 。 兵舎 の 数 も 、 た くさ ん あっ た 
プ で の 作業 に な る 。 す る こと が OHNNNSNSNN や や NNNNNNN 、 方 が 良い 。 彼 等 も 人 間 で ある 。 少 し で も 環境 が 良けれ 


| [ 生 土 訂 | 寺前 


生計 


有数 


| や 回 


06ONNNONIOONOUNNONIENENNMNINREMNNINONNMNOIWNSMNENSMNAONONNNDSOGSML、IoLxI IMNNNNCSIN 【 ーー ー ュー ニ ーー で 
た くさ ん ある の で 始め は 混乱 す 還 績 還 軸 章 NRN INSRRSRRRSSS 時 還 N W、 そ こ で 働き た いと 思う の だ ろう 。 一 ヶ月 に 雇用 で 


NM お eee 


る か も し れ な い が 、1 つ 1 つ 順 | 隊 統 議 6 は 0 6 NN S 5 1 NE NN ( NN 9 Nr ーー いる 人 数 は 、 軽 装 兵 で 最大 300 人 まで 。 重 装 兵 で 最大 
席 着 で くく いけ ば 大 丈夫 だ 。 に で *、 RA AA の 和 0 NF K CA 0 2 NRNRNSSNN 9 Mi nM 写 100 人 まで 。 部 隊 編 成 後に 示 っ た 兵士 は 、 残 し て お く 
部 隊 を 作る の に 必要 な 兵士 ・ 武 NNN NN TCS NN 009SN 艇 ( | Noa | 維持 賀 が か か る の で 衣 雇 する か が 他 の 城 へ 送 ろ う 。 


回 な ど を 調達 する 。 ここ で 計 | SNS2202030。。。。、 2 EEBaBs 『 ッ 軸 
で 、 き ちん と どん な 部 隊 が 必要 | 。 | Eee 特定 の 城 に 国王 を 配置 し て お く と 、 そ の 城 に 道 な 
| NNNNNNNNNE 過 | 2 NR | ば 道 を 歩い て くる 者 が 現われ る 。 そ れ は 、 森 の 中 や 
叶 究 に 暮らし て いる 交 族 だ 。 彼 等 は 1 部 隊 と し て 城 
で 雇っ て 欲し いと いう 。 彼 等 は 通常 の 兵士 と は 比べ 
物 に な ら な い 攻 撃 力 ・ 防 御 力 を 備え て いる の で 、 ぜ 
) 仲 間 に し た い 部 隊 だ 。 


雇用 可能 数 
487 


物資 の 売り 買い を する ウィ ンド ウ 。 相 手 の 商人 
や 選択 し て いる 城 の 設備 な ど に より 、 在 庫 数 が _ 
変化 する 。 NN 


P き い | 


間 AN] 寺 | 
| 購入 品 名 


ーーーーーーー…・ 
日 


' ず " 

に 昌明 
も * 

Ni 


| 主 録 部 隊 - 
| エー ジャ ッ クス -| 
| トマ ス 加 
| フラ ン シ ス カ *] 


秦 か アル シュ ス | に 到着 し まし た 。 
負 用 が ras か か りり ます 、 座 用 し ます か ? 


ma 


toetoynroowoeyynooaeeneeoowereeweeoynaooooaepocERaCEAYvo 人 tx が onocndkxoerooA っ fotoAroex oyumxewvpxaooooenn2cE2nceceinyleneeeedetechpoNonoooxsevasmoimhe が Avs 


必 。 M 85x。 


2 olL。 プア が 
用 /M 
M EE1 必 ソ 


OCT 


ヨン 図 3 


を ! 


SKYS で 
oc ww 


ーー 
ぐー 


還 


SeeRiE 昌 END 
5 
ぃ 
ヽ \Y 


5 が 


ー ル フェ ルト 
ー ル フ プ ェ ルト 
ー ル フェ ルト 
デール エル 
ー ル フェ ルト 
ー ル フェ ルト 
ー。 プ フェ 有 昌 トト 


PB に コ 4 
ンー 


YY 「 「 と 避 ざ マテ 計 
>j 日 


TEHIIEIIIEEEH NH 


KP 


の きま PX 
ジン OSIEESRh の シー の だり NT い > 5 員 CO ンー て YY ペ 








ーー ニーーーー ニ ーー マー デニ 





部 隊 の 編成 や 変更 、 解 散 を 行う ウィ ンド ウ だ 。 
将軍 ・ 兵 士 ・ 武 器 ・ 乗 り 物 を 組み 合わ せ て 編成 
する 。 兵士 ・ 武 器 ・ 乗 り 物 どれ か の 数 が 定 りな 
いと 、 最 大 数 で 部 隊 を 組め な い の で 注意 。 
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要 だ 。 城 内 の 広場 で バザー ル を 開い て いる と き な ど は 
大 量 購 入 の チャ ンズ だ 。 


3. 軍隊 の 編成 


兵士 と 武器 を そろ えた ら 、 部 隊 編 成 を し よう 。 部隊 
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租 4. 人 材 の 確保 


装 軍 は 、 こ の ゲー ム の 最 重 要 キ ャ ラク ター で ある 。 
いつ の 頭 到 が な いと 、 部 隊 も 組め な いし 、 密 偵 も 送 
央 | に に も 足 も で な く な る の だ 。 笠 電 
M 須 殿 で は 、 そ の 城 に いる 騎士 の 中 で 試験 を し 、 馬 格 
し た 背 を 将軍 に 昇格 させ る も の だ 。 試験 の 難易 度 を 下 
け 相 ば 資格 者 も 増え る が 、 当 然 綱 は 下がる 。 

部 隊 を 組ん で いる 騎士 は 将軍 に な る こと が で き な い 
の で 、 将 軍 の 数 が 足り な いと き に 騎士 の 部 隊 を 作る の 
民 W め て お こう 。 


師団 の フォ ー メ ーション を 変更 し た り 、 新 し 
い ブ プ ォ オー メ ーション を 作成 する ウィ ンド ドウ み 5N 自 
分 の 好き な 名 前 に 変更 する こと も 可能 だ 。 
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園 建築 メニ ュー 
建築 


城 の 改築 ・ 増 築 を 行う ウィ ンド ウ 。 真 ん 中 の 
赤い バー を クリ ッ ク し て 高 さ を 選択 し 、 左 の マ 
ッ プ 上 に パー ツ を 配置 し て いく 。 右 側 で パー ツ 
選択 を する 。 同 時 に 3 種類 の バー ツ を リズ スト に 
選ん で お く こ と が で きる 。 城壁 や 通路 な ど 、 よ 
く 使う パー ツ は ここ に 常備 し て お こう 。 


産 性 重視 の 一 例 】 


ke を oeETSrhont MV TheyAMNDPYBtYTYeM ー の YK その か EN で 倍 TK 


AS ない eo 


城 の 防 件 も そう だ が 、 税 収入 や 騎士 の 選出 な ど に も 影 絡 し て く 
る 建築 は 、 戦 闘 と 並 点 ゲ ー ム の 要 だ 。 


初期 状態 の まま だ と 、 ど う も 収入 が いま い 
ちな 城 や 、 騎 華 が な か な か が 集まら な い 城 が あ 
る 。 こ うい う 場 合 や 、 敵 に 攻め 込ま れ そ うな 
城 は 、 建 築 マ ッ プ で 城 を 改築 し よう 。 建築 バ 
ー ツ の 種類 と 用 途 を し っ か り と 把握 し て 、 計 | 議 還 ll 財 0 GND 
画 的 に 建て て いこ う 。 建て た 後 の 維持 費 が 名 | 壮 了 縛 症 Et 毎月 の 税収 入 を 増やす に は 、 城 内 に 宝物 庫 を た く 


17 ィ 合計 牙 用 


sss 器 庫 、 弾 薬 庫 、 食 料 庫 な どの 数 も それ ぞ れ の 生産 数 
に 影響 を お よ ぼ す 。 


取り 油 し | 


没入 C3 作 | | | WEEEY:i 陣 1 


wo い 


宮 計 費用 Be 


前 線 で の 建築 例 


も っ と も 洋 に 攻め られ る 可能 性 
の 高い 地域 で は 、 な に は な く と も 
城壁 を 張り 可 ら せる こと 。 さら に 、 
土 室 を も っ と も 入り 組ん だ 場所 に 
配置 する こと 。 十 室 に 入り 込ま れ 
た と ころ で 負け に な る か がら だ 。 
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洋 場 へ 侵攻 すず る と き は 、 師 団長 の 選択 と 消耗 品 の 量 
に 系 を つけ よう 。 師 団長 に は 、 そ の 中 で も っ と も 能力 


世界 マッ プ や 城 マ ッ プ で 準備 し て いた こと の すべ て が 、 こ の 戦 高い 将軍 を 選ば ぼう 。 師団 長 率 いる 部 隊 が 先 に 倒さ れ 
5 と ど 、 所 属す る すべ て の 部 隊 が 退却 し て し まう か が から だ 。 


シー ン で 活か され る の だ 。 - 机 
洋 和 粧品 は 、 持 て る だ け 持 っ て いき た い が 、 後 の こと 


W 乾 車 を 出す な ご どの 事態 に 備え る た め 、 ら 0 一 30% は 










戦争 に 突入 し た と き に 、 ピ ジュ アル ルウ 
ウ の カメ ラ を 指定 の 師団 に ジャ ンプ させ る ウィ 





ンド ウ 。 師団 の 中 の 1 つの 部 隊 を 選ん で ジャ ン 
プ さ せる こと も 可能 。 





さて 、 い よい よ 戦 争 を する 準備 が 整 
っ た 。 目標 の 城 を 選択 し て 、 戦 い に 参 
加 す る 師団 を 選び 、 い さ ご 出陣 。 矢 や 食 






視点 移動 


万 に 大 し て お きた い 。 






基 撃 目 柳 都 市 











| 師団 抑 点 -| 












スー NH アン デ ティーン NSH | 
料 な どの 消耗 品 も 忘れ な いよ うに 。 戦 SN ! 
ー つ ーー 附 あ 0 アー トディ ンク 記 到 環 摘 |C. 壮 [ 
地 に 到着 し た ら 、 師 団 を フィ ー ル ド に N NN 





(2。 | 証 | 20 居 日 が 、 
NN | o38 人 4 
| ヴィ クタ ー 引 | 著 光 | 6 付加 
| アー トディ ンク | 箇 表 | 0 羽 回 多 
ター 財 較 店 巡 | 0 羽生 が 
チャ ン 購 識 論 筑 | 0 対局 人 8 





配置 じ で 戦闘 が 開始 され る 。 
、 注意 し な けれ ば いけ な い の は 、 自 分 
、 の 還 士 は 、 移 動 ・ 戦 う ・ 矢 を 撃つ な ど 
の 行動 を 、 ] つ 1 つの 師団 ・ 部 隊 に 指 
2 いけない こと 。 ゲ ー ム は り リ 
ル タ イ ム で 動い て いる の で 、 ぼ や っ 
i で いる と 英 に や られ て し まう ぞ 。 
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0、 2 


(4) (上 か ら ) 師団 数 ・ 首 











|] バッ ティ ガル ト 
昭一 一 有川 フェ ト 






















ッ プ を クリ ッ ク し て 場所 を 指定 する 。 


ャ 





戦闘 中 、 師 団 単位 ・ 部 隊 単 位 で さま ざま な 向 
令 を 写 え る ウィ ンド ウ 。 移動 な どの 場所 を 指定 
する よう な 凍 令 の と き に は 、 ウ ィ ン ド ウ 内 の マ 


目的 地 に 到 彰 する と 、 師 団 配 置 ウ ィ ン ド ヴ ウ が 現われ 
る 。 こ れ で 癌 師団 を 戦地 の まわ り に 配置 し よう 。 マ ッ 
プ に メッ シュ の か が か が っ た 場所 に は 配置 で き な い の で 当 
意 。 配 置 可能 な 場所 は 、 戦 闘 場所 に 入っ て きた 方 向 に 
よっ て 変わ る 。 城 の 南側 か ら や っ て きた 師団 は 、 マ ッ 
プ の 南側 に 配置 され る の だ 。 師 団 単位 で は な く 、 部 隊 
里 位 で の 配置 も 可能 。 位 置 を 決め た ら 、 向 き を 決定 し 
よう 。 す べ て の 師団 ・ 部 隊 を 配置 すれ は 準備 は 完了 だ 。 





1 攻 城 戦 で は 、 城 マッ プ で は 現われ な か っ た 城 周辺 の 地形 が あら われ 、 
戦闘 の フィ ー ル ド と な る の だ 。 


租 3. 


まき 
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基 


| 。 の 隅 間 で 勝つ て こも な に も 








師団 ・ 部 隊 は 、 逐 一 命令 を 写 え な いと うま ぐ 戦 っ て 
箇 沼 いい 。 師団 ジャ ンプ ウィ ンド ウ を うま く 使 っ て 、 
過 団 ・ 部 隊 か ら 目 を 話さ な いよ うに 心がけ よう 。 

則 導 は 主 に 城 を めぐ っ て 行わ れる が 、 と きど き 軍 隊 


周 上 が 道 で 出会う こと が ある 。 こ の と き は 出会っ た 場 
所 に も っ と も 近い 野戦 マッ プ 上 で の 野戦 に 突入 する 。 


得 せ ず 、 兵 を 消耗 する だ け な の で 、 
月 けけ 避け た い 。 敵 が 攻め て きた と き 、 城 に 入れ させ な いた 





| 貞山 し て 野戦 に 持ち 込む お 、 と いう の は 良い 方 法 だ 。 

















戦闘 中 、 隣 接し て いる 味方 国 か ら の 援軍 を 要 
請 す る ウィ ンド ウ 。 世界 マ ッ プ 上 の 戦争 ウィ イシ 
ドウ と 同じ 要領 で 設定 し 、 出 撃 さ せる と 、 戦 場 
に 向かっ て 援軍 が や っ て き て くれ る 。 最 大 4 師 
団 有 。 







1 っ 
1A 虹 | 0 当 回 人 | 


| 総 部 隊 ? 絞 居 繋 力 。 781 | 
| 総 兵 カ 1782 総 防御 力 。 4700 ! 


総 机 次 旋 。 2030 


戦場 授 人 人 
援軍 要請 で 呼ん だ 師団 が 戦場 に 到着 し た 


この ウィ ンド ウ が 自動 的 に 聞く 。 こ と で 投入 す 
る 師団 ・ 物 資 を 決定 する と 、 戦 場 に 配置 する ご 
と が で きる よう に な る 。 NN 
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較 語 令 メ ニュ ー 
開 仕 
直接 プレ イヤ ー が 指揮 を と っ て いる 場合 、 こ 
の ウィ ンド ウ で 戦闘 の 一 切 を 司令 官 に 要 ね る こ 


と が 出来 る 。 一 度 委 任 し た ら 、 こ の 戦闘 の 指揮 
を 再び と る こと は で き な く な る 。 


骨 4. 都 市 の 制圧 


攻 城 戦 で は 、 城 内 に ある 王室 に 侵入 し 執政 官 を 追い 
詰め た ら 勝 利 と な る 。 逆 に こち ら の 司令 官 が 先 に 殺さ 
れる と 負け に な る 。 有 勝つ っ た の で あれ ば 、 世 界 マ ッ プ の 
この 城 が 自国 の エン ブレ ム に 変わ っ て いる は ず だ 。 し 
か し この まま で は 執政 官 が いな い の で 、 隣 国 か ら 将 軍 


を 呼 点 が 、 部 隊 を 解散 させ て 執政 紀 に させ る か し よう 。 eu SN paa 
eee ーー OS 症 語 シディ ング に つい て 


Ep 


この ゲー ム は 何 種類 か の エン ディ ング と 数 々 の イベ ン 
され て いる 。 そ の 見 方 を 解説 し よう 。 


党 
IM 
[ つ 路 混 


国王 が 戦死 する こと も な く 、 寿 命 で 死ぬ こ 
も な く イ エ ブ ネ ー ス 大 陸 の 25 の 城 を すべ て 
是 訪 (の の どど し た だ とき 、 ゲ ー ム は エン ディ ン 
グ を 向かえ る 。 

プレ イヤ ー の 攻略 の 仕方 に よっ て 、 エ ン デ 
『 ン グ は 5 種類 に 変化 する 。 詳 し い 分 岐 方 法 
過 こ こ で は 述べ な い が 、 こ の ゲー ム を どれ だ 


NNN NN NIRNNNIRRININNNNNWNNNNN | 惑 火 ムー ズ に 、 完璧 に クリ ア で きた か どう か 
、 野戦 で も 攻 城 戦 で も 、 全 て の 部 隊 を 戦場 か ら 消滅 させ た 方 が 勝利 と な る 。 し か し 、 別 に 全部 隊 を 全 減 @ 窟 わる …… と だ けい っ て お こう 。 
ざさ せな く て も 兵力 を 撤退 させ れ ば いい の だ 。 と いう の も 「 師 団長 の 部 隊 を 倒せ ば 配下 の 部 隊 は 退却 「 司 


令 記 を 倒せ ば すべ て の 部 隊 が 退却 ] と いっ た 特徴 が ある 。 参考 まで に 勝利 条件 と 取 北 条件 を 記し て お く 。 
@ 麗 の 国王 部 隊 が 戦場 に いて 、 英 国王 を 
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ご 高 貼 り / 問 似 庄 活 / 過 計 び 衣 fr 
本 貼 守 映ら 深 混 rt 将 一 「T 


生誕 肢 HH , 


NN AN NNNSINSI | | @ 国 王 が 死亡 し た 場合 (ゲー ム オ ー バ ー)。 ニコ や 
Ceear mr snsmrcs 較 <eEwcurearr2 ン ビー ム 中 に 発生 する イベ ント 


倒し た 国 が 他 に 1 都市 で も 持っ て いれ ば 、 0 NN 
、 、 、。、 ヾ 。 四 開 た は 、 司 谷 官 、 政 記 を 倒し た 場合 。 

ニム ト 且 寺 人 埋 場 で 部 隊 が 全 源 し た 場合 。※ 援 軍 が 新年 祝 貸 会 

@ 隊 の 部 市 に 攻め 込ん だ 場合 、 王 室 の 占 。 座 当 OOKtttttottttttt 

、、  、 、 、。 、、、 、。 、、 、 放置 判 着 し て いて も 、 味 訪 の 全部 隊 が 震 減 し 「 

領 また は 、 司令 志 、 執 下 官 を 倒し た 場合 。 。 半 議 rr な っ N 新年 の 1 月 1 日 、 国 王 の いる 城 で こ 1 月 5 日 十 城 番号 (P36-60 
動 品 の 全部 隊 が 腸 更 か ら 肖 厳し た 坦 会 。 較 廊 "で 5 NN 
1@ 逆 の 全部 隊 が 戦場 か ら 消滅 し た 場合 。 軒 置 の イベ ント が 発生 する 。 広場 ・ 大 広 問 ・ 礼 拝 堂 _ リスト 参照 ) の 日 、 国 王 が いる } 


※ 敵 の 味方 両 還 と も 、 司 令 官 を 失う と 全 還 敗走 し は じ め る が 、 一 定時 間 内 で あれ が か がめ れ ば 、 そ れ ぞ れ の 場所 で 受 会 や サー カス が 室 で 叙任 式 の イベ ント が 行わ れる 。 
ば 追 軸 を 加え る こと も で きる 。 敗走 し て いる 部 隊 を 「 攻 撃 ] 命令 な どの 目標 に す 開か れる 
_ る こと は で き な い が 、「 遊 撃 ] な ど で 固まっ て 逃げ て いる 敵 を 一 掃 す る こと は 可能 。 3 
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1 基本 の 操作 に な れ た ら 、 ぜ ひ 挑 戦 し て ほし い の が 、 
[建築 |] コマ ンド 。 単 な る ウォ ー ゲ ー ム に 終わ ら な い 、 
『 ブ リッ ツジ ュ ト ラー セ 」 な ら で は の 楽し み 方 が ここ 
ある 。 
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戦闘 と 並ん で 重要 な 「 城 の 建て 方 」。 | 






きま 矢 城 に 秘め られ た 意味 


当 ツ ツジ に みる 民 0 ボ 人 B の 必 富 避 | ウ 光 ヨ 
ン ゲ ー ム に よく 見 られ る 、 い わ ゆ る 「 内 政 』 コマ ンド 
を 持た な い 。 で は 、 そ うし た 戦闘 以外 の 行動 が 全く で 
さき な い 、 も し く は 影響 を 及ぼ ざさ な い の か と いう と 、 そ 
う で は な い 。 そ れ ら の 機能 の ほとんど は 、「 城 ] に よっ 
て 銀 微 的 に 代替 され て いる の だ 。 

築城 と は 、 周 囲 を 城壁 に 囲ま れ た 緊 定 な 軍事 施設 一 
城 を 建設 する こと だ が 、『 ブ リッ ツ シ ュ トラ ー セ 』」 に お 
ける 「 築 城 ]| は 、 そ うし た 意味 以上 に 、 大 き な 経 済 的 、 
政治 的 意味 を 有 し て いる 。 ゲ ー ム 上 で は 、 用 意 さ れ た 
複数 の パー ツ を 組み 合わ せる こと で 「 築 城 ] は 行わ れ 
る 。 パ ー ツ に は 、 城 壁 、 城 門 、 見 張り 台 等 の 軍事 的 な 


. も の は も ち ぢ ちろ ん 、 玄 関 、 調 見 室 、 礼 拝 富 な どの 非 軍事 


的 パー ツ も 含ま れる 。 これら は 、 それ ぞ れ 特殊 な 効果 
を 与 亮 られ て お り 、 た と えば 、 教会 な ら 人 口 増加 率 を 
上 昇 さ せる 、 食 料 庫 な ら 食料 生産 率 が 向上 する な ど 
OH つり 2 の と)、 引き 

" 。 内 政 に 影響 を 及ぼ す 効 果 が 多く 与 
え 各 MM だ 。 つま まり 、。 非 還 
事 的 パー ツ を 組み 合わ せる 事 で 、 


| PP 


は な く 、 経 済 的 、 内 政 的 な 拠点 と 
し で 機能 する の で ある 。 時 
ブリ ッ ツ シュ トラ ー セ 」 に お 
いて は 、 戦 闘 は 戦術 を 、 城 は 戦略 
| 。 を 意味 し て いる と いっ て も 週 言 で 
_ は な い だ ろ う 。 一般 の 戦争 に お い 
| ” て 、 戦 術 的 な 成功 に よっ で 戦略 的 
、。 な 成功 を 覆す こと は 困難 で ある こ 
ge えば 、[| の 重要 度 は い 


交 味 を 持つ 。 大 陸 わ ず と も 分 か る で あろ う 。 
: と に な る だ ろう 。 


服 し て いく 。 実 2 5 
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実際 の と ころ 、 マ ッ プ 上 の 城 の ほとん ど は 、 初 期 状 
上 浅 で も 一 応 の バラ ンス を 考慮 され 作ら れ て いる 。 だ か 
5) 本 英軍 と 戦う こと は 十分 に 出来 る し 、 
政略 も 可能 だ ろう 。 だ が 、 よ り 効 率 の 良い 攻略 の た め 
0 績 WV. 
こと が 必要 と な る 。 

城 の 増 改 築 は 、 Ad 
5 も の で は な い 。 最 前 線 の 城 と 、 後 方 の 補給 拠点 と 


て の 城 、 土 都 で は 、 お の ず と 役 寺 2 


5 まり 、 そ の 城 の 役割 に 合わ せ て 行わ な く て は 意味 が 
な い の だ 。 も ちろ ん 、 ゲ ー ム の 進行 、 戦 況 の 変化 に と 
も な い 、 最 前 線 だ っ た 城 は 補給 拠点 と な り 、 小 城 は 巨 
破 へ と 変わ っ て いく だ ろう 。 そ し て 、 そ の 段階 に よっ 
て 、 補 強 す べき 部 分 の 優先 順位 は 絶え ず 変化 する 。 単 
に 最終 的 な 目標 に 向かっ て 増 改築 を 進め か れ ば よい と 
いう も の で は な い の だ 。 つ まり 、「 繁 城 ] と は 、 単 な る 
建設 作業 で は な く 、 戦 況 を 見 つつ 進め て いく 戦略 的 行 
潟 な の で ある 。 

この 章 で は 、 そ うし た 築城 に 関す る デー タ と 具体 的 
な 方 策 に つい て 解説 し て いく 。 

ず 、 最 初 に 城 を 構成 する 数 々 の パー ツ を 「 人 築城 パ 
証 ツ リス ト 」 に まとめ て 挙げ て お い 坊 還 還 こと に は 、 建 
設 費用 か ら 維 持 費 、 効 果 が ど が 列挙 され で いる の で 、 
ゲー ム 中 「 築 城 ] ずる 際 居 参照 し て も や らい た い 。 と り 
あえ ず 、 最初 は どう いつ だ も の が ある の か を 一 読 する 
着け で よい だ ろう 。 

次 に 、 初 期 状態 介 括 に つい て の デー タ を 記し た 
「 城 リス ト 」 を 記載 し た 。 と れ も 、 実 際 に 戦場 が 広がる 
に つれ て 硫 進め れ ば 良い だ ろう 。 最初 は 、 自 城 の 周 
| 団 を 把握 する だ け で 二分 な は ず だ 。 


| そし て 、 こ の 章 の 終わ り で 、 実際 の 築城 の 方 法 を 解 
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1 築城 パーツ の 中 に は 、 幸 略 的 な 効果 」 を 持つ も の 


が ある 。 そ れ を うま く 活 用 する こと が 要求 され る の だ 。 
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げ る 。 状況 に 応じ た 城 の 強化 が 必要 だ 。 





1 城壁 も な く 、 人 口 も 沙 疲 城 を 堂々 た る 巨 城 半 
える ! それ も 「 和 拓 ] の 画 向 さ の ひと つ だ ろう 人 


TTF 








0T 記 旧 衣笠 が 


了 し ャ 


人 信和 0 人 MWh 和 


衣川 員 肌 

4 州 7 川 月 

。 | 山 ! 
誠 衣 唱 





川 
ん 
| 


ーーーーーー 人 口 が 多く 税率 も そこ そこ 高い 、 大 陸 北 部 の 経済 犯 一 王室 へ は この 女 


点 と な る 商業 都市 で ある 。 収入 の 多き に 加え て 、 馬 な 。。 
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生産 力 が 高い が 、 そ の 他 の 能力 は 平均 的 に あま り 高 $ 1 LO 
な い 。 食 料 基地 と いっ た と ころ 。 ま た 、 城 塞 は 持っ で NR 
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く な い 。 騎士 発 生 率 は 高い が 、 そ の 他 の 能力 は 、 城 周 Wi 


体 の 防御 力も 往 め 、 総 じ て 低い 。 攻 略 は 決し て 難し く 







独立 し た ら つの 城壁 で 構成 され た 城 計 室 が 存在 す 
る の は 北側 の 城塞 だ 。 優 れ た 武器 、 弾 薬 生産 能力 を 持 


ワ 、 北 部 一 の 工房 都市 。 防御 力も そこ そ と 高い 。 た だ 、 
食料 生産 力 が 低い た め 、 長 期 戦 に 持ち 込ま れる と つら 



































上 な い だ ろ う 。 建築 物 の 配置 か ら 、 城 壁 な どの 設置 も 城 

ヽ 生 w て ーー / 上 さる いい 南面 の 、 で の 玄関 0 ー ナ ュ ヽ % 立 贅 7 た 4 ー 兵 器 生 族 の 拠点 ら | 
央 重体 の 大 改造 が 必要 に な る 。 防御 側 は 苦労 し そう 過 。 を 人 和信 っ た すぐ 西側 が MM に の く 、 大証 Ni デー CA 用 衣 MM y 胡 し 
上 | シナ リオ 3 で プレ イヤ ー の 王 都 と な る 城 で ある 。 議 和 OO 旨 間 識 りこ YY ん で いる 。 





esDATAe 


騎士 舎 (7) 警備 兵舎 (2) 兵舎 小 (6) 兵舎 大 (0) [ MM ( ( 騎士 舎 (4) 警備 兵舎 (6) 兵舎 小 (8) 兵舎 大 (0) 
武器 庫 小 (2) 武器 庫 大 (0) 宝物 庫 小 (4) 宝物 庫 大 (1) 1 骨 武器 庫 小 (16) 武器 庫 大 (0O) 宝物 庫 小 (7Z) 宝物 庫 大 (0) 
食料 庫 小 (2) 食料 庫 大 (1) 弾薬 庫 小 (2) 弾薬 褒 大 (0) 介 0 食料 庫 小 (3) 食料 庫 大 (0) 弾薬 庫 小 (16) 弾薬 庫 大 (0) 
教会 (]) 馬 小 屋 (8) 「 教会 (0) 馬 小 屋 (@) 


人 口 B80000 税率 16 人 口 100000 税率 16 
軍隊 


部 隊 18 将軍 19 0 二 央 8 』 部 隊 ら O 将軍 21 
] 、 mil 部 隊 41 将軍 44 (シナ リオ 3、4、5) 


部 了 35 将軍 40 (シナ リオ 1、3、5) 
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り 月 0 ) 吊 衣 0 
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UM 


削 
iM 人 UM 
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1 Be | 大 陸 南 部 の 農業 地帯 に 位置 する 城 。 兵員 生産 能力 が 
人 口 の 低 さ が 災い し て 他 の 能力 は 総じて 低い 。 城 自体 istssed 提 計 PzE [ し いい 以外 は 、 可 も な く 不 可 も 無し と いっ た 感じ で ある 。 

の 防御 力 は 低く 、 構 造 上 、 大 規模 な 城 改 造 も 難し いと 還 議 上 間 引 | 能力 的 に は いま いち 特徴 の な い 都市 に な っ て いる 。 拠 MS 和夫 昌 RON 、 すず 
いう 、 所 有 者 に と っ て は 難 物 の 城 。 初 期 配置 の 部 隊 数 議 縛 請 議 識 較 較 間 員 に 分かれ た メ 点 と し て 活用 する に は 、 か が かなり の 改造 が 必要 だ ろう 。 | PE 
が 比較 的 多い と いう こと に 注意 すれ ば 攻略 は た や すい 財 NII に 防御 力も 高く な く 、 攻 撃 側 に と っ て は 楽 な 目標 と いえ NN、 di い 0 
23 5 本 2 る か も し れ た な い 。 遇 半 半 MPUM 雇 穫 90 ん だ ろう ? 


>DATA* ーー cericzrmmmmms DATA* 


騎士 舎 ( ら ) 警備 舎 (6) 兵舎 小 (4) 兵舎 大 (O) _。 了 測 細 還 NNN 騎士 舎 (1) 警備 兵舎 6) 兵舎 小 8) 兵舎 大 (O) 
武器 庫 小 (6) 武器 庫 大 (0) 宝物 庫 小 (7) 宝物 庫 大 (0) (MI 間 還 し 。「「「 Pe 武器 庫 小 (8) 武器 庫 大 (0) 宝物 庫 小 (3) 宝物 庫 大 (8) 
食料 庫 小 (10) 食料 庫 大 (0) 弾薬 庫 小 (4) 弾薬 庫 大 (O) Mlll | | | (| 男 三 明信 料 庫 小 (6) 食料 庫 大 (O) 弾薬 庫 小 (4) 弾薬 庫 大 (0) 


教会 (0) 馬 小 屋 (3③) MM ャ hl 教会 (O) 馬 小 屋 (⑧) 








ml に 16)66.2:E<Io NN MNO NN 内 BDDOG SE 
El | 問 。 、 UP 軍隊 
師団 3 部 隊 ら 8 将軍 3 II ーー 二 師団 5 部 隊 17 将軍 ら 1 


師 部 隊 ら ら 将軍 23 (シナ リオ 1]1、3) ll MT *W 邊 li 師 部隊 33 将軍 43 (シナ リオ 1) 
師 部 隊 44 将軍 48 (シナ リオ ら ) ! 縛 和 NIIN 人 MI 
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天明 


大 陸 南 部 の 農業 都市 。 シ ナリ オ 4 で プレ イヤ ー の 皇 | 
都 と な る 都市 だ が 、 大 陸 制 覇 の 拠点 と し て は は っ き ぎ 
言っ て 役不足 。 か な り 強 力 な 城 の 防御 力 を 除け ば 、 そ 
の 他 の 点 で の 能力 は 低い 。 使 える 城 に する た め に は 、 
“ プレ イヤ ー の 思い 切っ た 改造 が 必要 だ 。 


SDAIAe: 









1 この ら 箇 所 の 城 
壁 の 切れ 目 か ら 、 城 
内 へ は 簡単 に 進入 出 
来る 。 


















騎士 舎 け ) 警備 兵 告 (1) 兵舎 小 (4) 兵 告 大 (0) 
武器 庫 小 ( ら ) 武器 庫 大 (0) 宝物 庫 小 (0) 宝物 庫 大 (ご) 
食料 庫 小 (6) 食料 庫 大 (0) 弾薬 庫 小 (3) 弾薬 庫 大 (0) 
教会 (0) 馬 小 屋 (3) 
人 口 B5000 税率 16 
還 隊 

部 部 隊 13 将軍 17 

部 隊 ら 7 将軍 36 (シナ リオ 1、4) 
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ふ ユ 王室 へ の 進入 


CYS / こ さ 


優れ た 兵員 生産 能力 と 、 高 収入 を 誇る 城塞 都市 。 人 
円 は 大 陸 最 大 の 水準 だ 。 城 自体 の 防御 力も か な り 高 く 、 
成 を 東西 に 分 ける 川 の 存在 も 、 攻 略 の 難易 度 を 高め て 
いる 。 進攻 に は 噌 角 兵 を 用 意 し た ほう が いい だ ろう っ つ 。 
も っ と も 、 そ の 川 の 存在 も あり 、 城 の 改造 は 難し いか 


ーー *DATA* 


須 士 舎 (G) 警備 兵舎 (4) 兵舎 小 (18) 兵 音 大 (1) 

武 庫 小 (7) 武器 庫 大 (1) 宝物 庫 小 (8) 宝物 庫 大 (0) 
食料 庫 小 (4) 食料 庫 大 (0) 弾薬 庫 小 (Z) 弾薬 庫 大 (0) 
教会 (D) 計 小 屋 ( ど ) 
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| 人 間 





NaMlcleelee 且 ::E3 に 
軍隊 " 
師団 3 部 隊 2B 将軍 35 
部 隊 56 将軍 75 (シナ リオ 1、 ら 、5) 
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ー 川 に た だ 1 本 誠 逮 
か けら れ て いる 村 
も 、 重 要 な 攻略 ポイ 
ント だ 。 
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叫 
人 


月 リ 
MA 


章介 MM 6 
| 和 MM 史 陣 
用 用 / 山 衣 





高い こと と 、 城 防御 力 の 高 さ 。 初期 状態 で の 駐留 部 
隊 数 は 多く な い 。 ま た 、 食 料 生産 能力 の 低 さ か ら 、 長 
朝間 に は 絶え られ な いか も し れ な い 。 


SDAIAe 


口上 吉 (3) 警備 兵舎 (3③) 兵舎 小 (7) 兵舎 大 (0) 

武器 庫 小 (4) 武器 庫 大 (O) 玉 物 庫 小 (5) 宝物 庫 大 (1) 
食料 庫 小 (2) 食料 庫 大 (0) 弾薬 庫 小 (4) 弾薬 庫 大 (0) 
教会 (0) 馬 小 屋 (@) 











人 口 70000 税率 18 
車 隊 
部 隊 17 将軍 19 


部隊 36 将軍 40 (シナ リオ 4) 
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汰 誠 衣 放 交 族 0 
用 | 以 L 
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1 人 1 
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(0 6 
人 さい 委 」 連 朋 
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+ 敵 還 / # 
人 NN 人 MM 
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則 
有 
叫 


王室 へ の 最短 ルー 
ト は ここ か ら 。 


大 陸中 央 部 北端 、 西 と 東 を つなぐ 要 所 に 位置 する 城 。 








比較 的 バラ ンス の 良い 城 だ が 、 な か で も 騎士 発生 率 は eseas 
特に 高い 。 初 期 駐留 兵力 も 多く 、 城 自体 の 防御 力も 高 ーー NN 
ー | ー/ 3 R 間 M 凍 0 
凍 0 いと いう 攻略 上 の 難所 。 つ まり 、 い っ た ん 落と せ ば 、 0 NAS 
攻 城 挫 の な い 時 は こ 英 の 進攻 を 防ぐ 壁 と な る 城 、 と も 言え る わけ だ 。 
こ か ら 進 入 す る し か 
な い 。 





SDAIAe 


本) 司 | に 3 量 (@) 訂 = モミ ルト 間 ( に ) 記 = デ ァ . 四 (6) 

忠 器 庫 小 (4) 武器 庫 大 (0) 宝物 庫 小 (6) 宝物 庫 大 (1) 
信 料 庫 小 (8) 食料 庫 大 (0) 弾薬 庫 小 (5) 弾薬 庫 大 (0) 
教会 (1) 馬 小 屋 ( ぢ ) 








回!616」618 且 に) 
車 隊 
思 剖 隊 1 将軍 36 
部 隊 62 将軍 73 (シナ リオ 1、93) 


ーー 1 いれ かり むい に 


人 / 










基 字 | 
衣 MM 


和訳 


て 城 外 に ある 教会 
加え て 城 の 中 央 部 
は 礼拝 堂 も 備え られ 
て いる 。 
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痢 0 
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川 叫 


凍 Mee 60 の 


| / リ Mu 放 川 が 94 ! M 人 
削 衣 前) 1 | 
/ 人 人 用 放 


大 陸中 央 北部 の 城村 部 市 。 ニー ルフ ェ ルド 回 様 、 2 月 語詞 - の We 2 シナ リオ 3 で プレ イヤ ー 国 の 王者 と が る 城 基 下 発 還 二 ご へ は ここ か 5 較 し 
陸 の 東西 を つなぐ 要 所 に 位置 する た め 、 戦略 上 非常 居 個 M 0 Wi 2 和 0 引 | M MM 「 人 M| 生 率 は 高い が 、 武 器 と 弾薬 の 生産 能力 が や や 弱い 。 敵 他 2 り NN 
車 要 な 城 だ 。 能 力も 、 食料 生産 力 が や や 弱い 以外 は 安 NN 0 NN 有 の 城 と し た 場合 は 、 城 の 防御 力 は か な り 高 い 。 そ の た 「 
定 し て いる 。 城 自体 の 防御 力 は 高く 、 初 其 駐 玉 部 隊 の 壮 請 議 計 較 間 本 上 詳 叫 _ 。。 に rs 。 ゆめ 攻略 に は か な り 苦 労 す る 相手 だ 。 空 き スペ ー ス が 少 回生 計 細 較 ーー _。 


数 も 最大 級 と いう 手強い 城 だ 。 攻略 は 、 ま さ に 総力 戦 。 壮 詳 MIIIIIIIN 記 人 8 林 才 の な い の で 、 城 の 改造 に は 寿 間 が か か る か も し れ な い 。 寺 AN 0 - の ンー る と 、 ベ ス ト の 志 


と な る だ ろう 。 半 8M00A0、 8 用 敵 議 っ > 」 _ 凍 唱 着 MM 


sDATA* 





騎士 舎 (4) 警備 兵舎 (5) 兵舎 小 (12) 兵舎 大 (1) | MM 騎士 舎 (8) 警備 兵舎 (4) 兵舎 小 (4) 兵舎 大 (⑫) 

武器 庫 小 (6) 武器 庫 大 (1) 宝物 庫 小 (2) 宝物 庫 大 (1) ] "00 武器 庫 小 (5) 哉 器 庫 大 (O) 宝物 庫 小 (8) 宝物 庫 大 (0) 
食料 庫 小 (4) 食料 庫 大 (0) 弾薬 庫 小 (6) 弾薬 庫 大 (1) ] 」 "MM 食料 庫 小 (8) 食料 庫 大 (0) 弾薬 庫 小 (5) 弾薬 庫 大 (0) 
教会 (0) 馬 小 屋 (⑥) 王位 教会 (1) 馬 小 屋 (②) 


人 口 75000 税率 14 間 間 昌 遇 、:、 衣 MM 人 口 98000 税率 18 
時 隊 M | 久 誠 。 | 1 軍隊 
師団 3 部 隊 2B 将軍 3G IN 一 e 師団 6 部 隊 17 将軍 ら 1 
師団 7 部 隊 56 将軍 74 (シナ リオ 1、2、8. 0 MM 8 2 還 (cc 議 SEZc 提 アロ リレー に ) 











4 つの 建物 が 回 廊 で 結ば れ た ユニ ー ク な 形状 の 城 ] 間 必 ( 1 大 陸 内 で 一 番 、 人 口 が 少な い 都 市 で 、 そ れ が 最大 の 
大 陸 最 大 級 の 人 口 と 、 最 高 税率 を 誇る 大 商業 都市 で 、_ 00Rfedeemodmahn (| 内 点 に な っ て いる と いっ て よい 。 本 乗 は 武器 生産 に 優 


最 勾 の 経済 穫 点 だ 。 坂 自体 の 防御 力 は 高く 、 駐 四部 隊 議 請 還 較 還 請 還 “ れ た 工房 都市 で ある 。 人 口 が 順調 に 増え れ ば 、 兵 器 生 ME 


| 
人 


も 強力 だ 。 だ が 、 そ の 反面 、 食 料 生産 が 比較 的 弱い 。 較 精 請 隊 昌 Ni 座 の 融点 に も な る の だ が -…:…。 城 自体 の 防御 力 は 高く 、、 壮 較 議 議 請 識 識 識 rc+opep 


本 SA の か 仙 | 央 | ・ー 進入 は こ キ 0 和 凍 義剛 に 
攻略 に は 長期 戦 が 有効 だ ろう 。 | 川間 MM 還 和 いこ 収 略 に は 手 を 焼 か され る か も し れ な い 。 | 同和 前 凍 M0 っ 細 最大 の 点 。 防 御門 


は 複雑 だ か ら 注 意 。 け で な く 建 築 に も 影 


響 は 大 きい 。 
崎 寸 舎 (③) 警備 兵舎 (3) 兵舎 小 (@) 兵舎 大 (O) 
| 武器 庫 小 (5) 武器 庫 大 (1) 宝物 庫 小 (1) 宝物 庫 大 (82) 
良 料 庫 小 ( ら ) 食料 庫 大 (0) 弾薬 庫 小 (5) 弾薬 庫 大 (0) 
教会 (0) 馬 小 屋 ( ら ) 


騎 二 舎 (3) 警備 兵舎 (3) 兵舎 小 (5) 兵舎 大 (0) 

武器 庫 小 (5) 武器 庫 大 (O) 宝物 庫 小 (10) 宝物 庫 大 ( ら ) 
食料 庫 小 (4) 食料 庫 大 (0) 弾薬 庫 小 (4) 弾薬 庫 大 (1) 
教会 (0) 馬 小 屋 (5) " 


TE 人 0 | 


因 人 口 40000 税率 16 


人 口 130000 税率 24 
' 較 電 隊 


車 隊 
公 部 了 家 16 将軍 18 
師 部 隊 33 将軍 40 (シナ リオ 2 ら 、3、4) 


部 隊 13 将軍 15 
部 隊 24 将軍 36 (シナ リオ 1、2、5) 


ニテ ーーー テー デー で ニニ ニニ ーー ミニ ーー ニー ニー ヨー デュ 
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" | 
| 
D。 ら 側 ・ ゅ 漠 の 中 に 立つ 城郭 で ある も の の 、』 宙 は 食料 生産 倍 0 ル 
Rd aco 入 ひ * | 請 に 優れ た 農業 都市 と か っ て いる 。 ぞ の 他 の 部 分 で も 、 いせ 婦 
低く 初期 配 置 の 駐 部 隊 も 非力 。 攻 め 込む 側 に と う る うこ Mr 9 ここ っ 
て は 、 楽 な 相手 だ と いえ る 。 空 間 が 多い た め 、 城 の 改 が あ の 防御 力 自体 が 低い の が 最大 の 欠点 。 城壁 の 建設 な ど 、 ュ 
所 は 楽 だ だ 。 防 個 力 を 中 心 に 強化 M 宮 MO0。 還 る 由 中 人 衝 ) 以 要 だ 。 ! 生 人 8 6 人 必 は 記 
- 語 有 守 ま 
の か 前 人 MM MM 人 凍 放 効 物 守 日 


SDAIA* 一 A* 


騎士 舎 (2) 警備 兵舎 (3) 兵舎 小 (4) 兵舎 大 (O) 押 II MM 騎士 舎 (3) 警備 兵舎 (o) 兵舎 小 (6) 兵舎 大 (O) 

武器 庫 小 (5) 武器 庫 大 (O 玉 物 庫 小 (/) 宝物 庫 大 (0) | 上 II | MM 武器 庫 小 (5) 武器 庫 大 (1) 宝物 庫 小 (4) 宝物 庫 大 1) 
食料 庫 小 (2) 食料 庫 大 (4) 弾薬 庫 小 (4) 弾薬 庫 大 (1) | 上 | MM | | | 凍 食料 庫 小 (Z) 食料 庫 大 (5) 弾薬 庫 小 (4) 弾薬 庫 大 (1) 
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いる の だ が 、 ゲ ー ム で は まとめ て 王室 と いう よう 請 請 議 還 ーー 戦い の 勝利 を 、 礼 拝 堂 で 神 に 祈っ た こと だ ろう 。 靖 靖 軸 時 8 還 時 ーー 
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食料 庫 は 、 食 料 生産 率 を 向上 させ る 施設 だ 。 デ 
ー タ ー と し て 表面 に は 出 て いな い が 、 加 都市 は そ 
れ ぞ れ 特 定 の 属性 を 持ち 、 得 意 な 生産 分 野 を 持っ 


て いる 。 都市 属性 を 見 極め 、 そ こ に あっ た 施設 を 
建設 する こと が 、 最 善 の 方 法 と いう わけ だ 。 










こち ら は 一 般 兵 た ちの 宿 合 だ 。 騎 士 舎 と 違い 、 | 
大 小 ら 種類 の 兵舎 が 用 意 さ れ て いる 。 兵士 の 集合 上 靖 凍 ld Ne | 1 
率 を 向上 させ る と いう 効果 が ある 。 た だ し 、 兵 士 靖 詳 細 間 間 間 NB 
の 数 は 、 都市 の 人 口 に も 大 きく 左右 され る の で 、 [ssw soooc | 門 還 還 還 SR | | 

や みく も に 兵舎 を 増やし て も 、 人 口 が 少な い 城 で | 細 引 soc| 丘 還 旨 2| 

は 、 無駄 な 投資 を する こと に な る 。 兵 員 補 充 の 拠 NB 識 ま 


点 を 定め 、 効 率 の 良い 投資 を 行 お う 。 NO 


明 品 中 重 装 、 軽 装 兵 の 集合 率 を 向上 (大 型 は 3 倍 の 効 建築 費 3000G 
MMAN 維持 費 "15G 
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建築 賀 4000G 
維持 費 5G 












武器 庫 と いっ て も 、 ゲ ー ム 中 の 効果 は その 生産 
力 を 向上 させ る こと で あり 、 倉 庫 の 数 に よっ て 武 
器 の 保有 数 が 制限 され る わけ で は な い の で 注意 
(これ は 武器 庫 に 限ら ず 、 他 の 物資 の 廊 庫 で も 同 
様 )。 大 小 ら 種類 の バー ジョ ン が 用 意 ご れ て いる 。 


他 の 倉庫 と 同様 に 、 弾 楽 庫 が は た す 役 割 は 、 弾 語 議 議 
生産 字 の 向上 で ある 。 銃 や 大 砲 、 と いっ た 六 某 証 請 陸 還 較 
系 の 兵 上 は 、 特 に 直接 戦闘 で は 、 運 用 方 法 次 第 で 凍 還 上 還 四 
非常 に 強力 な 戦力 に な る 。 う まく 活用 し て 欲し い 。 
弾 薬 庫 も 、 大 小 ら 種類 用 意 さ れ て いる 。 いずれ の |zsz as 

倉庫 も 、 大 は 小 の 3 倍 の 効果 を 持っ て いる 。 
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中 世 の 人 々 に と っ て 、 精 神 的 な 礎 で あっ た 教会 
よ 、 さ す が に ゲー ム 中 の 効果 も 最も 強力 な も の を 
持っ て いる 。 た だ し 、 建 築 費 、 維 持 費 と も 高価 で 、 
サイ ズ も 大 きく 、 野 外 に し か が 設置 出来 な いな ど と 
制約 も 多い 。 最 前 線 か ら 少し 引い た 位置 の 、 兵 員 
補充 拠点 の 都市 に は ぜひ 建設 し て お きた い 施 設 
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騎士 の 登場 率 を 向上 人 口 増加 率 を 向上 プ 将 


選抜 試験 の 合格 率 を 向上 


馬 や 、 戦 車 と いっ た 乗り 物 の 生産 率 を 向 

れる 施設 。 設 置場 所 は 野外 に 限定 され 、 
サイ ズ も そこ そこ 大 きい た め 、 扱 い は 少し 面倒 か 
も し れ な い 。 癌 城 に 、 最 低 ら 棟 程度 は 欲し い が 、 
特定 の 城 に 固め て 設置 し 「 牧 場 都市 ] に し て し ま 
う の も ひと つの 方 法 だ ろう 。 
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に 関係 


一 見 、 何 の 役 に も 立た な いよ うな 気 が す る が 、 
実は 、 人 口 増加 率 を 向上 させ る 効果 が ある 。 ま た 、 
配置 次 第 で 、 敵 軍 の 進攻 を さえ ぎる 防壁 の 役目 を 
は た すこ と も 出来 る 。 も っ と も 、 や みく も に 木 を 
植え すぎ て 、 自 軍 の 動き も 取れ な く な っ た 、 な ん 
て こと の な いよ うに 注意 し よう 。 
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負 員 謀 yommeimPirorom WP emm 00 人 本 中 


[築城 」 の 操作 自体 は 、 そん な に 難し いも の で は な い 。 
あめ る ちょ っ と し た コツ を 押さ えて お け ば 楽勝 だ 。 


くう 


きま 穫 城 を 行う 前 | に 一 まず 知っ て お くべ きこ と 一 


才 築城 を 征 す る 者 は 大 陸 を 征 する 


大 陸 に 存在 する 25 の 城 は 初期 状態 で も ある 程度 バラ 
ンス の と れ た 造り に な っ て いる 。 し か し 、 それ は あく 
まで も 城 単体 で みた 場合 の バラ ンス と いう こと を 忘れ 
で は い | 芝 が 0 MLUIOIUL 
強し 、 兵 士 ・ 武 器 の 補給 も な る べく 多く 出来 る よう [ 
する べき だ し 、 反 対 に 敵国 に 攻め 入ら れる 心配 の な い 
城 で は 城壁 を 撤去 し て で も 教会 や 木 を 増やし 人 口 の 増 
加 を 計る 方 が 良い 。 食 料 生産 率 の 増加 や 税率 の 引き 」| 
げ も 築城 に よっ て 行わ れる の だ が 、 最 初 は その 費用 の 
多 さ に た め ら い を お ぼ え て し まう こと だ ろう 。 だ が 大 
陸 制 覇 と いう 偉業 は 数 年 や そこ ら で 達 成 出来 る ほど 簡 
単 な や の で は な い の だ 。 目 の 前 の 勝利 だ け で は な く 全 
時 SM SE・ 





「 夫 然 の 要 慰 レン ジェ 。 多く の 城 と 異な っ て 、 城 壁 の 


か わり に 森林 が その 役目 を は た し 敵 の 進攻 を 阻む 。 お く 価 値 の ある 行為 だ と いう と と を 知っ て お いて も ら 
半生 の めも けた ar 


お そら く 残 り 半 分 の ほとん ど は 敵 の 一 国 に よっ て 統 - 
生 96 う 。 そ の 時 に 相手 より 少し で も 優位 
に 立つ た め に も や は 5 築城 と いう 作業 は 必要 な の だ 。 
、 計 、yolegE た me 計 出来 る 力 を 手 に 入 
れる と いう こと は 、 同 時 に 初期 状態 の 城 が ご の よう な 
、 本 笛 を も っ て いる の か を 見 極め る 力 を も 持つ と と に か 
る 。 そう すれ ば 攻 城 の 際 に 役立つ だ け で は な く 、 効 率 
、 の 良い 生産 ・ 輸 送 を 的 確 に 行え る よう に な る の だ 。 特 
i け に 序 上 戦 で は その 力 が 大 い に あ な た を 助け て くれ る だ 
、 ろう 。 この 章 で は 各 建 築 物 の 効果 や 築城 の た め の ア ド 
- PP この 良く 読ん で 十分 に 
| MI (の 1 議 を 活用 し て 欲し い 。 
_。 「 案 城 を 従 する 者 は 大 陸 を 征 す る 」 この 言葉 を し っ 
_。  。 か が り と 心 に 刻ん で お け ば 、 勝 利 の 女神 は 常に あな た に 


| 「 人 み か J53 で れ る 7 [ 秋 9 の つ 。 
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既存 の 城 を 改装 する 
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一 見 複雑 そう に 見 える 「 築 城 ] だ が 、 実 際 の 操作 は 
要 な パー ツ を 選択 し 、 建 築 ウ ィ ン ド ウ に 表示 され た 
有 小 マッ プ に 配置 し て いく だ け と 、 シ ンプ ル な も の だ 。 
交 だ し 、 パ ー ツ 配置 に は いく つか の 制限 事項 が 存在 し 
回 い る 。 

まず 、 す で に 配置 され て いる パー ツ を 撤去 する 時 の 
制限 だ 。 撤去 し た い パ ー ツ の 上 の 階 に 、 他 の バー ツ が 
存在 し て いる 場合 、 そ の パー ツ は 撤去 する こと か が 出来 
六 い 。 必 ず 上 の 階 の パー ツ を 撤去 し な けれ ば な ら な い 
の だ 。 撤 去 に も 費用 は 必要 だ か ら 、 場 合 に よっ て は 思 
も わ ぬ 浪費 を 強い られ る こと に な る 。 

次 に 、 す べ て の 部 屋 は 、 か な ら ず 通路 に 面 し た 場所 
配置 され て いな けれ ば な ら な い 。 通路 に 面 し て いな 
い 部 屋 が 存在 する と 、「 建 築 ] ボタ ン を クリ ッ ク し た 時 
「 民 [通路 に 面 し て いな い 部 屋 が 存在 し ます 」 と の ダイ 
ログ が 表れ る 。 そ の 場合 は 、 も う 一 度 適切 な 位置 に 
パー ツ を 配置 し な けれ ば な ら な い 。 


ーー ニー ニー- 


EE 


PP ら 階 以上 が あ 
る 城 を 建築 し た 場合 は 、 階 段 も 設置 し が けれ ば な ら な 


に 。 いら cuouihou 議 議 計 て は 

だ め な の だ 。 特に 犯し や すい ミス は 、 野 外 に 部 屋 を 配 
| 置 す る 時 だ 。 こ の 場合 で も 、 や は り 通 路 (] マス だ け 

で も 良い ) を つない で いな いと 、 入 円 が 作ら れ な いた 
め 、 部 屋 に 入れ な い ! 置 吉 因 直ら て し まう 。 

上 記 の 制限 事項 を 守れ ば 、 配 置 す る アイ テム は 、 ど 
れれ を 何 個 お いて も か まわ な い 。 た だ し 、 必 ず 1] 個 の 王 
訟 は 配置 され て いな けれ ば な ら な い 。 そ われ 以外 の アイ 
テム は 、 ど れ を 何 個 お いて も 構わ な い 。 王室 以外 、 全 
て 通路 の 城 で も 、 一 応 建 築 する こと は 可能 だ 。 も ちろ 
ん 、 そ ん な 城 を 作っ て も 、 単なる 資金 の 無駄 遣い な の 


は 間違い な い が …。 上 
: ミ ず は すでに マ ッ プ に 配置 


1 














以 四 の と ど を 中 二 え て ヽ 、 [ 
され て いる 城 を 改造 し で みよ う (その 前 に 、 現 在 の ゲ 
ー ム デー タ を セー プ し て 置く こと を 忘れ ず に )。 と に が 
記 、 JMAeg 。 PS 
と が 肝心 な の だ 。 う まく いか 
を ロー ド し 直し て チャ レン 










艇 築城 の 基本 を マス ター する た め に … 


人 前 記 





| 上 の 了 紫 に 他 の バー ツ が 置か れ た 状態 で は 、 バ ー ツ の 
削除 は 出来 な い の で 注意 する こと 。 





1 入れ な い 部 屋 が 存在 する 場合 は 、 この ダイ アロ グ が 
警告 し こく れる は ず 。 


〇 各 コ マン ド に 慣れ る た め に も 、 ま 
ず は 実際 に | 建築 」] し て みる 。 
〇 バー ツ は 、 上 に 別 の パー ツ が 乗っ 


孤 4 と YiEKG】EdlI2SasPSZN 更 Yaa 


マト ニニ ーー 


| EN6 
| 〇 入室 出来 な い 、 入 口 の な い 部 屋 を 
| 回 (PXGEWIP の E 

















既存 の 城 を 改装 する 





1 城 に は それ ぞ れ 、 属 性 が 定め られ て いる 。 属性 に 合 


っ た 生産 を 中 心 に 行え ば 、 効 率 の 良い 生産 が 可能 だ 。 





1 まず 、 その 城 に どん な パー 2 も 癌 
が 確認 し よう 。 だ いた い の 属 性 が 見 えて くる は ず だ 。 












「 ) 謀 需 記 f 7 「 ) I 
# 3 ロ ョ 由衣 ! j 誠 馬 届 衣 | 市 
Ei 1 拓 肌 中 
2 が お 向 UTE の 前 か 
1! ( Hf 衣 1 RECTHERRHTRTRTIEEHPEHIYHTEOMMFITFPBPOSNRHTMO HTTPDMTEHAETAAECAIHTAEETB 
[| 
ーー デー ュー ューーーーーーーーー テ ニュ ニー ニテ ーーー ュー ターーーーー ァ ーー ーーーーーー ーー ペーーーー ーーーーーーーーーー ニテ ーー ニー ニー 
・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 癌 い ーー テーー ツ ーー ペー デーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ | 


| 〇 各 土地 の 属性 を 見 極め る こと が 重 
| 要 。 属 性 に あっ た パー ツ を 配置 する 
| と 生産 効率 は 大 きく 上 昇 する 。 

| 〇 城 ご と に 、 機 能 を 分 化 さ せ て 分 業 
| 体制 を 作る こと が 、 攻 略 を スム ー ズ 
| に 進め る コツ だ 。 


信 何 が 必要 な の が 機能 と 要素 を 考え る - 

次 に 、 も う 少 し は っ きり と し た 目的 を 持っ て 、 城 の 
必 造 に チャ レン ジ し て みよ っ う 。 

城 に は 、 ゲ ー ム 上 さま ざま な か 機能 が 与え られ て いる 。 
資金 ( 税 ) の 徴収 、 将 軍 や 兵士 の 補充 、 食 料 、 哉 器 
弾薬 な どの 軍事 物資 の 生産 ……。 場 内 に 配置 され た バ 

ー ツ に は 、 そ うし た 機能 に 直接 影響 を た 及ぼ す も の が い 
くつ も 用 意 さ ご され て いる 。 た と えば 、 収 入 を 増やし た い 
な ら 、 宝 物 庫 を 配置 すれ ば 良い し 、 武 器 を も っ と 生産 
し た いな ら 、 武 器 庫 を 配置 すれ ば 良い の だ 。 

だ が 、 そ うし た パー ツ の 人 存在 以外 に も 、 城 の 能力 を 
決定 する 要素 は 存在 する 。 

まず 、 執 政官 の 能力 が そう だ 。 能力 の 低い 将軍 を 吾 
政官 と し て 使用 する と 、 毎 月 の 収入 額 が 通常 の 値 より 
低下 する 場合 も ある の だ 。 

次 に 、 城 の 人 口 も 、 多 く の 項 目 に 影響 を 与え る 。 基 
本 的 に 人 口 は 多けれ ば 多い ほど 良い と 考え て も ら っ て 
良い だ ろう 。 教会 や 警備 兵 告 と いっ た バー ツ を 配置 す 
る こと で 、 人 上 器 の 増加 率 を 向上 させ る こと が 可能 だ 。 
そし で も う ひ と つの 。 実は 、 難 城 に | 商業 都市 ] や | 農 
業 都市 」 と いう よう な 、 固 有 の 属性 が 写 え られ て お り 、 
属性 居 あ っ た 物資 は 、 効 率 よ く 生産 出来 る よう に な っ 
て し 人 放 | 

城 マ ッ プ や 築城 マッ プ で 、 も うい ち ど ど ん な 施設 が 
配置 きれ ぐい る が 人 確認 し くみ よう 。 大 部 分 の 城 で は 、 
その 属性 に 従っ た 効率 の 良い 生産 が 出来 る よう に 、 配 
置 さ れ て いる 。 そ の 施設 も 、 あ る 程度 、 性 格付 けが な 


、 され て いる 。 要 は 、 そ の 性 格 を 読み 取っ で 、 そ れ に 従 
っ た 改造 を 行え ば 良い の だ 。 

| ” 。 も ちろ ん 、 実 際 の シナ リオ で は 、 戦 況 次 第 で は 、 必 

| ” ず し も 城 の 属性 に そっ た 運用 が 出来 な いよ うな 局面 に 

| で くわ すこ と も ある だ ろう 。 あ る 程度 、 各 城 が フレ キ 

| "” シブ ル に どん な 状況 に も 耐え 
、 と も 必要 だ 。 だ が 、 戦 略 的 な 見 地 か ら 見 れ ば 、 各 城 に 

_ 機能 を 分 業 化 さ せ 、 お た が い に 補 完 し 合わ な く て は 、 

















の 85 に 介 gW@ わ く こ 


ずれ 大 き な 壁 に 突き 当たる 。 そ うい っ た 意味 で 、 其 
Cee 機能 を は っ きり させ る こと は 非常 に 








杉 バー ツ を どう 配置 する か ? 

と りあ え ず 、 フ ィ ー ル ド 上 に パー ツ が 配置 され て い 
れ ば 、 そ の パー ツ に 与え られ た 効果 を 獲得 する こと は 
剛昌 で は 、 当たり 次 第 に バテ デブ 人 本 いて いり 2 の は 
良い の か と いう と 、 そ ん な に 甘く は な い 。 無造作 な パ 
ー ツ の 配置 は 、 手痛い 敗北 の 原因 と な りか ね な い の だ 。 

直接 戦闘 で は 、 王 室 を 敵 に 制圧 され る と 、 そ の 時 点 
で 敗北 し て し まう 。 城壁 を 張り 巡ら し 、 屈 強 な 師団 を 
配備 し て も 、 城 門 を 入っ て 、 正 面 の 玄関 を 抜け れ ば 、 
すぐ 右 に 王室 の 入口 が あめ るー と いう よう な 配置 で は 、 
あっ と いう 間 に 城 は 落ち て し まう 。 
初期 状態 の 城 の 中 に は 、 実 際 そ うし た レイ アウ ト の 

' も の が いく つか 存在 する 。 攻 め る の が 楽 だ っ た 城 は 、 

英 に と っ て も そう な の だ 。 

王室 は な る べく 上 の 階 に 配置 する 、 敵 の 進入 が 難し 

上 いよ うに 、 門 や 玄関 の 位置 を 工夫 する 、 自 軍 が 展開 出 
来る スペ ー ス を 城内 に 確保 する 、 な ど と いっ た 防衛 の 
た め の 工 夫 が 必要 だ 。 

| コン ピュ ー タ が 担当 する 各国 家 は 、 用 意 さ れ た 城 を 
カス タマ イズ する こと は な い 、。 築城 コマ ンド は 、 あ な 
た だ け に 許さ れ た 特権 と も いえ る コマ ンド な の だ 。 こ 

| 間 の ド バ パン テ ー ジ を 活用 出来 な けれ ば 。 大 陸 の 制覇 
罪 常に 苦し いも の に な る こと は 間違い な い だ だ ろう 。 








人 撤 張 性 を 考え る 

\ー ツ の 配置 に 関し で は も う ひ と つ 考 和え と おき たい 
こと が ある 。 そ れ は 、 い か が に し て 、 城 に 柔軟 な 拡張 性 
上 本務 ス . る が)、 と し ) 短 員 Mi 
パーツ は 撤去 する だ け で も 資金 が か か る 。 先 に 述べ 
た と お り 、 下 に 配置 され た パー ツ は 、 そ の 上 に ある パ 
テツ を 撤去 し て か ら で な がい と 、 孤 去 出来 な い 。 そ うい 
5 無駄 な 出 次 は 、 ど こ か が の 国 の 政府 に で も 任せ て お け 
は 良い の だ 。 (MM 
Po の 
攻 ポー スッ ト 丘 計 
ロン ポー ネン ト 部 分 を 戦況 に 
最小 限 の 出費 で 、 城 の 改造 


の 
衣 に か く 、 記 人 0 BMM 
5 に 城 を 作る こと は 書 

































































1 敵 の 進入 し に くい 配置 を 考え る こと は も ちろ ん 、 目 
軍 の 展開 する スペ ー ス も 十分 に 確保 し て お こう 。 





* 勝 供 | 信条 7 + 倍 | 
Ly 


1 特定 の 種類 の パー ツ を まとめ て 、 コ ン ポ ボー ネン ト 化 
する と 、 後 の カス タマ イズ が 楽に な る 。 





ーーーーー ーー 
〇 や みく も に た が だ / に 
い の で は な い 。 英 の 進行 経路 や 、 目 
軍 の 展開 位置 な ども 十分 考え て 、 城 
を 設計 する こと が 重要 に な る 。 特 に 、 
王室 が 一 気 に 落 と こさ ざれ る よう な 配置 
は 、 非 常に 良く な い 。 
| 〇 城 の 拡張 仁 を 確保 する た め 工 夫 が 
| 必要 だ 。 た と えば パー ツ を 機能 ご と 
眉 回 還 半 7 cs スン (IF の CS の た 8(⑥2S6 の 
| の や り 方 。 戦況 の 進展 に 合わ せ 、 柔 
| 軟 な カス タマ イズ を 可能 に し た い 。 































〇 序盤 の 、 手 持ち の 城 が 少な い 時 期 
を 考慮 し た 万 能 型 の 城 に する 。 た だ 
し 、 尼 用 偶 之 に な ら な いよ うに 注意 。 
〇 防御 能力 の 強化 を 目的 に 、 城 壁 、 


替 は 設置 する 。 同 時 に 、 城 内 に も 部 
隊 が 配置 出来 る スペ ー ス は 確保 する 。 
〇 後 の 戦況 の 変化 に 柔軟 に 対応 出来 
る よう 、 カ スタ マイ ズ 性 を 十分 考え 
た 作り が の ぞ ま し い 。 





親 肌 前 


WW 


固有 
用 川 / 川 リ H 


{ 主 建築 物 内 に は 撤去 の 可能 性 の 少な い 施 
設 を 配置 し た 。 別棟 の 倉庫 、 兵 舎 に も 注目 。 










進入 を 考え で 。 2 康二 I6U の | 


※ 困 た な 城 を 作る 一 実際 ・ 策 城 編 一 





箇 機能 を 考え バー ツ を 選択 する 

実際 の プレ イ 中 は 、 既 存 の 城 を 改造 し 、 カ スタ マイ 
ズ し て いく だ け で も 、 か な り 楽 に 戦え る よう に な る 。 
城 を 「 全 撤去 | し て 、 一 か ら 建 て 直す 機会 は そう 無い 
か も し れ な い 。 だ が 、 全 て を 自分 で 作り 上 げた 城 で 戦 
うと いつ うつ の は 、 用 意 さ れ た 城 を 使っ て の 戦い と は また 
違っ た 楽し み が あ る 。 せ っ か く 用 意 さ れ た 機能 な の に 、 
一 度 も 「 全 撤去 」 の ボタ ン を クリ ッ ク す る こと 無し に 
終わ ら せ る の も 何 か シ ャ ク で は な いか が 。 

そこ で 、 こ こ で は 実践 編 と し て 、 一 か ら 城 を 計画 し 、 
建築 し て みる こと に し よう 。 

まず 最初 に 、 ど ん な 城 を 建て た い の か 考え よう 。 防 
御 力 重 視 か 、 武 器 弾 薬 の 補給 拠点 な の か 、 そ れ と も 収 
益 重 視 で いく の か …… ? 今回 は 城 の 少な い 序 盤 の 戦 
い を 想定 し て 、 一 応 万 能 型 (悪く いえ ば 、 特 徴 の な い 
城 だ が ) の 城 を 作る こと に し た 。 

と に か く 、 ま ず 資 金 が な けれ ば 何 も で き な い の で 、 
宝物 庫 を 小型 に 換算 し て 10 個 分 (大 3 個 、 小 1 個 ) 作 
っ た 。 こ れ で 税率 は 2 に な り 、 ま ず ま ず の 収入 が 確保 
で きる 。 都市 人 口 は 一 応 中 規模 、8 万 人 程度 は いる と 
仮定 する と 、 こ と の 人 口 な ら 食 料 庫 は ゆら つ で も な ん と か 
な る は ず だ 。 

高価 な 騎士 兵 よ り 、 序 能 は 安価 な 歩兵 を 確保 し た い 、 
と 思う っ 計 の で 、 有 騎士 舎 、 馬 小屋 は ら 個 づ つと し 、 代 わ 
り に 、 兵 千 、 武 器 庫 を や や 多め に し た 。 同様 の 理由 で 、 
弾薬 庫 も 大 1 個 と 少な 目 だ 。 

防御 力 ア ッ プ の た め 、 城 の 周囲 に は 城壁 を 築い て お 
いい た 。 た だ し 。 コ スト を 考え て 塔 は 作る こと は 見 送っ 
放 
癌 5 凸 が く 、 小 光 記 まり 戸 し た 城 だ が 計略 机 な り に 
形 に は な っ て いる は ず だ 。 ス ペー ス に 余裕 が ある の で 、 


広場 を 設置 する こと に する 。 取り た て た 効果 は な い が 
。 広場 で は 、 様 々 な イベ ント が 発生 する 場所 。 前 回 の ブ 
。 レイ で 見 逃し た イベ ント に も 出会え る か も し れ な い 、 
|」| る 5 選 っ た か ら だ 。 

| ” この よう に し て 、 だ いた い の 城 の 仕様 が 決定 し た 。 
-。 あと は 、 と の 仕様 に 従っ て 、 実 際 に 建築 マッ プ 上 に バ 


。 エン を 配置 し と いく だ け だ 。 











ーー ーー 





林 完成 

下 が 実 際 に 完成 し た 城 の マッ プ だ 。 使 用 し た パー ツ 
の 構成 に は これ と いっ て 特徴 は な い が 、 そ の 配 半 に は 
戸 よ っ と し た 仕掛 け を 考え た 。 機能 の コン ポー ネン ト 
化 だ 。 主 建造 物 を 最小 限 に 小さ くし 、 今後 カス タマ イ 
欠 す る 可能 性 の ある 部 分 を まとめ て 配置 し た の だ 。 ご こ 
れ に より 、 城 を 増 改築 する 場合 で も 、 最 小 眼 の 変更 で 
すま せら れる 。 

一 応 、 そ れ ら し く 城 壁 が めぐ ら さ れ て いる が 、 実 は 、 
防御 能力 に 関し て は ちょ っ と 詰め が 甘い 部 分 が 多い の 
事実 だ 。 た と えば 、 城 門 と 玄関 の 配置 。 現在 の 配 堅 
で は 、 城 門 を 突破 され た ら 、 一 気 に 王室 を 落と され る 
本 能 性 が 少な か ら ず ある 。 ま あ 、 空 間 に は か な り 恵 ま 
和 れ て いる の で 、 城 内 に も 十分 な 味方 部 隊 を 配置 出来 る 
し 、 も と も と 小 ぢ お ん まり と まとめ た 城 な の で 、 後 の 改 
造 も か な り 楽 な は ず だ 。 

と りあ え ず は 、 こ の 程度 の ラフ な 城 で も 、 運 用 次 弟 
で それ な り に 使え る 。 何 より 、 自 分 で 作っ た 城 と いう 
の は 、 そ れ だ け で 愛着 が 湧く も の だ 。 そ れ だ け に 、 沙 
城 し た 時 の ショ ッ ク も 大 きい か も し れ な い が 。 

ここ まで 述べ た こと を 参考 に 、 実 際 に 上 自分 の 城 で 
『 ブ リッツ シュ トラ ー セ 』」 を 戦っ て みて 欲し い 。 戦闘 だ 
け で は な い 、 こ の ゲー ム の 奥 の 深 さ が 改 め て 感じ 取ら 
衝 る は ず だ 。 








使用 し た 城 バ ー ツ : 王室 (1)、 宝 物 庫 大 
(3)、 宝 物 庫 小 (] )、 武 器 庫 大 (ご)、 武 
器 庫 小 ( ら )、 弾 薬 庫 小 ( ら )、 食 料 庫 小 
( ら )、 馬 小屋 (2)、 兵 舎 大 ( ど )、 兵 童 小 
(@)、 騎 士 舎 @)、 広場 )、 城門 1)、 
城 刻 B (97)、 通 路 (57)、 階 段 (3)、 
玄関 (1) 

総 建築 費 : 137100 


PT 
〇 建築 する 城 の イメ ー ジ を 考え 、 必 
要 な バー ツ を 選択 する 。 

〇 後 の カ スタ マイ ズ 性 も 考慮 する 。 
機能 の コン ポー ネン ト 化 も 有効 。 

〇 と に か が く 建 築 し て みる 。 改造 は 、 
後 か ら で も 出来 る ! 





























































































































人 兵 場 一 員 増強 の た め の 城 一 


下 て の 城 を 卓越 し た 戦術 で あっ と いう 間 に 落 と し て 
」 し 氷 ズ 學 る ほ の の 知略 家 な ら 、 兵 同 の 補充 な ど 考 宙 が と MM MM 人 人生 條 了 導 
も 大 陸 を 制覇 出来 る か も し れ な い 。 し か し 、 現 実に 





実際 に 上 自分 で 城 を 作っ て プレ イ し よう と いう プレ イヤ ー の た め に 


春 


旨 】 
MP 人 II 





4 種類 の 城 サ ンプ ブル を 用 意 し て みた 。 ぜ O ひ 参考 に し て みて ほし い 。 l! な か な か うま く は いか な い 。 連戦 が 続け ば 兵員 は 不 6 で 





上 旧 し 、 補 充 兵 も 底 を 尽 い て し まう 。 の 
イオ - に ビデ ヨコ ヨ ーーー 1 ーー 。 貞 ) く ma ヽ 誠 上 上 
前 線 の 城 防衛 の 強化 一 この 城 は 、 最 前 線 で 疲弊 し た 部 隊 を 一 時 的 に 後退 さ gm の 
半生 較 順 間 。 隊 間 5 0 順 時 表明 研 5585 5 5 PBEH IEMI 5585 8 IPmm PHEM BE MHRH REI BR ph せ 、 欠員 の } 兵士 を 補充 する た め の も の だ て o その た め に 、 / 03 有 M/ 人 


) 放 / | 川 


且 県 告 を 15 個 設置 し た 。 人 口 が 8 万 人 程度 の 中 規模 の 都 MM 了 
lmmwil 城 の 防衛 力 を 強化 する た め の 基 本 は 、 城 壁 や 塔 を 人 本 ら 、 こ れ で 毎月 、 軽 装 兵 300 人 前 後 、 重 装 兵 100 用 | 
( る こと だ 。 振り 了 導 その も の と し て 内 前 後 が 確保 出来 る 。 こ の 数 は 、 ひ と つの 城 が 1 ヶ月 間 り 


MA 叫 リ 川 用 


PRIE ~ 1 | る の は 、 簡 易 戦闘 を 行う 時 の み だ が 、 直接 戦闘 時 で も 、 購 詞 護 確 保 出来 る 新規 兵 の 上 限 だ 。 DORNNNNRCNGMRauiBUNQGe 
どれ の 洒 織 の 浅 を 陣 ん だ り 、 有 和 xtD 軒 か 5 議 較 議 議 Bi に は 0 呈 を 還 し た カ が 宙 利 な の に 、 0 
の 戦闘 を 可能 に し て くれ る 。 誠 え て 小型 の も の ば か り を 使用 し た の は 、 状 況 に 応じ 遇 
作例 の 城 で は 、 城 壁 を 二 重 に 張り 巡ら し て ある 。 志 電 数 を 柔軟 に 調節 出来 る よう に し た か っ た か ら だ 。 人 
門 は 、 外 側 の 城壁 、 内 側 の 城 避 と も 、 ひ と つ だ け 設 け 」 由 の 増加 や 戦線 の 移動 に 合わ せ て 、 兵 舎 を 他 の 施設 に 
敵 の 進入 方 向 を 限定 し た 。 ま た 、 城門 の 位置 も 一 直線 還 論 誠 り 替え て いけ ば 、 常 に 、 最 も 必要 な 物資 を 補給 する 
に 配置 せ すず 、 敵 の 進軍 を 困難 に し て いる 。 も っ と も 、 上 点 に (築城 費用 を 問わ な けれ ば ) 改造 出来 る 。 
eee あま りや りす ぎる と 、 自 軍 の 移動 も まま な ら な く な る 還 論 騎士 舎 も 2 つ 配 置 し て いる が 、 あ くま で 最低 限 の も 
NM た め 、 極 端 な 配置 は 避け 、 部 隊 の 配置 、 展 開 スペ ー ス 開 語 2 だ 。 こ の 建築 例 で は 見 送っ た が 、 有 騎士 補充 を 強化 す 
も 確保 し て いる 。 記 ? な ら 、 騎 士 舎 の 増設 に 加え 調 見 室 や 教会 の 設置 も 考 
一 遍 全 で の 物資 が 最低 限 は 城内 だ け で 確保 出来 る 』 放 る べき だ ろう 。 oionuasooer 
うに 、 倉 庫 類 は 一 通り 設け て ある 。 た だ 、 城 の 数 が 限ら れ て いる 序盤 は と も か く 、 あ る 
ー か ら 築 城 を 行わ な く て も 、 新 た に 占領 し た 城 が 改 畔 度 城 が 確保 出来 た 中 盤 以 降 な ら 、 各 城 ご と に 、 あ る 伸和 電 (の に 
壁 も 持た な い お き 身 の 状態 な ら 、 最 低 限 の 防御 施設 腸 度 機能 を は っ きり させ た 方 が 、 マ ネジ メン ト は 楽 な ③ 衣 士 舎  ⑤ 室 物 庫  @⑯ 光 関 


増築 すべ きだ 。 戦 線 が 移動 し 、 敵 襲 の 心配 が な く な っ 軸 す だ 。 
た 時 点 で 、 城 壁 を 撤去 し 、 生 産 施設 を 設置 する の だ 。 





(① 正 請 紳 
③ 城 門 (⑳ り 












⑥ 剛 彼 


Eh は 2 7 ドー 

Sh 必 さ で 0 いつ で も 他 の 施設 
選 取 り 替 える こと が 出来 る 。 と の た 
め 、 和 柔軟 な 運用 が 可能 だ 。 








意味 で 大 き な 効果 が ある 。 1 | | 
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済 拠 応 一 収入 重 視 の 城 一 お まけ 。 加 ド ラ O も ん 城 一 


ー 一 国 暦 1320 年 、 東 方 より 現れ た 鼻 族 群 に 包 了 囲 

され 、 土 都 は 落城 寸前 に 追い 込ま れ て いた 。 

青 飲 凶 団 の 兵士 た ち も 次 々 と 倒れ 、 も は や 抗う すべ 

m も な いと 、 誰 も が 終 未 を 確信 し た その 時 、 奇 下 と し か 、 二 介 wE 有 E 

j い いえ ない 出来 事 が 起こ っ た 。 和 王室 の 机 の 引き 出し か ら 

突如 、 猫 と も 熊 と も つか め ぬ 不 因 議 な 動物 が 現れ た の で 

ある 。 

| 彼 は 自ら を 「 時 の 果て より の 使者 ] と 称し 、 腹 部 の 
詳 りつ っ 魔法 の 武器 を 次 々 と 取り だ す と 、 軟 悪 残 ーー デー 

妃 さ で は 並ぶ も の が な いと いわ れ た 刻 族 た ち を 、 残 ら 
ず 填 走 せしめ た と いう 。 

症 目 時 の 国土 、 ヒ ルベル ト ・ ノ ビー タ 三 世 は 、 こ の 救国 
の 英雄 を 全能 の 父 が 違わ し た 聖 獣 と 称え 、 戦 いで 半壊 ④ 宝 物 庫  ⑤ 武 器 庫 
し た 城 を 再建 する 際 、 加 獣 の 頭 部 を 象 っ た も の と し 、 ⑦ 馬 小屋 、⑧ 調 見 室 
| 還 ドラ の も ん 城 」 と 名 づけ た と いう ーー 一 

お まけ と し て 紹介 する の は 、 子 ども か ら 大 人 まで 、 
邊 本 人 な ら 誰 も が 知っ て る キャ ラク ター、 ド ラ 〇 も ん 
が モデ ル 。 ち ょ っ と 苦し い 気 も する が 、 そ うい われ る 
呈 、 な ん と な くそ ん な 風 に みえ る で し ょ ? な ん の こ 
と は な い 冗 談 ネ タ だ が 、 一 応 、 城 と し て 最低 限 の 機能 
l は 一 通り 押さ えて ある 。 | 
派 な シミ ュ レ ーション と いう 印象 が 強い 『 ブ リッ | 
WM ロト ラー セ 」 だ が 、 娘 説 短 は 画 全 いい 許 び も 正 日 
時 人 恥 の で は な い だ ろ う 加 開 。 衣 人 





ブリ ッ ツ シュ トラ ー セ 』 で 都市 収入 は 、 大 本 的 に 
大 小 の 宝物 庫 の 数 と 、 そ の 人 口 に よっ て 決定 され る 。 
た だ し 、 宝 物 庫 に よる 収入 金額 の 修正 に は 上 限 が あり 、 
宝物 庫 小 で 15 個 分 以上 建築 し て も 、 そ れ 以 上 金額 が 
に が る こと は な い 。 [ 
そう いう 収入 計算 の シス テム を 踏ま そえ る な ら 、 収 入 
重視 の 城 に 必要 な も の は お の ず と は っ きり する 。 ま すず 、 
14 個 の 宝物 庫 を 設置 し た 。 こ れ で 、 税 収 率 は 最高 の 
ら 4 に な る 。 作例 で は 、 宝 物 庫 大 を 4 個 、 小 を ら 個 配 軒 
し た (大 型 廊 庫 は 、 AM 言 庫 の 3 個 分 に 換算 さ 
れる )。 大型 倉 庫 は 高価 だ が 、 建 造 細 、 維 持 費 と も 、 小 
型 倉 庫 を 3 個 作 る より は 割安 だ 。 
人 od rd 
設 だ が 、 付 加 価 値 も 高い 。 教会 は 、 ス ペー ス と 資産 
余裕 が あれ ば 設置 し た い 施 設 だ 。 さらに 人 口 対 策 を 徹 
底 し た いな ら 、 警 備 兵 舎 を 数 個 設置 する の が 良い だ < 
5 MAY NTAMNMMiPMIIHNMM 
て いな い 、。 防御 の こと を 考え て 城壁 と 塔 は 配 置 し た か 
あく まで 気休め だ 。 王室 の 位置 な ど 、 ま だ まだ 最適 人 
すべ き 部 分 も 多い の が 、 そ の あたり は 読者 の 皆さん に 、 
宗 に 試行 錯誤 し て いた だ さき たい 。 
































= いい ーーe 王 ee 


】 拓 芋 お 
jm 











(① 斑 室 ⑧② ぐ 警備 兵舎 _③ 馬 小屋 
④ 大 広間  ⑤ 調 見 室 ⑥ 塔 








* 〇 も ん と いわ れる と 、 な ん と 
な くそ う 見 える よう な 、 見 えな いよ 
うな ( 笑 )。 太 ま に は 、Q う いう 城 を 
作る の も 良い の で は ? 
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鶴 乱 油 軍 |! 癌 


登場 する が 、 実際 に それ ら は どの よう に 使わ 
れ 、 ま た どの よう に 進化 し て きた の だ ろう 。 こ 
こ で は それ ら の 武器 に つい て 、 そ の 歴史 や 、 用 
法 を 簡単 に 説明 し よう 。 

剣 : 14 世 紀 中 期 ま で は 鋼鉄 を 造る 技術 が な く 、 
[焼き 入れ | で 表面 を 強化 し た 鉄 を 使用 し て いた 。 
この 剣 は 長く 使っ て いる と 曲がっ て し まっ た 。 
1350 年 頃 か ら 軽 量 で 強度 の ある 鋼鉄 製 の 刻 が 
登場 する 。 防具 の 進化 に より 剣 を 「 突 く 」 使い 
方 が 増え た た め 、 切 っ 先 が 和 失っ た 語 が 主流 化す 
る の も この 時 期 だ 。 

: 中 世 ヨ ー ロ ッ パ で 猛威 を 振る つた の は ラン 
ス と 呼ば れる 騎兵 用 の 長槍 。 よく 映 画 な ど に 登 
場 す る 、 騎 士 の 馬上 試合 で 用 いら れ て い 
る も の で ある 。 戦場 に お いて も ラン スズ に 
よる 騎馬 突撃 戦術 は 絶大 な 効果 が あっ 
た 。 ラ ンス に 対抗 し て 、15 世 紀 【 軸 に は 、 
5mー8m も の 長 さ を 持つ 歩兵 槍 バ イク 
登場 する 。30 年 戦争 時 に は 、 歩 兵 用 
武器 の 中 核 と し て 、 広 く 欧 州 全域 で 使用 

れ た 。 

話 : 武器 で ある と 同時 に 日 常 生活 に 使う 
道具 で あり 、 歴 史 は 古い 。 剣 や 村 の 発達 
で 、 主流 兵器 か ら 遠 ご か っ た 首 を 初め と 


† 幾度 と な く 繰 り 返さ ぐれ て きた 戦い の 中 で 、 武 器 は 
躍 的 に 進歩 し こい っ た の だ 。 
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する 打撃 系 兵器 だ が 、 防 具 の 進歩 で 再び 活躍 の 
場 を 得る 。 鋼鉄 の 鎧 を 突き 通す 、 あ る い は 衝撃 
で 相手 に ダメ ー ジ を 与え る こと が で きる た め 、 
騎士 た ちの 予備 の 武器 と し て 、 あ る い は 経 具 の 
浅い 農民 兵 に も 扱え る 兵器 と し て 使用 され て い 
た よう だ 。 

弓 : も と も と は 本 隊 が 激突 する 前 に 英 の 数 を 洲 
ら す 「 散 兵 戦 ] な ど 、 補 助 的 な 部 隊 と し て 連用 
され て いた 。 積極 的 に 攻撃 部 隊 と し て 運用 ご れ 
る の は 、 強 力 な 「 ロ ング ボウ 」 が 登場 する 131 
紀 頃 か ら 。 百年 戦争 で は 英国 の 弓 兵部 隊 に よっ 
て 、 フ ラン ス 騎 士 は 幾度 と な く 手 痛い 敗北 を 辺 
験 し て いる 。 以来 、 銃 が 登場 する まで の 間 、/ 
は 間接 攻撃 兵器 の 花形 と し て 君 候 し つづ けた 。 
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最初 は 組み 人 台 の ae W Join 0 eo 0 ー RNN Mi ie 人 earmoraen my ーーmーーーeuewretukekEuIDCI 4 
部 隊 を 作る に 欠か せな い の が 将軍 。 部 隊 の 戦闘 力 の 増減 も 将軍 
の 能力 値 に 影響 され る 。 ここ で は 将軍 の 強 さ の 見 方 を 解説 し よう 。 


呈 軍 の 強 さ の 見 方 


信 土 続 一 の 時 に 一 番 重要 な の は 強い 軍団 を 作っ て いく こと 。 
わせ る 項目 が 多く 戸惑う だ ろう が 、 こ の 解説 を 読ん で コツ を 掴ん で 欲し い 。 



























戦 5 兵隊 た ちの 集め 万 
無 兵 隔 は こう や っ て 集め る 


兵隊 を 集め る に は 、 ま ず 部 隊長 と な る 将軍 を OR 引き ウィ ンド ワ を 開 し いて 実行 。 幸手 に 必 
集め な けれ ば な ら な い 。 最初 か ら 自 国 に 何人 か な アイ テム は 全て この ウィ ンド ウ で 購入 可能 

は いる が 何 部 隊 も 作る に は 多く の 将軍 が 必要 だ 。 将軍 と 兵隊 、 武 器 を そろ えた ら 、 部 隊 と 
各 城 で 将軍 選抜 試験 を 行っ て 将軍 を 集め よう 。 ィ ン ド ウ を 開き 部 隊 を 編成 する 。 さら に 師団 編 
将軍 の 次 は 兵隊 。 こ れ は 各 城 マッ プ で の 兵士 成 ウ ィ ン ド ウ で 、 部 隊 を 組み 合わ せ て 師団 を 編 
雇用 ウィ ンド ウ を 開い て 実行 する 。 軽装 歩兵 と 成す る こと が 出来 る (1 師団 最大 8 部 隊 )。 防 箱 
 「 0 や 城 攻 な どの 目的 別に 合っ た 師団 を 編成 し て 湯 
兵隊 に 持た せる 武器 を 購入 。 難 城 マ ッ プ 争 に 投入 させ よう 。 













ゆる の た が 、 WO 
将軍 選抜 兵士 ・ 武 器 購 入 だ 200 ol 別 が 大 い ほ う が 能 が 0 
還 昌 NU0M0OO0AMUMNO0 男 TREEWI5TEDT 1 Pi oi > | | 陣 較 | | MM 直接 攻 了 部 隊 を 指揮 し 
F- ラー 6 チカ 且 000 し ue | 較 II 了 状 Kr2 訟 "CAVEL た 時 の 下 軸 に 上 gz 
送 - ト ディ ラウ 20 | 2 SS に ーー lr 画 寺 は 記 の 太い 
_ 員 間 間 CU 介 nt uu ( 12 。。。。 。。。 8 「 エーーー ニニ ーー ニー ニーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーー | に ななせ ろ 。 W 人 

























上 用 | ! ( 
、 雇用 兵種 「. 密 用 紙 用 時 
| 0 引 半 緒 
| 情 肥 MK 「 
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執政 官 く 密 債 に 向い て いる 将軍 


mmocweereo し た 陳 の 博幸 を 探る 時 に 
婦 に 就く 将軍 を 選出 する 際 に は 、 
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エ り 
L 
1 
還 
』 
i 
L 1 』 
L 
j 
由 
i 









生生 
作 れ は 、 将 軍 の 各 能 力 (直接 、 間接 、 騎 馬 ) が 平均 で 
0 以上 ある こと で ある 。 執政 官 や 密偵 を 行う 将軍 の 能力 が 





ーー 





EEkSHi ら 1 


TI に だ は TITCY To で 生 衣 8 
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ペー ツー ニー ジーーー メ ニー ニーー・ ニ リーバー コー ニーー ボ ーー 


リリー コリ | 多く の 税収 を 得 ら れ た り 、 密 
| 二 テ 回 し て 60 以 上 あれ ぼ 、 より 多く の 税収 を 得 ら れ た り 、 簡 二 本 g っ ィ ン ドウ で 才能 力 休 を 推 。 


Bs 功 率 が . E が る の で ある 。 。  。 ・ 均 の 高い \ 特 還 を 親政 官 や 密偵 に 使 お う 。 
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2 どの 兵士 が 使え る か を 一 覧 表 に し て みた 。 こ れ 
を 参考 に 部 隊 の 使用 武器 を 選ん で も らい た い 。 


| ブリッツ シ ュ ト ラー セ 」 に は 多く の 種類 の 武 
絡 が 写 場 す る 。 こ こ で は 各 武器 の 価格 や 特徴 、 


アイ テム 名 値段 攻撃 値 


人 3oO | 1oo 


0 Pe Me ゆり 本 誠 rr WNW は 則り 旨 TTTEEWT お 清き wmmrmnirrmed が mr ar PE vvnrmemnteytmnmrrrrmomye 


将軍 の 次 は 兵士 を そ ろ え よう 。 実際 の 戦闘 で は 兵隊 悦 の 戦力 の 
差 が 勝利 を 導く 。 リ スト を 参考 に 最 引 部 隊 を 編成 し て みよ う 。 
価格 も 安く 、 ほ と ん どの 兵 が 使え る 基本 的 な 武器 。 EEZ1P ET TE 


bB 隊 編 成 の ー プ アイ テム 名 値段 攻撃 値 防御 値 


次 は 兵士 に 持た せる 武器 を 購入 。 こ れ は 城 マ 攻撃 力 ・ 防 御 力 と も に 高い 武器 だ が 、 装 備 出来 る 兵士 が 限ら れ て いる 。 
ッ プ の 売買 ウィ ンド ウ を 開い て 実行 する 。 秘 や 。 叶 。 | 6 |4ol|ieo 隊 


直 防御 填 








将軍 を そろ えた ら 次 は 兵隊 。 城 マッ プ に ある 


兵士 雇 用 ウィ ンド ウ を 開 こ う 。 こ こ で 雇 え る 兵 


人 10 1 どり 





隊 は 軽装 兵 と 重 装 兵 の ら 種 類 。 軽 装 兵 は 攻撃 力 
が 高く 費用 も 安い が 、 兵 士 単 体 の 防 件 力 と 面 久 
力 が 低い 。 重 装 兵 は 逆 に 防御 力 と 耐久 力 は 高い 
が 、 攻 撃 力 が あま り 高 く な く 費 用 が 高い 。 

中共 や 軽装 
う 武 器 に 制限 が 出来 る も の の 、 軽 装 
で き な い 人 親 を 装備 する こと が 出来 る 。 

後述 する 表 な ど を みて 目的 に 合っ た 兵士 を 雇 
用 し よう 。 


兵 は ほとん ご ど 扱え る 。 重 装 兵 は 扱 


兵 で は 使用 












遇 提 沸 報 

















本 

HI の 
MMNNINI 
「 間 人 唱和 MM 人 「 
人 間 


PH は ピー いい ジール ーー 















兵士 雇用 ・ 武 器 や 乗り 物 の 購入 
な ど 、 様 々 な 準備 を し た 上 で 、 W 
この 部 隊 編 成 画面 へ くる こと に 』 翌 
な る 。 各 将軍 の 能力 値 を 把握 し 』 障 寺 
て お く こ と も 大 事 だ 。 
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槍 な どの 武器 は 装備 する 数 だ け 購 入 す れ ば よい 
が 、 間 接 射 撃 武 器 は 別に 己 や 弾 も 必要 と する の 
で 同時 に 購入 し な いと 使え な い は め に な る の で 
注意 。 将軍 、 兵 士 、 
の 部 隊 編 集 ウ ィ ン ド ウ を 開く 。 そ こ で 隊長 を 将 
軍 の 中 か ら 選 び 、 使 う 兵 士 と 武器 の 数 を 決め る 。 
移動 は 普段 は 徒歩 だ が 、 戦 車 や 騎馬 を 購入 すれ 
ば それ ら を 選択 する こと が 出来 る 。 
予算 や 目的 に 合っ だ 部隊 を 編集 し て みよ つう 。 


武器 が そろ っ た ら 城 マッ ブ 
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アイ 人 0 「 
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中 民 器 の 一 種 。 城 P に ぶつ け て 破壊 し 、 


_ 値段 
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肌 陣 を 半 価 し た 部 隊 は 王 作 部 了 と な り 、 


箇 戦 い に 必要 な アイ テム 


アイ テム で 9 


騎馬 部 隊 に 必要 。 


EE 
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_ 攻撃 値 
の 防 蛋 に 立て か け て 乗り 越え る 培 
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山 rm gem ー 
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、 攻撃 値 防御 値 


3O 





攻撃 値 防御 価 


iso | so 尊 
石 弾 ・ 火 弾 の 2 種類 を 撃つ こと が 出来 る 。 


攻撃 慎 了 仙 休 
ど 50 





攻撃 値 御 値 


Ioo 


川 に 樽 を 崎 


EZITWW 間 


MR の NT 






| 戦車 部 隊 に 必要 。 細 


フン ポイント 開 還 
己 に 必要 。 隊 識 





(に 居 胃 < 


防御 値 6 。 


。 璧 を 壊さ な く て も 突破 出来 る o 
侵入 する た め の 哉 器 。 


= ける な どの 人 昌和 ュ ーー 、 












































大 奄 に 必要 。 






還 ア イチ 和 ム 名 | 値段 
人 
EEIOIWOOOO 
旧 石 弾 了 騙 人 _ 投石 機 に 必要 。 
押 2REETI2 還 PZEZEGZG 
火薬 _ 競 叶 部 隊 が 使用 。 


内 テイ デム 全 に 。 フ ン ボ イン ト に 


| 食料” | 3 | 昌 争 時 に 必要 




















































条 直 と 兵 士 を 組み 合わ せよ う 


前 ペー ジ の 表 で も 触れ て いる が 、 武 器 は それ ぞ れ に よ 





兵士 と 武器 の 準備 が 整っ た ら 、 次 は 部 隊 の 編成 だ 。 


っ て 特徴 が あり 、 扱 える 兵士 も 制限 され る 。 実は これ 
が 重要 な の だ 。 編成 され る 部 隊 の 兵士 最大 数 は 扱う 武 
品 | に よっ て 大 きく 違う の だ 。 

軽装 兵 の 特徴 や 武器 の 攻撃 力 な ど は 前 に も 述べ た が 、 
それ は あく まで 兵士 1 人 武器 1 個 の 特徴 。 多 少 攻 撃 力 が 
低く て も 数 が 多けれ ば 強力 に な る 。 

そこ で 兵士 と 武器 の 組み 合わ せ で 出来 る 全部 隊 と 最 
大 数 や 攻撃 力 等 を 一 覧 し て み た 。 そ の 部 隊 の 特徴 も 間 
単 だ が 説明 し て ある の で 、 参 考 に な る と 思う 。 

状況 に 応じ て ベス ト な 部 隊 を 編成 し て みよ う 。 


軽装 兵 (徒歩 喝 


表彰 還 も っ と も 低 価格 で 出来 る 部 隊 。 資 金 の な が いう ち は 主 力 に 
串 昌 | な る 部 隊 で ある 。 最初 は この 部 隊 を 量産 し て 自国 の 防衛 力 
細目 | と 上 げ て お こう 。 強力 な 部 隊 は 資金 に 余裕 が 出来 て か ら だ 。 


攻撃 力 80000 
耐久 力 800000 





最大 数 400 


EE ( 徒 志 ) UN RI ) 杜 


ICPEREST 

















際 AN に る OO、 昌 の カ Dm 
た め 攻 ja カ 7 が YROc 

























軽装 兵 (徒歩 ) 20 弓 


間接 攻撃 が 出来 る 射 軸 部 隊 。 最 大 数 が 少な いた め 戦 闘 能 
串 力 は 全体 的 に 低 の ゆめ だ が 、 上 手 く 使え ば 一 方 的 に 相手 を 倒す 
こと が 出来 る 。 そ ろ え て お きた い 部 隊 の ひと つ で ある 。 


攻撃 力 108000 

防御 力 38400 
面 作 180000 
地 大 数 240 

























軽装 兵 (徒歩 ) 宝 


oi ここ ここ ニー ニ ここ ニー ご ーー ニーー ニ ーーーー 


詞 部 隊 よ り も さら に 強力 な 射撃 部 隊 。 最 大 数 は 少な いし 、 
| 武器 弾薬 と も に 高価 格 な の が 痛い 。 資 金 に 余裕 が あれ ば 己 
部 隊 の 次 に この 部 隊 を 編成 し て お こう 。 


攻撃 力 135000 
防御 力 67000 

面 久 力 9000 

地 み 2X 180 



































58ORSOENNGRGEReN 己 や 鐘 ま より も さら に 遠方 を 攻撃 出来 る 砲撃 部 隊 。 ど 人 
則 本 IO 大 砲 は 人 数 の 半分 し が 装備 で き な 
0 前 較 還 EE は PO は る で き 部 隊 。 





和 画 畠 則 











軽装 兵 (徒歩 ) 0 。 最 購 


| 遠 距離 か ら 石 弾 を 投げ つけ る 射撃 部 隊 。 1 部 隊 に 
れ ば 良い 大 型 兵器 。 ら 種類 の 弾 を 撃て る の で 強力 だ 。 販 
戦闘 時 に ぜひ そろ えて お きた い 部 隊 で ある 。 


攻撃 力 _80000 
防御 力 38000 
耐力 160000 
地 人 数 ど 0O 


| を NNN 
軽装 兵 (徒歩) | 名 座 ] 
NM 天台 に 隣接 させ て 、 他 の 部 隊 を 城 履 を 越え て 内 部 に 進入 
串 | ご せる 事 が 出来 る 部 隊 。 他 の 部 隊 に 防御 し て も ら う 必 要 が 
| ある が 、 攻 城 戦闘 時 に は 大 き な 威 力 を 発揮 する 部 隊 だ 。 


攻撃 力 8000 
防御 力 35200 
面 久 力 _80000 
最大 数 160 


NN 城門 を 破 壌 し て 突破 し 、 城 内 閣 に 突入 する 部 隊 。 低 人 
還 で そろ う 部 隊 な の で 、 密 偵 な ど に よっ て 城門 の 位置 が 分 か 
も しり ( る 攻 江 戦闘 時 に は 、 剛 (| 0 


mm し 呈 
WW つ る は し 


軽装 兵 (徒歩 ) MM コ 


6 鈴 剛 部 隊 は 工作 部 隊 と な り 、 戦 場 の 川 に 橋 を か けた りな 
唐 ||| ご の 名 種 工作 が 行え る 。 戦闘 能力 は 低い の で 、 直 接戦 闘 に 
| は 積極 的 に は 参加 し な い 方 が 良い だ ろう 。 


攻撃 力 128000 
防御 力 76800 _ 
| 耐久 160000 


最大 人 到 G③ ど 0 


。 


ーー ェ 


軽装 兵 ( 騎 馬 ) 剣 


徒歩 に 比べ て 攻撃 ・ 防 御 力 と も 上 昇 し た 騎馬 部 隊 。 野 戦 
の 場合 は 徒歩 で は な く 乗り 物 に 乗せ た 方 が 有利 。 準 備 の 手 
間 は か か る が そろ えた 方 が 良い 部 隊 だ 。 


攻撃 力 ご 40000_ 
項 作 力 IOEO00_ 
机 久 力 SeOO00 _ 
最大 数 400 


軽装 兵 申 最 大 の 攻撃 力 を 持つ の が この 部 隊 。 攻撃 か ら 防 
御 ま で 使え る 万 能 的 な 部 隊 。 コ スト パフ ォ ー マ ンス が 高い 
の で 還 産 に は 向い て いる 部 際 で ある 。 


碧 の sooo 








EE 才 6 所 う 列 和 間 旧 時 業 胡 (徒歩) 。 槍 = 


ON 軽装 剣 部 隊 に 比べ て 攻撃 力 が や や 劣る も の の 、 防 件 力 が 区 共 栓 部 隊 よ り 防 御 力 と 耐久 力 が 上 が っ た スタ ミナ 部 隊 。 
則 高く な っ て いる 部 隊 。 防 衛 戦 や 強行 突破 に 向い て いる 部 隊 。 開 I 間 り il 間 まず は 自分 の 城 の 防衛 用 に 編成 し よう 余裕 が 出 て きた ら 
上 候 格 が 高い の で 最初 か ら 作 る ご 苦 索 す る 。 1 MOMANINI 還 旧 W 各 隊 に 編成 し 直し て 、 戦 争 に 参加 させ る 。 


攻撃 力 SO00000 l 旧  . . 還 后 還 攻撃 力 819600 
防御 力 116OO0 時 衣 較 還 人 較 防御 111600 
耐久 力 _ 580000 回 IEi 唐 陸 ※ 竹 床 促 太 力 5550OOO 
最大 数 400 WNW 回 Ssa 再 | 時 大 360 


重 装 兵 (徒歩 ) ) 症 玄 療 兵 ( 凍 講 ) 。 唱 


軽装 兵 に は 装備 で き な い 鞍 を 装備 し た 重 部 隊 。 最 大 数 も 是 mimigsgggggllggliiiisggisggsglgig 。 和沙 に し べ て さら に 防御 力 が 上 が っ た 部 隊 。 騎 馬 と 講 が 
大 上 | 最高 な た め 攻 撃 ・ 防 御 と も か な り 高 い 。 高 価格 で は な いた MM 隈 昌 上 二 に あれ ば 、 こ ちら に し た 方 が 断然 有利 な 戦い に な る 
、 績 購 了 導 "DU MNOY 呈 VRMNA 軽装 兵 と 徐々 に 入れ 替え て 戦力 を 高く し て お こう 
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ィ ff N 中 誠 1 j す 1 Li り 
1 【 員 # ) 電 月 7( - : 抽 衣 『 8 月 間 が Gu 有 リロ Hi | 当 喘 * 記 江 リ に し 
胃 | 0 」 ) 1 る 9 1 
| 詞 藤 錠 H j( 1 本 1 と ず 。 ュ が LU」 具 十 記 ) 中 」 * 
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兵士 だ け で な く 武 器 や 弾薬 な ど も 一 定数 し か 生 za HIROEEE5EHEHER2EHE 和 2 | L_ 症 ーー 時 ( 
産 さ れ な い 。 基 本 的 に は 都市 の 人 口 が 多い 方 が 大 | 了 細目 表 | 一 | 。 コ |ー デ Url msim 車 半 騎馬 剣 部 隊 に 比べ て 攻撃 力 は 上 だ が 、 防 御 力 は 下 が 
量 に 生産 され る の だ が 、 物 に よっ て それ 以外 の 要 上 室 う 部 隊 。 現 在 の 状況 に よっ て 柔軟 に 刻 部 隊 と 切り 
素 も 関係 し て くる の だ 。 例え ば 武器 は 武器 人 議 較 上 で の 


開 は 弾 庫 の 数 。 乗物 は 大 小屋 の 数 。 全 料 は 

食料 庫 の 数 が 多けれ ば 多い ほど 大 量 に 生産 され る 

よう に な っ て いる 。 自国 所 有 の 部 市 が 何 を 多く 生計 ron) 

産 由 来る の か チェ ウッ ク し て お UN NRNGEOOM0tt "0 較 h i  。 時 /、 で り 語 員 の < 

く な っ た 時 は そこ か ら 夫 ※ す る よう に し よう 。 挫 和 と 全 才 す れ は 物 帝 こ は 困 ら な く な る は ず だ . | 織 0 7 院 (Ui、 表 中條 上 き _ ] 












重 装 兵 (戦車) 。 葉 す 馬 半 ほ (前 粗 )  )  / 唱 / 
順 着 大 車 付 琴 に し か 乗れ な い 戦 車 部 隊 。 戦 車 の た め 攻 撃 力 ・ 防 中 II fm 一覧 うこ と が で き な い 兵士 が 騎士 兵 。 手 に 入れ に くい 
中 伯 力 と も 大 幅 に 上 昇 し て いる 。 し か し 城 の 中 に 入れ な い 欠 | 。 設 。 。 たけ あっ て 戦闘 力 は か な り 高 い 。 拠 点 防 御 や 敵 主力 攻撃 な 







較 上 点 を きっ て いる の で 、 本 部 隊 へ の 攻撃 に 使う 部 隊 で ある 。 | 光  | 衣 M| |。。 ご 則 争 の 要 と な る 場所 に 投入 し よう 。 

2 攻撃 力 848400 | 部 語 績 且 間 間 且 mam 学力 6OO000 
防御 力 155400 生 二 党 ME 凍 還 032 有 較 防 何 力 142000 
耐久 力 880800 | の 直 当 を 上 王 本 回 耐力 340000 
























【T LM を 


同じ 弓 部 隊 で も 軽装 兵 に 比べ て 防御 力 が 高く な っ て いる 。 
軽 球 己 部 隊 を 銃 部 隊 に 変え る の も 良い だ ろう 。 資金 に 奈 裕 
が あれ ば ぜひ この 部 隊 に 変え て みて ほし い 。 


攻撃 力 115500 
『 9 に ー 本 凍 較 





騎士 兵 (騎馬 )_ 


し | 六 


部 隊 中 最大 の 能力 を 持つ の が この 部 隊 。 同 じ 数 な ら 大 抵 
の 敵 に 勝つ こと が 出来 る は ず 。 反 和 面 補充 が 難し い の で ここ 
一 番 と いう 時 に 戦争 に 授 入 する よう に し よう 。 


攻撃 力 350400 
防御 力 189600 
遼 久 力 408000 
最 入 数 480 
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正 遇 伯 選 


nn AM の め 一 番 最 初 に 
そろ え や すい 部 隊 。 騎士 兵 の 数 が 増え て きた ら 剣 部隊 や 途 
部 隊 に 編成 を し 直し た 方 が 良い だ ろう 。 


攻撃 力 278600 
防御 力 135000 
昌和 隊 人 本 KM 太 力 30GOOO 

計 語 最 大 数 360 












兵士 の 中 で 唯一 お 金 で 雇用 で き な い 騎 士 太 は ど 較 請 還 還 語 計 
う や っ て 雇用 すれ ば 良い の だ ろう か ? 高い 能力 | NN | 
値 を 持っ て いる だ け に 大 量 に 雇用 し た い の に どう 議 詳 

や っ て 増やせ ば 良い の か わか ら な い プ レイ ヤー は | 
多い は ず 。 そ ん な 人 に は 騎士 兵 の 増やし 方 を ズバ 関 較 
リ 教 えよ う 。 実は 騎士 兵 は 毎年 4 月 1 目 に 兵士 の 中 議 " 
か ら 一 人 選抜 され る 。 つま り 1 年 待て は 自動 に 





R 背 










崩 生 腹 導 : 放 し 









1 ) 年 有 引 信 旧 1 店 TP 全休 8 RUE Ui a は 3 手記 | 信和 記 1 昌 出 本 人 り 仙 0 ! MA ま 則 削り 前 ME 骨 出 清 Mi WW 
記 中 時 au 6 Liu 1 『 M Nb M 伏 昌 mPPETHT EE - 隔 eei 中 7 UP 『 rei っ a 1 1 WI 1 6 も Sa と 
Ah 間 W 間 WVYYGMMMMUUOE2UOOTOTTCUIEUOUMPOOWUOEOLUMEII wi Perii 計 in 本 WPciheist ii) 和 りり MMWA IMADAT 人 Wi 和音 WW 人 MMICWKDDAUNIAGTC 人 1W 電 tyYhOMMSCOVNONINDTMTTYWNDIAGMMMIYHYTRDOODMHPVHRIOK 人 LMOWDWIAITOYDYTYNDOOIOIN 人 PUT OCT 人 IOM 人 ROOT 人 季 TH が MM 人 放 TYmP 
Hg 全 7 『 『 『 肖 な 


特定 条件 で 出現 し て 味方 に な る 診 族 部 隊 。 強力 部 隊 が そろ っ て も それ だ け で は まだ 準備 不定 。 続 割 の と れ た 行 
な 戦闘 力 を 持つ 彼ら を 味方 に つけ よう ! 動 を と る た め に は さら に 部 隊 を 束ね た 師団 を 作ら ね ば な ら な い 。 


族 を 城 に 来訪 させ る に は 団 の 編成 の 基本 












































窒 族 は 特定 都市 に 国王 が いる 場合 、 拠 点 か 誠 族 は 強力 な 戦闘 を 持っ て いる が 、 』 の 補 ここ まで で 作っ た た くさ ん の 部 隊 。 そ の 部 隊 の 師団 名 を クリ ッ ク し て 、 編 成 を 変え る 師団 を 
都市 に 向かっ て 移動 を 開始 。 4 充 な どの 部 隊 編 集 が いっ さい 行え な い 。 使い 沖 | を 一 定数 まとめ て 一 括 し た 和 命令 を 出し や すく し 選択 。 新 し く 作 る 時 は 上 ーー |] 部 分 を クリ ッ 
に し て くれ と 頼ん で 来る 。 すか 大 事 に する か は プレ イヤ ー の 戦略 し だ い だ 。 た の が 師団 だ 。 1 師団 に は 最大 8 部 隊 ま で を 登 ク す れ ば 良い 。 次 に [登録 部 隊 ] を クリ ッ ク 。 

。 録 する こと が 出来 る 上 に 師団 名 も 自由 に つけ る そこ に 未 配備 の 部 隊 の リス ト が 表示 され る の で 、 
旋 維 族 別 出現 エリ アマ ッ プ 事 が 出来 る 。 こ れ は 攻撃 ・ 防 御 ど ちら 向け に 編 登録 する 部 隊 を 選択 。 最後 に [師団 長 部 隊 ] を クリ 
成 し た か メモ する 事 や 自分 の お 気に入り の 名 前 ッ ク す る と 、 現 在 師 団 に 参加 し て いる 部 隊 の 中 
を つけ る 事 も で きる の で 非常 に 便利 だ 。 か ら 師 団長 部 隊 に 設定 する 部 隊 を 選択 すれ ば 師 
ガ ダ ル マ 地方 ウォ ルズ 地方 師団 を 編成 する 場合 は 、 癌 城 マ ッ プ 内 で 師団 団 の 編成 は 完了 する 。 
7 0 の 0 条  ー 編集 ウィ ンド ウ を 開い る 行う 。 ま すず [師団 選択 ] oi まで 人 つた 部 な 
ル 地方 境界 に 拠 ル 地 方 の 境界 に 0 章 加 MMiiiiiiil 骨 還 表 組み 合わ せ て 、 状 況 に 
点 を 持つ 鹿 族 。 拠点 を 持つ 秦 族 。 | 本 7 
| 国王 が メリ ー 国王 が レン ジ が 
MM プー フー 田 ス が 重要 だ ぞ 。 
レル に いる 場合 ド に いる 場合 に 
に 登場 する 。 写 短 9 る ( 
上 | 
弓 歩 兵部 隊 弓 騰 騙 部 隊 歩 兵 視 水牛 人 人 
個人 攻撃 力 600 ら /6 個人 攻撃 力 870 1 どど / 内 の 各部 隊 位 置 な ども 、 | 
最大 数 ら 40 ら 40 最大 数 480 480 2 の 22 マー 


ンド を 使え ば 自由 に 変 ! 


全体 攻撃 力 417600 5889860 更 す る 選 と が 出来 る 。 


全体 攻撃 力 144000 210 ど 40 














ガ ダ ル マ 地方 


フォ ー メ ーション を 使い こなせ 


方 の 境界 に 拠点 】 師団 編集 の 時 に 決め る 項目 の ひと つ で ある フォ ー メ 
人 | 一 ショ ン 。 こ れ は 師団 全体 の 中 で 各部 隊 を どう 配置 す 


ガ ダ ル マ 地方 
epp ro ン 人 ルッ 
ト 地 方 の 境界 に 
拠点 を 持つ 徐 族 。 

















国王 が イノ ー 国王 が イラ - | . 下 。 
バー、 ア ル シ ラ ee2 認 放 リ ルシア る か 決め る も の で ある 。 攻撃 や 防御 に 適し た 得 フ ォ ー MM MIMPIP 
ス に いる 場合 に に いる 場合 に 習 | UNI IM 


メー ショ ン が ある が どう も 分 か り づ らい …。 il 
そん な 時 は フォ ー メ ーション 編集 ウィ ンド ウ を 開い 2 壮一 
て みよ う 。 師団 内 の 部 隊 が どう 配置 され る か が 分 か る 3 


ーーー ニ ーーーーーー ーーー] 


登場 する 。 


















剣 歩兵 部 隊 檎 歩兵 部 隊 剣 歩兵 合 象 兵 | ' 
人 0 個人 攻撃 力 750 1887 | 上 に 、 自 分 の 好み に 編集 する こと も 出来 る 。 攻撃 カ の 細 較 | 
0 最大 数 。 400 360 高い 部 隊 を 前 面 に 配置 し 、 防 御 部 隊 や 射撃 部 隊 は 拠点 

全体 攻撃 力 GOO0OO0 _ 463380 | 1 これ が - フォ ー メ ー ーション 編集 ウィ ンド ウ 。 配 


近く に 置く FAKE_FENCE を 中 心 に 編集 し よう 。 置 の 編集 は 実に 簡単 に 変更 する 事 が 出来 る 。 





全体 下 撃 力 300000 8359400 


1 3 / ' 5 1 3 
























栖 wm 


英 の 城 を 陥落 させ る の が 最終 目的 へ の 近道 。 そ の た 
。 め に は 攻 城 戦 用 師団 を 編成 する 必要 が ある 。 

まず す 壁 破壊 用 と し て 大 人 砲 、 投 石 、 破 壊 植 部 隊 が 必要 。 
内 部 に 進入 する 戦闘 部 隊 は 重 革 徒 部 隊 が 最低 で も 2 部 
隊 は 必要 。 ま た 攻 城 塔 を の つ に し て 残り を 突入 る 詩 衛 
用 の 重 産 徒 部 隊 に する 編成 も 有効 だ 。 

攻 城 戦 用 に 編成 され た 師団 は どう し て も 他 の 師団 に 
比べ て 直接 戦闘 力 が 下がっ て し まう 。 攻 城 師 団 は な る 


べく 敵 と の 戦闘 を 避け て 、 す ば や く 敵 城 へ た どり 着く 時 琴 歪 XB 主人 俸 々 1 哉 表 侍 X1 
事 を 最 優先 させ よう 。 加 柱 徒 X メ 1 また は 軽 埼 徒 x ら 


師 団 同士 を 組み 合わ せる 


ひと つ は 置い て お くべ き 師 団 編 成 で ある 。 軽 鈴 徒 メ 1 軽 培 徒 x 1 し か し 戦争 に は 最大 4 師団 まで 参加 する こと が 出来 る 。 

つま り 戦況 に 合わ せ た 師 団 同 士 の 編成 も 重要 な の だ 。 

作 攻撃 弄 ここ で も う ひ と つ 上 の 編成 を 考え て みよ う 。 

攻 城 より も 野戦 場 で 敵 の 部 隊 を 撃退 し た い 。 そ ん な は 所 団 編 成 選 同 じ 。 基 本 師団 を 4 つ 編 成す れ 

目的 の 時 に は 攻撃 力 重視 の 部 隊 で 編成 し よう 。 は 拓本 大 部 隊 に な る 。 師 団 同 士 の 組み 合わ せ は 数 多く 

昌夫 明生 間 いで 栓 了 隊 を 中 必 に ある の で 、 例 えば 攻撃 師団 X3 ブ ラス 攻 城 師団 1 で 強 
間 和 上 攻 城 を 行う 、 防 御 師 団 X4 で 都市 を 難攻不落 に する 

する 。 重 装 兵 は 槍 よ り も 導 の 方 が 良い 。 さら に 攻撃 

を 上 げ る た め に 、 徒 歩 で は な く な る べく 騎馬 や 戦車 に 


な どの 大 部 隊 編 成 が 出来 る わけ だ 。 
軸 3 lo(0MM と の 連携 で ユニ ー ク か 師団 も 編成 す 
乗せ る よう に し よう 。 射 買 部 隊 は は 三 よ り も 強力 な 銃 や 
大 砲 部 隊 を 加え る 。 


と が 出来 る 。 例 えば ぼ 射 撃 部 隊 だ け で は 防御 力 が 足 
示 俗 が あめ れ ば 騎士 部 隊 を 加え る 。 補充 が 難し いた め 


い の だ が 、 他 の 師団 に 防御 を し て も ら うこ と で 全 

2 が 穫 撃 部 隊 の 射撃 師団 や 、 師 団 単位 で 敵 に 切り 3 

無 な 消 耗 は 避け る べき だ が 、 師団 の 強 さ が 大 きく 違 重 槍 徒 X ら 重 徒 X 重 檎 馬 x ら \ 幣 撃 部 隊 の 射撃 師団 や 、 師 団 単位 で 敵 に 切り 込 
っ て くる 。 迎撃 用 と し て 都市 に 置い で お こう 。 重 槍 車 XS また は 騎 産 馬 メ 4 


浮 人 。 
栖 ya 


れ ら は か な り 偏 っ た 編成 だ が 、 戦 闘 時 や 補充 時 に 、 
や 武器 の 数 を 部 隊 ご と に 細か く 考 えな く て す お 利 
\ あ る 。 状況 の 変化 に 合わ せ て 的 確 な 編成 を し よう 。 
国王 が いる 都市 や 敵陣 と 隣接 し て いる 都市 は 、 防 御 
を 固め な いと すぐ に 攻め 落と され で し まう 。 そ の よう 吉 天 Zn 還 ーー 
な 都市 に は 防御 力 重 視 の 師団 を 編成 し て 防衛 し よう 。 芝 の 最強 車 団 を 作ろ age 
防御 力 の 高い 重 攻 徒 部 隊 や 重 剣 馬 部 隊 を 中 心 に 編成 。 


ー 品 に 最強 、 と いっ て も 色々 ある が まず は 攻撃 力 の 
国王 の 部 隊 や 拠点 の 周り は 騎士 兵 で 防御 を 固め る 。 高い 師団 を 作っ て みた 。 ず ら り そろ っ た 大 士 
少数 だ が 映 撃 武器 も 加え て お け ば さら に 安心 。 


これ が 攻撃 耐久 と も 最強 だ が 、 騎 士 は 4 月 に な ら な い 
銃 も 良い が 、 遠 距離 を 攻撃 で きる 大 砲 、 0 と 増え な いし 、 騎馬 も そろ えな さ ゃ な ら な いで 時 間 と 
えて お きた い 。 敵 が 近 づく 前 | の MG も 2 クー 


金 ば か りか か っ て し まう 。 も っ た いな く て 戦わ むせ た く 
える よう に し て 、 時 間 を 稼ぐ の だ 。 勝て な く て を な く な っ て し まう 。 人 本末転倒 で ある 。 
か ら 負 ョ け な い 師 団 編成 タイ 本 /。 
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部 隊 を た だ 闇雲 に 編成 し て も 強力 な 師団 に は 大 きく 違う か ら だ 。 こ こ で は 基本 か ら 応 用 まで 、 
な ら な い 。 ご どう いう 戦わ せ 方 を する か で 編成 は 師団 編成 の ノウ ハウ を 掲載 し て みた 。 


箱 mm 


ます 基本 と し て 洋 部 隊 攻 撃 か ら 攻 城 ま で を こなす 事 

\ 出 来る 編成 を 考え て みよ う 。 和 全 8 部 隊 の 内 、 人 部 隊 
を 直接 戦闘 部 隊 で 編成 する 。 序 毅 で も や そろえ や すい ゆい 軽 
装 語 ・ 村 部 隊 で 編成 し よう 。 残 り の 部 隊 の 内 ら 部 隊 を 
射撃 部 隊 こ し て 軽装 王 部 隊 。 で ら に ら 部 隊 を 攻 城 戦闘 
部 隊 と し て 軽装 鈴 隊 部 隊 。 ま た は 攻 城 塔 で 編成 する 。 

軽装 兵 を 重 装 兵 に 変え た り 乗 り 物 を 装備 させ た り バ 
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選 け て 通れ な い 道 が 他国 へ の 戦争 で ある 。 そ こ 


で 戦争 の 準備 か ら 実 際 に 戦う と きま で を 段階 ご と に 解説 し よう 。 


戯 争 の 準備 は こう する 








箱 計 本 は 情報 収集 か ら 


「 英 を 知り 己 を 知れ ば 百 戦 馬 うか ら ず 」 の こ 
と わざ が ある よう に 、 WW 
は 情報 戦 で ある 。 ま ず は 自国 の 戦力 を 確認 し 
う 。 ど の 都市 に どん な 兵力 が 駐 祖 Pie 
を 完全 に つか お む 事 が 大 切 だ 。 特 に 序 骨 は 資金 や 
自国 都市 が 少な い の で 、 最 初 か ら 大 掛か りな 戦 
力 増加 は 難し い 。 最 初 か ら 所持 し て いる 戦力 を 
最大 限 に 利用 する よう に し よう 。 

de 災 は 他国 。 0 
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瑞 所 持 都市 に 密偵 を 送り 込ん で 情報 を 手 に 入れ 
よう 。 重要 な の は 敵 兵 力 と 城 の 構造 図 で ある 。 
最終 的 に 敵 城 を 落と す に は 英司 令 官 を 倒す か 
室 に 進入 し な けれ ば な ら な いた め 、 そ の 確認 か 
必要 だ か ら だ 。 城壁 の 有無 と 城門 の 場所 の 確認 
も 忘れ て は な ら な い 、。 城 の 構造 に よっ て 攻撃 部 
隊 の 編成 も 変わ っ て くる の で 重要 だ 。 

その た め 、 密 偵 に は 少し で も 能力 値 の 高い 状 
還 を 使っ て 確 突 に 情報 を 手 に 入れ よう 。 


ーー に 豆 


Ii EN 0 Il 
EE 億 ウリ ステ イア ンー 人 


















状 況 に 応じ た 編成 


員 償 に よっ て 敵 城 の 構造 が 分 か っ た ら 、 そ れ 
に も っ と も 適し た 師団 を 編成 する 。 大 抵 の 城 に 
は 城壁 が あめ る が 、 城 壁 が な い 都 市 も いく つか は 
ある 。 城 記 を 突破 する た め の 攻 城 塔 部 隊 や 破壊 
柱 部 隊 が 必要 か 、 こ こ で 判断 する の だ 。 城 壁 が あ 
る の に 攻 城 部 隊 を 編成 し な か っ た 場合 は 、 勝 利 す 
る の は 不可 能 に 近い の で 注意 し よう 。 
また 、 戦 名 は こち ら が 洋 城 に 攻め 
込 お 場合 だ け で は な い 。 城 だ け で な 
く 野 戦場 で 戦っ た り 、 逆 に 自国 の 城 
が 敵 に 攻め られ て 防御 し な けれ ば な 
ら な い 場 合 も ある 。 攻 撃 型 か 防御 弄 


erOmti し て 、 Ap っ 二 5ーー 


師団 を 編成 し よう 。 


韻 5 隊 配 置 と 癌 令 























、 一 信成 に よっ て 師団 の 姿 は 大 き 
) < 違う 。 目 的 に 合わ せ て 武器 や 
十 兵士 を 少し ずつ そろ えて ゆこ 


戦争 が 始ま っ た と き に 一 番 最初 に 決め る 事 は 
どこ に 味方 の 師団 を 配置 する か で ある 。 敵 の 側 


や 城 の 側 、 敵 師団 を 挟み 撃ち に する よう な 場所 


に 配置 し た り 、 逆 に 窟 撃 の た め に 遠 距 離 に 配置 


] 2 る 事 な ご が 出来 る 。 重要 な 要素 な の で 状況 に 


っ う せ て 的 確 な 配置 を 心がけ よう 。 
置 が 終わ っ た ら 、 部 隊 に 各種 命令 を 出し て 
名 が 始ま る 。 命令 は 田 部 隊 に 出 す の が 基本 だ 





が 、 師団 ご ご と に まとめ で 命令 する 事 も 出来 る 。 
吉 で 命令 を 使い わけ て 勝利 を 掴 も う 。 

















戦争 委任 モー ド 


約 時 へ の 出 撃 印 団 を 決め る 戦争 ウィ ンド ウ の 中 に [ 操 
作 ] 項目 が 存在 する 。 こ の 項目 を [委任 ] に 設定 する と で 


ENIP2 


太紀 に 委任 する こと が 出来 る 。 委任 する と 戦争 


は 終了 する まで プレ イヤ ー は た だ 見 て いる だ け 。 命令 は 
ー 切 下 せ な い 。 よ ほぼ ほど こち ら の 戦力 が 優勢 で な い 限 り 使 


わな い 方 が 良い 。 も っ と も 戦争 の 途中 で [委任 ] す る 事 も 
mao の DA 計 半 三陸 の ilb2)D シ か:QI Tey2py/alo】 に 5 上 KG 
Sp た 後 の 細 が い 尋 理 は 将軍 が や っ て くれ る ぞ 。 
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| 映 撃 部 隊 の 使い 方 


BE 人 朋 WWh か 靖 6 旧 ' 月 『 
mA 再 了 : 生計 に に = EE Mo MM 『 ロ りり 衣 有朋 本 TI M WWIMI MA 衣 0W 只 衝 FWF 前 局 5 | 
1 主人 II 


弓 や 銃 、 大 砲 な どの 射撃 部 隊 は 射程 内 に 最前 
線 が くる よう に 移動 させ よう 。 味方 ご し に 攻撃 


WW 
党 1 


自国 の 叙 土 を 広げ る の に 必要 不可 欠 な 戦争 。 こ こ で は 次 戦争 に させ る こと で 、 さ ら に 敵 部 隊 に ダメ ー ジ を お わ 何 
必要 な 基本 的 な コツ を 紹介 。 ここ だ け は 必ず マス ター し て 飲 し い 。 せる 事 が 出来 る か ら だ 。 大 兵力 が 衝突 し て 部 隊 


sri 叶 油圧 


西 人 mri 逢 暑 W と nOUEF 人 と GO 普 計 古 


上 の 璧 が 出来 て いる 時 な ど は 特に 有効 。 直接 戦 ゐ 

初 | 朋 西 置 を 考 える 部 隊 の 後方 に つけ で 戦闘 援護 を させ よう 。 
ee 射程 の 長い 大 砲 や 投石 機 は 近づい て 来る 英 部 

戦争 モー ド で 一 番 最初 に する こと は 、 師団 配 国語 :| 隊 を 遠 距離 か ら 狙撃 。 直接 戦闘 を 行う 前 に 敵 兵 

置 ウィ ンド ウ で 自分 の 師団 を 戦場 に 配置 する こ 力 を 減ら す よ うに すれ ば 戦闘 が 楽に な る ぞ 。 

と 。 マ ッ プ 上 の 網 が か か っ て いな い 部 分 に マウ 

ス を 動か し カー ソル を 任意 の 位置 で クリ ッ ク 。 Bm 団 @ 部 隊 命 令 の 出 し 方 

師団 全体 の 向き を 決め た ら 配 置 完了 。 城 や 他 の 2 Air ra の 

師団 に 重なっ て 配置 出来 な い の で 注意 する こと 。 








。 す ご ボ 蛋 送 さ 。 と で 端 (rd は 飛 @ 泊 中 


ハ き 連 fT で 必 





WON 師団 ・ 部 隊 に 出す 命令 は 色々 ある が 、 ど の 命 
城 の 敷地 内 に は 、 師団 単 位 で 配置 する こと は 上 還 識 令 で どん な 事 を や る の か ちょ っ と 分 か り づ らい 。 
出来 な い 。 部 隊 単 位 で 配置 する こと 。 た だ し 戦 。 請 還 ご! 識 そこ で 令 の 内 容 を 解説 し よう 。 

車 部 隊 ン 大砲 部 隊 攻 城 塔 部 隊 ン 破壊 友部 師団 ・ 部 隊 共 に 共通 命令 が 目的 地 と 向き を 
投石 機 部 隊 ン 師団 長 部 隊 ン 師団 拠点 な ど は 、 二 コム も 5 に いと に pm 議 決め て 動か すず 移動 命令 ど 、 そ の 場 で 行動 を 止め 


隊 も 配置 し よう 。 攻撃 の 時 は 少し で も 城 に 近い 場所 に 配置 する % 
内 に 配置 が 出来 な い の で 注意 し よう 。 こと 。 る 待機 命令 、 敵 の 拠点 を 破壊 する 拠点 襲撃 命令 


だ 。 そ の 他 の 命令 は 部 隊 が 局 地 的 、 師 団 が 全体 
本 より 多い 戦力 で 攻撃 的 と 考え れ ば 分 か りや すい 。 例 えば 、 部 隊 の 

ーー ニー ニー ニーm デ ご ーーー ニ ーー ニーー ニ ーー テー 地 介 エーーーーーーーー 議 即 命令 は 包 団 の 問 較 詳 韻 9 退 却 だ が 師団 の 戦線 
| 林 脱 命令 戦場 か ら 離 れ て 自国 に 帰っ て し まう 。 
師団 命令 、 部隊 命令 と 使い 分 け て いこ う 。 ま た 
部 隊 に は 特定 部 隊 に し か 行え な い 固 有 命 令 が あ 
、 己 や 銃 な どの 射撃 や 城壁 に 攻 城 塔 を 架け る 
城 攻 撃 は と と で し か が 命令 出来 な い 。 師団 命令 
ま 特殊 行動 を 行なわ な い の で 注意 し よう 。 


腹 が へ っ て は 戦は 出来 ぬ 
強力 な 武器 を そろ える ご と に 夢中 に な っ て 、 意外 と お Mgninalinmninnm 
ざ な り に され が ちな の が 食料 で ちる 。 し か し 戦争 に 出 凍 B 
する と き に 十分 な 食料 が な いと 部 隊 は 長期 間 戦え な い 。 
最悪 の 場合 、 勝 っ て いて も 食料 が な く な れ ば 撤退 し な け 
れ ば な ら な い の だ 。 さ ら に 戦場 で 拠点 を 破壊 され る と 食 
料 不足 か ら 師 団 の 戦闘 力 が 大 幅 に 下がっ て し まう 。 そ ん 
な こと の な いよ うに 普段 か ら 少し ずつ 購入 し て 備蓄 を 増 
や し 、 拠 点 を 破壊 され な いよ うに 注意 し よう 。 
















戦い で 負け な いた め に は 相 圭 まり 大 き な 戦力 
を ぶつ ける よう に すれ ば 良い 。 洋 国防 衛 師 団 
より も 多い 師団 数 で 進撃 ずる の が 戦略 。 そ し て 
戦場 で 実際 に 戦う と き に 相手 より 多い 部 隊 で 四 
く よ う に する の が 戦術 で ある 。 ) 

まず 配置 で 敵 師 団 を 囲 お よう に 配置 する 。 囲 
め な い 場 合 は 突出 し で いる 敵 師 団 の 近く に 配置 
する の だ 。 そ し て 移動 命令 で 正面 だ け で な く 多 
方 向 か ら 敵 師 団 に 攻撃 を か け よ う 。 部 隊 単 位 で 
の 命令 も 一 緒 に 行え ば 敵 を 囲ん で 袋 吊 き に ずる 
こと が 出来 る 。 敵 の 師 頭 NHNEOWONG 
団 数 の 方 が 多く で も 局 
地 的 に は 多い 戦力 で 戦 還 議 

える の だ 。 し か し 無理 識 識 議 
を する と 逆 に 敵 に 囲ま 関 較 開 較 
れ て 立場 が 逆転 し て し 関 識 議 
まう 。 常 に 戦場 全休 を 細 半 旨 旨 細 昌 
見 て 状況 を 把握 し よう 。 議 議 RBS = MIN ll ーー ー ー = ーー ーー ニー 
100 1 理香 OO NN 0 還 IN 1 0 ・ 101 
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) B 月 角 03 『 L 
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0 本科 二 旨 本 間 剖 に 玖 堪 を 梓 め れ ば 大 陸 の 
和 覇者 へ の 距離 も 近く な る 。 こ こ で 攻 城 戦 の 基本 戦術 を 紹 人 旭 し よう 。 


敵 兵力 を 見 極め て 初期 配置 


基本 編 で も 書い た が 配置 の 時 は 英 の 戦力 を じ 
っ くり 観察 し よう 。 敵 が 城 か ら 離 れ て いる よう 
だ っ た ら 攻 城 部 隊 を 城 の 側 に 配置 する 。 城 の そ 
ば で 敵 が 防御 を 固め て いる な ら 攻 撃 部 隊 を 前 面 
に 出し て 攻 城 部 隊 を 援護 する 。 

大 事 な こ と は 最終 目的 が 攻 城 に ある 事 だ 。 工 
の 兵力 が いく ら 残 っ て いて も 王室 に 進入 すれ ば 
こち ら の 勝ち 。 だ か ら 戦 闘 よ り も 王室 進 和信 を 最 
優先 に 行動 出来 る 配置 に し て お こう 。 


攻 城 部 隊 の 使い 方 


攻 城 部 隊 の 目的 は 城壁 を 越え て 味方 の 兵 を 城内 に 進入 さ せる こ 
と 。 城壁 を 越え る と いっ て も 砲撃 や 爆破 に よっ て 破壊 し た り 、 乗 り 
越え た り と 部 隊 に よっ て 方 法 は 様々 。 師団 命令 で は な く 部 隊 命 令 で 

旨 示 を 出す 。「 砲 撃 」 や 「 石 弾 授 抑 ] は 命令 を 出す と 全体 マッ プ が 
開き 砲撃 可能 範 陸 が 示さ れる の で 、 範 囲 内 の 目標 地点 を 指示 すれ ば 
攻撃 を 開始 する 。 攻 城 塔 部 隊 は 「 架 敬 城 塔 | 命令 を 出し て 目標 の 城 
壁 と 部 隊 の 向き を 指示 する と 名 攻 城 塔 行動 を 開始 。「 爆 破 」 や 「 壊 
門 」 も 命令 を 出せ ば 目的 地 ま で 移動 し た 後 、 加 命令 を 実行 する の だ 。 

命令 を 出せ は 後 は 自動 実行 する が つね に 状況 を 見 て いる よう に 。 


… 爆 破 し た り 上 れる よう に し た り 
と ガン パ 上 ル 兵 士 達 。 彼ら の た め に 
も 的 確 な Y 仙 令 を 出 そ う 。 
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敵 部 隊 の 対処 


攻 域 戦闘 の 間 、 敵 も 庄 っ て 見 て いる わけ で は 
な い 。 当然 こ ちら の 部 隊 に 攻撃 を し て くる 。 
英 部 隊 は 全滅 させ る の が 理想 。 し か し 、 攻 城 
戦 で は ます 攻 城 部 隊 の 防御 を 優先 する 。 そ し て 
示 俗 が あれ ば 敵 部 隊 の 遊 軸 に 部 隊 を 割く の だ 。 
速く に いる 敵 軍 は 動き を 良く 見 て いよ う 。 こ 
ちら に 向かっ て こ な け れ は ば 無視 し て 
も 構わ な い 。 向 か っ て 来る 場合 は 進 
撃 ル ルー ト を ふぐ ぐ 形 で 防御 師団 を 回 
か わせ よう 。 と に か く 攻 城 部 隊 が 城 
壁 を 越え る まで の 時 間 を か が せ ご うっ 。 
城内 に も 洋 部 隊 が いる 場合 が ある 
の で 、 把 に 進入 出 来る 部 隊 は 全て 「 導 か りえ 
進入 させ て 肖 部 隊 と 戦闘 させ よう 。 0 病人 RT ” pondhgkOeim 誠に つ [ こ 。 


十 室 を 目指 す に は ? 


| 王室 に さえ 進入 すれ ば 勝利 を 


城 を 占領 する た め に は 王室 に 一 部 隊 で も 信 


| 入 す れ ば よい 。 し が し 、 ど うす れ ば 王室 に 進 
| 入出 来る の か ? 和 縮 え は 簡単 で 、 部 隊 命 令 


ンド ウ を 開い で 移動 先 を 王室 に 指定 すれ ば 


良い の で ある 。 こ の 時 に 地形 の 高 さ 設定 バー 
| で 王室 と 同じ 高 さ に バー を 設定 。 そ し て 移動 
| 先王 空 に 合わ せれ は 部 隊 は 自動 的 に 王室 に 


か っ て くれ る 。 城 内 の 敵 部 隊 を 突破 する た 
め に も 突撃 命令 が だ せる 騎兵 部 隊 が 突入 に 一 
費 向 いて いる 。 騎兵隊 を 編成 し て お こう 。 


1 移動 先 を 場内 に 設定 する 時 は 全体 図 の 拡大 率 を 最大 に し て お 
こう 。 と これ な ら 廊 下 や 室内 の よう な 狭い 所 で も 楽に 指定 で きる 。 


攻 城 戦 闘 で の 勝利 条件 は 王室 占領 (執政 官 の 死亡 ) だ 
け で な く 、 他 に も 方 法 が ある 。 一 つ は 英国 王 を 倒す 事 だ 。 
攻 城 戦闘 時 の 英 部 隊 の 中 に 敵国 王 が いた 場合 、 そ の 部 隊 
を 全滅 させ れ ば 国王 死亡 と な り 敵 は 全 軍 撤退 する 。 

また 敵 味 方 と も 食料 が どん な に 大 量 に あっ て も 戦闘 時 
間 は 最大 100 日 。 こ れ を 過ぎ る と 戦闘 は 強制 的 に 終了 
し て し まう 。 逆 に 敵 に 攻め 込ま れ た 時 は 100 日 持た せ 
れ ば 負け は し な い 。 制限 時 間 も 最 大 に 利用 し て みよ う 。 


明史 昌 ビク トリ 
ーー が P 
ki の ん 


oe ーーー- 呈し 4 えー も の 6: シラ トッ ドー ュ ニ 4 5 








PRN 間 1 哲 記 
HTM) 二 UN CU 


戦闘 は 攻 城 戦 だ け で は な 
野 和 戦 場 で も 戦闘 は 起こ る 。 


人 役 か 攻撃 か 


時 ULgi ココ 





防 


野戦 場 で の 戦闘 が 起こ る の は 、 お 互い の 進軍 
部 隊 が 途中 で 出会っ > て し まっ た 場合 。 ま た は 敵 
国 が 都市 内 に 入れ な いよ う 出 撃 さ せ た だ 部隊 と 出 
会 っ て し まっ た 場合 で め ある 。 

野戦 が 起こ っ た 場合 、 敵 を 突破 する の が 食い 
止め る の か の どちら が 作戦 の 主 目的 か を まず 最 
初 に 考え な けれ ば な ら な い 。 突破 する 場合 は 、 
その 後 の 攻 城 戦 の た め に も 戦力 の 低下 は 最低 限 
に 抑え な けれ ば な ら な いし 、 食 い 止め る な ら ば 


い 。 お 互 い 相 手 国 進軍 中 に 週 加 すれ ば 
ここ で は 野戦 の 基本 を 身 に つけ よう 。 





な Me ora rm arrrefnmmrmihrtyy 4 Were Me 骨 析 清 衝 委 村人 本 SE 


突破 の 場合 は 、 師 団 配置 で 攻 城 師団 を 後方 に 
お いて 戦闘 に 巻き 込ま れ な いよ うに する 。 回り 
に 防御 師団 も 配置 し て 守り を 固め る 。 攻 城 師 団 
が や られ て は 、 こ の 後 の 攻 城 戦 に 勝利 する の は 
か が なり 厳し く な る か ら だ 。 

そし て 残り の 攻撃 師団 で 敵 師 団 を 攻撃 する 。 
使用 出来 る 師団 が 少な く な る の で 上 厳し いか も し 
れ な い が 、 基 本 編 で 述べ た 戦術 を 使っ て 戦え ば 
特に 問題 は な い 。 平地 は 移動 面積 が 非常 に 広い 











蔽 戦力 を 少し で も 削ら な けれ は ば ならない 。 の で 足 の 早い 騎兵 や 戦車 を 中 心 に 戦 お う 。 











療 ま 体 中 


、 まず は 防御 を 固め て か ら 攻 撃 師団 を 展開 。 
。 瑞 師 団 の 戦力 を 削っ て ゆこ う 。 攻 城 師団 が 戦 
。 闘 に 参加 する の は 最後 の 手段 に し て お きた い 
の 


Ez 地 の 地 形 を 利用 する 





野戦 場 に は 色々 な 地形 が 存在 する 。 代 表 的 な 
地形 は 森林 地帯 や 川 で ある 。 

森林 地帯 は 移動 に 多少 時 間 が か か る が 、 中 に 
いれ ば 防御 値 が 多少 UP する 。 さら に 見 通し が 
悪い た め 敵 部 隊 の 射撃 や 砲撃 の 威力 も 落ち る 。 

川 は その まま で は 通 週 不可 能 な 障害 物 。 川 を 
うま く 挟 ん で 敵 撃 部 隊 を 配置 すれ ば 、 防 御 の 心 
配 も な く 一 方 的 に 相手 を 攻撃 出来 る わけ だ 。 

地形 に よっ て は 最初 に 師団 を 配置 出来 な い 場 
そん な 場合 は 一 番 近い 場所 に 師団 を 














所 も ある 。 そ を 上記 
hw を 進む 1 が 見 に くい 上 に 年 軸 の 成 力 
利用 HU ポ る 場 時 多重 9 ( 0 TFT < の 上洛 さ な いよ うに 。 
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| な 全滅 より は 遥か に 賢明 な 判断 。 撤退 し た 部 隊 
| は 都市 に 戻っ で が から 再編 成 出来 る の だ 。 冷静 に 
戦況 を 見 て 、 だ め な 時 は さっ さと 撤退 し よう 。 








| 前 師団 長 を 優先 的 に 倒せ 





野戦 で 勝つ に は 敵 部 隊 を 全て 退却 させ な けれ 
ば ば ならない が 、 か なり 難し い 。 そ こ で 、 司 令 官 

を 倒せ ば 全て 撤退 し て し まう 事 を 利用 する 。 司 
令 官 部 隊 は 発見 し に くい の で 、 各 師団 の 師団 長 
部 隊 を 優先 的 に 攻撃 する の だ 。 司令 官 は 必ず 師 
団長 の 中 か ら 任命 さ ご れ て いる の で 、 運 が よけれ 
ば 1] 部 隊 倒 す だ け で 全 軍 を 撤退 さ ご せら れる 。 

英 師 団長 部 隊 も 密偵 を 使わ な けれ ば 分 か ら な 
さそ うだ が 、 実 は 戦争 モー ド 時 に 視点 移動 ウィ 
(0 和 PI 
ウィ ンド ウ 内 の 【「 英 軍隊] から 英 師団 を 選ん 
7 
が 師団 長 部 隊 で ある 。 部隊 さえ 分 か れ ば 射撃 や 
他 撃 、 部 隊 突 撃 を 併用 し て 師団 長 部 隊 を 集中 攻 
撃 し よう 。 上手く 行け ば 英 一 部 隊 を 残 滅 さ せる 
だ け で 師団 を 追い 払う 避 と が 出来 る 。 





戦 が 時 の た ため に 引く こと も 考え よう 





色々 な 戦術 を 駆使 し て も 、 戦 力 が か あまりに も 
違い すぎ る 時 は 勝つ の は か な り 難 し い 。 ズル ズ 
ル と 戦っ て 兵力 を 大 きく 消耗 する より は 思い 切 
っ て 撤退 する の も 選択 肢 の ひと つ で ある 。 

蔽 退 は 最後 の 手段 に 思わ れ が ち だ が 、 無 意味 


作業 で エン ヤ コ ー ラ 


0 に EL 人 が 非常 
0 人 
装 祖 徒歩 部 隊 な の だ 。 [伐採 ] 病 令 で 目的 地 に 生え て い 
る 樹木 を 切り 倒す 頼も し い 部 隊 。 し か し 、 鈴 陰部 隊 の 活 
躍 に は か な わな い 。 川 に 橋 を 架け る 、 戦 場 に 欄 を 作る 、 


火薬 を 使っ て の 爆破 作業 も こなす 鈴 陰 部 隊 は 、 戦 場 土 林 


作業 の エー ス な の だ 。 今日 も 「 安 全 第 一 」 を 標語 に 戦場 
KGid 王 25 の っ 7 に に の の kp の jra ず 94 の 29 ZAI7cSp 財 





seONAOiri 性 瑞 放 UiOTfc 。JiF1 
9 ひび パ て 喘 爾 中 T 愛 上 。 引 虹 母 油 十 回 


当 遇 QuU 準 評 せ アパ ュ 較 選 条 英 1 


CE 1 RE HH 
。 と す ど せ 形 避 字 さ 四 児 さ 
圧 付 光 陸 人 へ 箇 。OC 人 対 由 対 耳 滞 


aoi と AAO、 が WaEVIIEINeJIINI7 
は rf の 還 軸 。OTU 静 送 さ は て 
で 番 ri 補 @ の 届 層 は 可 氏 避 思 1 


Dj で 喘 壮 は 愛 喘 還 回 当 忠 1 



















人 中 UM も 7 


英 師 団 に 都市 が 攻め 込ま れ て し まっ た 場合 、 


『 立 け させ 防衛 の た め に 以下 の 点 を 忘れ ず に 行 お う 。 
衣 国 家 も 攻 吉 隊 を 自国 市 に 向け て 進軍 させ て 来る 。 時 戦場 (Mu 


部 市 で 行わ れる 防衛 の た め の 戦い 方 を と ここ で いく つが 紹介 し よう 。 | 人 口 か ら 王 補 へ と 通じ る 率 了 前 に 防 人 部隊 を 本 
置 、 万 一 城内 に 進入 し て きた 英 が スト レー ト に 


ど こ で 防衛 する の か 王室 に 向かえ な いよ うに し よう 。 


英 の 攻 城 部 隊 を 優先 的 に 攻撃 する の は 野戦 と 







1 に | 
上 L 
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油圧 隊 滞 は で 谷村 民 愛 吹 主 対 湯 1 





< 
O - 王 


|: 答 思 電 に で 馬 清 款 Mk 出 崩 R 7 ff 証 衣 放 利 語 証 有休 仙人 ん 前 時 た す ず 痢 
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sJiTau 具 Ni の 刻 G 多 時 で 硬 
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通 
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玄 
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敵 の 部 隊 が 都市 に 侵攻 し て 来る と 、 メ ッ セ ー 8 購入 科 0 < す 癌 |” 同じ だ が 、 都 市 戦 で は 城壁 の 防御 力 を 最大 限 に 6 
ン イフ イン 人 本 4A20 の 6 の われ | 0 きか 利用 する 戦法 も 合わ せ て 取る 。 城 壁 を 後ろ に 師 2 
て いる の が は すぐ に 分 か る よう に な っ て いる 。 / る きか | 団 を 配置 すれ ば 、 後 方 か ら 攻 撃 ぐ され る こと は な > 上 
狙わ れ て いる 都市 に 戦力 が 十分 に あれ ば 、 迎 上 ろ 攻 い の で 攻撃 に 専念 出来 る の だ 。 6 す な 5 
撃 に 出る が 都市 で 防衛 する か を 選択 。 戦 力 が な 共 補 3 射撃 部 隊 も 城壁 ご し に 攻撃 すれ ば 一 方 的 に 敵 人 補 
けれ ば 他 の 都市 か ら 師 団 を 送る な り 、 都 市 を 見 記 2 に の 戦力 を 減ら すこ と が 可能 。 : 取 上 IN 
捨て て 後退 する な どの 選択 を し な けれ ば な ら な “ E こ 城壁 が な い 都 市 で の 戦い は 逆 に 難し いか も し つう 
い 。 有 師団 を どう 動か の すか 、 す は や く 判 断 す る こと 。 6 了 れ な い の で 、 最 前 線 の 都市 に は 資金 に 示 裕 が あ 隊 因 
和 攻 城 部 隊 を 先 こ た お ナ れ ば 早め に 城壁 を 建設 し て 防衛 力 を 強化 し よう 。 5 

[2 | 
回 ん イル ー nt 
敵 攻 城 部 隊 だ 。 攻 城 部 隊 が な けれ ば 、 城 内 に 入 』 防衛 の 時 に は 敵 と の 戦い に 、 つ い 部 隊 を 進軍 


る こと は 難し く な る 。 城門 を 突破 され な いか ぎ 
り 王室 に 進 信 され る こと も な いか らら 負け に くい 
わけ で ある 。 野戦 で は 敵 攻 城 部 隊 に ダメ ー ジ を 
与え た 後 は 無理 を し な い 。 撤退 し で 都市 に 立て 
こも る の も 戦略 の ひと つ だ 。 | 


させ が ち だ が 、 慌 で ぐ で 進軍 は し な いで 欲し い 。 
| 攻撃 は 最大 の 防御 で も ある が 、 防 衛 戦は 勝つ 
こと より 負け な い 事 が 重要 。 下 手 に 戦力 を 消耗 
する より は 、 ま ず 持 久 戦 の 構え を 取っ て みよ う 。 
| 敵 の 戦力 を 少し ずつ 減ら ず 戦法 で 、 出 来る だ 
' け 時 間 を 稼い で 戦 お う 。 時 間 が あれ ば 援軍 も 呼 
べ る し 、 敵 の 食料 切れ も 同時 に 狙え る か ら だ 。 


負 点 は と て も 大 切 だ * 


師団 を 配置 し た 後に 中 央 に 出来 る 横 に 囲ま れ た 人 荷物 置 
き 場 みた いな の が 拠点 で ある 。 こ こ に は その 師団 が 使う 
食料 や 弾薬 な どの 物資 が まとめ て お いて ある の だ 。 

も し 、 こ こ を 敵 に 破壊 され れ ば 物資 補 結 が 続か ず に 師 
の 兵力 は 大 幅 に 双 体 作 し て し まっ う 。 

英 の 正面 か ら 向 か わ ず に 、 足 の 早い 騎兵 部 隊 な ご ど で 回 
り 込み 敵 拠点 の 強襲 を 月 っ て みよ う 。 う まく 成功 すれ ば 
こち ら が 有利 に な る 事 は 間違い な し な の だ 。 














eW 還 全 守 壮 G 折 器 ば で C ま 。 
革 き ン 肖 は ざ び は 可 ri 


4 みさ Ai で 癌 境 rr で て 





s 具 千 財 肝 叶 攻 堂 fc 時 檎 党 さ 帳 震 1 





of* 寺 測 書 昌 
器 計 腔 嘆 寺 き 恒 紀 謗 沙 。O 番 生 交 懲 和 


q4C 大 丁 評 愛 呈 叶 計 す 欧 ボ G 湯 1 





倍 な い 時 は すぐ に 揚 軍 要請 を し よう 





還 
の 
1 


味方 が 次 々 と や られ 、 戦 力 が 大 きく 減っ て し 

まっ た 場合 は 、 援軍 を 要請 し よう 。 目下 ーー。 
人 ] の の | 3 

戦場 に 隣接 し て いる 自国 の 部 市 か ら 、 最大 で 4 | gm 。* ト ml meall 

師団 まで の 提 軍 が 要請 出来 る の だ 。 実行 する と 上 時 一 提 時 

[ 電 争 ウィ ンド ウ ] が 開く の で 、 出 撃 させ る 者 市 ー 相 識 一 語 

PP 5 
し か し 、 援 軍 が 到着 する の に 時 間 が か か る こと 。 We  ? 競 尺 

と と 、 最大 4 分 団 上 か 投入 出来 な いて だ 還 御 

な いよ うに 注意 。 援 還 は 千 め に 要請 PE = Oo > {上 UM 


時 呈 可 針 申 








、。 で 本 へ 守り 9NY 則 姜 SU と 如き ひさ 


順 (r 計 器 紗 選 ③ 韻 閣 は ヨ 器 内 圧 





MM は 7 条 全 人 
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IN テマ ょ 財 波 達 | 結語 で 言 【 放 畑 伽 愉 ] 





























た 火器 が 登場 する の を 意外 に 思っ た 方 も いる か 
も し れ な い 。 し か し 、 実 際 に 14 世紀 の 未 ご ろか 
ら 、 こ れ ら の 火器 は 実戦 に 授 入 され て いた よう 
初期 の 銃 は 、 現 在 の も の の よう に 銃床 は な く 、 
棒 の よう な 形 の も の だ っ た 。 発射 も 、 手 に 持っ 
た 火種 で 直接 点火 する | タッ チ ・ ホ ー ル 式 」 と 
呼ば れる も の だ つた 。 敵 中 精度 も 発射 速度 も 
に は 及ば な か っ た が 、 殺傷 能力 は 、 墓 (クロ ス ・ 
ポ ボウ ) を も し の ぐも の だ っ た 。 ま た 、 弓 と 違い 、 
直前 の 敵 や 、 接 近 す る 騎兵 に 対し て も 使 
用 で きた の は 、 銃 の 大 き な 利 点 だ 。 
部 本 格 的 に 使用 され る の は 、 や は り 
15 世 紀 中 期 ぐ らい か ら だ ろう 。 実際 の 
用 は 、 発 尉 速度 の 遅 さ を 補う た め に 、 
己 兵 と いっ し ょ に 配置 され る こと が 多 か 
っ た よう だ 。 
16 世 紀 に は 火縄 銃 が 発明 され 、 命 中 
精度 や 発 尉 速度 は 一 冠 に 向上 する 。 以降 
様々 な 技術 時 新 の 未 、19 世 紀 に 現在 の 
普 の 原形 で ある 雷管 式 銃 が 登場 し 、 銃 器 
は 戦場 の 主役 に な っ て いっ た 。 
大 奄 も 、 銃 と 同じ く 14 世 紀 か ら 実 戦 
に 使用 され は じ め る 。15 世 紀 頃 に は 砲 


1 射 軸 態 勢 に つく 砲兵 部 隊 。 大砲 や 銃 な ど 、 炊 薬 兵器 
の 登場 は 戦い の 様相 を 一 変 さ せ た 。 
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身 の 制 作 技術 も 向上 し 、 全 長 4m、 重 さ 6 トン も 
の 巨大 な 砲 が 製造 され る ほど に な っ て いた 。 

大 人 砲 が 登場 する 以前 、 攻 城 兵器 の 主力 は 投石 
機 で めった 。 し か し 、 飛 躍 的 に 性 能 が 向上 し た 
大 介 に 攻 城 戦 の 主力 兵器 の 座 を 奪わ れ 、1 6 世紀 
まで は 完全 に その 容 を 消し て し まう 。 

火器 の 進化 は 、 や が て 戦争 その も の を 変え て 
し まう 。 騎士 の 存在 意義 は 失わ れ 、 組 織 化 さ れ 
た 近代 的 軍隊 の 時 代 が や っ て きた の だ 。 そ し て 、 
それ は 鉄 と 硝 煙 に 支配 され た 大 量 殺 寺 の 時 代 の 
尋 開 け で も あっ た 。 
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剖 村 軍司 毅 





1] 戦力 の 集中 





ーー 注意 に つい て 解説 し て お こう 。 





戦線 は 広げ ず に 、 ひ と つ に 絞り 込む こと は 、 戦略 の 基礎 だ 。 
了 争 に は 一 工大 也 隊 を 送り 込 め る 体制 作り 上 げ る と と が 大 
事 に なっ て とく る 


ら 物資 の ムダ を な くす 


シナ リオ 開始 時 は 自国 の どの 城 に も 兵士 ・ 物 
資 が ある 程度 配置 され て いる 。 シ ナリ オ 攻 略 を 
する 上 で まず 最初 に し な けれ ば いけ な い の が 、 
その 確認 と 再 配置 だ 。 

攻め る と ころ 、 守 る と ころ を し っ か り と 上 極 
め て 。。 そ こ に 兵力 を 集中 させ る の だ 。 
難易 度 が 一 番 低 い シ ナリ オ 1 で き 移 中 懇 戦 ま 
で は 、 ら ヶ所 以上 同時 に 敵 の 城 を 攻め る こと の 
で きる 戦力 を 持つ こと は 難し い 。 だ が 国 が 大 き 
く な っ つっ 針 から と 言 づ ぐも よほど の 年 月 を か け な 
けれ ば 大 軍隊 を も つこ と は で き な い 。 「 戦 線 は な 
る べく 広げ ず に 集中 する こと 」 こ の 言葉 を し っ 
か り と 心 に 刻ん で お か な いと 大 陸 制 和 覇 の 偉業 を 
達成 する こと は で き な い ぞ 。 





人 Peas Bigl fh Er 8 
| 移動 地域 


ーー omirWiirtunlimriieturpiumUrm ii 


人 Red rtmiirtziUietditi tu iminetnir: 


ョ ま 


8 「 





ま 1 5 っ 世評 
= 【 = ー : 
= を レン ニー ニー 記 ー ネ ニン ニン ーッ ペ ビッ ーー ニー ュー ーー ニー ニン に ルー た ーー な ー ュ ニー 8 





1 後方 で 眠っ て いる 物資 は 、 まったく の 無 駄 で し か な い )。 「 軸 送 」 
コマ ンド で 、 速 や か に 、 前 線 へ 送っ 窓 じ し まお うぅ 
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の 計 べ ^ 負 SO 

開始 直後 、 師 団 を 最前 線 や 重要 拠点 に 送り 込 
お 時 に 武器 ・ | 前 周り 
最初 か ら 配置 され て いる 師団 は 能力 の 高い 部 
隊 が 多い の だ が 、 そ の ほとん ど は バラ ンス の と 
れ た 、 言 い 換 えれ ば 中 地 半 端 な 編成 と な っ て い 
る 。 こ れ を 一 度 解散 させ て 目的 に あっ た 師団 を 
作る た め に は 、 そ の 城 に 最初 か ら 貯え られ て い 
る 武器 だ け で は 足り な く な る 恐れ が ある か ら だ 。 

ひと つ ひ と つ は 安い 武器 も 1 師団 分 調達 する 
と な る と か な りな 額 と な る 。 自軍 が 現在 保有 し 

て いる 哉 器 の 数 と 保管 し て いる 城 の 位置 は 常に 
抱 握 し で お く よ う に し て 、 無駄 の な い 配分 を 必 
掛け よう 。 


rb 


| で 軍 の 再編 成 は で き な い 。 


| っ 疲 券 し た 師団 を 再編 成す る 


戦争 に 参加 し た 師団 が 無傷 で 帰っ て くる と い 
う よ う な 状態 は ほとん ど な い と 言っ て いい だ ろ 
う 。 大抵 は 、 勝 っ て も 負け て も 師団 の 兵力 は 減 
少し 、 場 合 に よっ て は 2、93 の 将軍 が 死亡 し た り 
し て 弱体 化し て いる は ず だ 。 そ の よう な 状態 
英国 に 付け 込ま れ な いよ うに 、 師 団 の 再編 成 は 
辻 束 に 行わ なけ れ ば な ら な い 。 

師団 が 駐留 し て いる 都市 だ け で 兵士 の 補充 が 
ま が かなえ ない 場合 は 、 兵 士 の 減っ だ 部 隊 を 後方 

の 城 へ 移動 ご せ て 、 そ こ で 補充 を 行っ た 後 、 
た た び 元 の 城 へ 送り 返す と いつ 方 法 を 取れ ば い 
7 のみ 。 

も っ と も 、 実際 に は 部 隊 を 一 旦 後方 に 下げ る 


、 よ うな 余裕 も な く 補 充 が 必要 居 な る よう な 状況 
| も 多い は ず だ 。 そ うい うぅ 場合 に 備え で 、 単に 前 
| 線 に は 補充 の 兵士 を 集合 させ て お くべ き で ある 。 


測 忠 で ひと 問題 MHC でる! それ (まお 
の 輸送 は 最低 で も 部 隊 単 位 で し か 行う こと が で 
幸 な い 、 と いで どど 。( 兵 玉 に 持た せる 哉 器 と そ 
れ を 率い る 将軍 が 必要 と な っ て くる の だ 。 

だ が ら と いっ て 横 薄 し て その 城 で 将軍 選抜 試 
験 を し た り 武 器 を 買 つ たり し て は 資金 の 無駄 だ 
し 、 も と より 、 牙 妨 事 態 に は と う て い 間に合わ 
な い )。 

そこ で 兵士 輸送 用 の 将軍 を あら か じ め 決 め て 
お いて 、 彼 ら に 兵士 の 輸送 を 任せ て し まう 。 こ 
れ は 能力 が 低い 将軍 を 活用 する 方 法 と し て も 有 
効 だ 。 | 

ご 記 己 に せよ 、MNWNOGUND 時 ( 1 の ② が ね | 
こり うる 事態 を 予 
出し 、、 前 も っ て その 対策 を し て お く こ と が 非常 
に 重要 に な っ て くる の だ 。 





1 / 「 Y 
TYPHTITETRYTI NT TTYT2H TP の 


1 軍隊 コマ ンド 中 の 「 師 団 」 [部 隊 ] を 使っ て 消耗 し た 兵力 を 


科 充 する 。 特 に 兵力 が 少な い 序 毅 で ば 、 効 果 的 な 部 隊 の や りく 
| 





1 逆 に 、 机 に 再編 成 の 余 裕 を 与え な いこ と も 重要 な 勝利 の 秘訣 
だ 。 補充 兵 の 数 に は 常に 気 を 付け よう 





府 晴 庄 軍 還 凌 | 


第 
中 
1 ニー 
略 
編 











1 戦争 を 行う の は プレ イヤ ー だ け で は な い 。 大 陸 の 各所 で は 、 
コン ピュ ー タ 国 同士 も 戦っ て いる の だ 


ah 





1 戦闘 後 で 消耗 し た 敵国 を 襲い 「 漁 夫 の 利 」 を 狙う こと も 必要 。 
タイ ミン グ 次 第 で は 、 ほ ぼ 無 傷 で 敵 を 落と すこ と も 可能 だ 
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4 他国 の つぶ し 合い を 利用 する 


力 押し 一 本 で 戦っ て いる と 、 兵 力 の 消耗 は そ 
れこ そ 無 視 で き な い も の に な っ て ゆく 。 そ う で 
な く と も 、 全 く 自 軍 へ の 被害 な し で 戦い を すま 
せる こと な ど 、 事 実 上 不可 能 だ し 、 戦 えば 戦う 
ほど 、 戦力 が 目減り する の は 間違い が 無い と こ 
ろだ 。 

そう いう 点 か ら 、 無 駄 な 戦い は な る べく 避け 
る べき と いう こと が 判る は ず だ 。 コ ンピュータ 
国 同士 を 戦わ せ 、 消 耗 させ る こと は 重要 な 戦略 
の ひと つと いっ て いい 。 

こち ら の 戦力 が よほど 敵 を 上 まわ っ て いる 場 
合 は と も か く 、 そ う で な い 限 り は 敵国 同士 の 戦 
争 を 利用 すべ きだ ろう 。 例え ば 、 多 勢力 に 囲ま 
れ 、. ひ っ きり な し に 敵 襲 が ある よう な 防御 困 


難 な 城 は W。 い っ た ん 、 わ ざと 敵国 居 渡 し て し ま 


い 、 お 互い に 潰し 合わ せる -ー そ うい っ た 戦略 が 
有効 な 場合 も ある は ず だ 。 

と に か く 、 自 軍 の 兵力 は 可能 な 限り 温存 し 、 
他国 を 疲 映 さ せる の は 戦略 の 基本 。 自 分 が 敵 に 
付け 込ま れ な いよ うに する た め に も 細心 の 戦略 
が 必要 だ 。 

戦争 は よほど の こと が な い 限 り 夏 か ら 秋 に か 
け て 行わ れる と いう こと も 覚 有 て お こう 。 そ れ 
じゃ あ 、 敵 国 は 冬 か ら 春 に か け て 何 も し て いな 
い の か と いう と 、 も ちろ ん そう いう 訳 で は な い 。 
世界 マッ プ で よく 観察 し て みれ ば 、 前 線 の 都市 
と 後方 の 都市 の 間 で 、 師 団 ・ 部 隊 の 入れ 替え が 
常に 行わ れ て いる こと に 気がつく は ず で ある 。 
連戦 に 次 ぐ 連 戦 で 療 疾 し た 部 隊 を 立て 直す こと 
は 重要 だ 。 こ の 時 期 は 、 そ れ に 最も 適し た 季節 。 
遅れ を と ら な いた め に こち ら も 地道 な 兵 癌 作業 
を 怠ら な いよ うに 心掛け よう 。 


中 








) 
(iM 


記 密偵 に つい て の 色々 





現代 戦 を 引き 合い に 出す まで も 無く 、 情 報 戦 
は 、 非 常に 重要 な 戦争 の 要素 の ひと つ 。 的 確 な 
情報 を 入手 し 、 活 用 で きる の な ら 大 陸 制 覇 は 夢 
で は な い 。 そ の た め に も 、 密 偵 の 活用 法 は ぜひ 
触れ て お きた いこ と の ひと つ だ 。 

環 倶 を 敵国 に 送っ て 知る こと の で きる 情報 は 
都市 情報 、 城 情報 、 戦 力 情 報 の 3 種類 。 中 で も 、 
持 に 重要 に な る の は 戦力 情報 だ ろう 。 敵 が 戦争 
直後 で 疲 貞 し て いる と 思い 込ん で 攻め に いっ た 
ら 大 部 隊 に 追い 返 べ れ て し まっ た 、 な どい うこ 
と の な いよ うに 常に 最前 線 の 敵 の 城 に は 密偵 を 
潜入 させ て お こう 。 

城 情報 に 関し て は 、 敵 は よほど の こと が 無い 
限り 改築 を 行わ な い の で そう 名 う 密偵 を 送り 込 
お 必要 は な い 。 

最初 か ら 自国 に 配属 され て いる 将軍 は 総じて 
B 力 が 高い 。 彼ら に は ぜひ と も 部 隊 指 揮 に 腕 を 
ぶる っ て も ら う べき だ 。 つ まり 密偵 に 送り 込む 
将軍 は シナ リオ 開始 直後 に 将軍 選抜 試験 を 実施 
し て 新た に 雇い 入れ る 方 が 良い の で ある 。 

潜入 期間 だ が 、 こ れ が 短 す ぎる と 目的 の 情報 
を 入手 で き な い まま 帰国 と いう な ん と も な さけ 
な い 事 態 が 生じ て し まう 。 潜入 期間 は 最低 で も 
15 日 、 最 前 線 な ら 最長 まで 潜入 させ て 常に 敵 の 
情報 を 確認 で きる よう に し て お こう 。 こ てこ で 注 
意 し で お くべ きこ と は 、 師団 の 輸送 中 は 輸送 が 





に あめ ある と いう こと で ある 。 戦力 を 見 
吉 ら な いよ う 注 意 し よう 。 






ーー 
1 情報 戦 を 制す る も の は 、 大 陸 を 制す る ! 密偵 を 大 い に 活用 
し よう 。 敵 の 意外 な 弱点 が 判明 する 場合 も ある 





PIDPPTYIE' 人 PE 


呈 ル ア /g ル 


本 7 
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1 潜入 期間 は 長 目 に 取る の が コツ 。 任務 に 成功 し た ら 「 密 偵 撤 
退 | で 呼び 戻せ ば いい 


! 軍 偵 の 任務 が 成功 すれ ば 、 他 国 の 情報 存 見 る こと が で きる 。 
も っ と も 、 捕 獲 さ れ 処刑 、 な ん て 場合 も ちる の だ が 
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ッ プ の た め に 宝物 庫 を 作る 





1 と に か く 、 大 陸 制 覇 に は 慕 大 な 資金 が 必要 。 税 率 を アッ プ し 
て くれ る 宝物 庫 の 強化 は 必要 不可 欠 だ 





1 前 線 か ら 遠 く 離 れ た 城 な ら 、 維 持 費 が 価 な 塔 は 搬 去 し て し 
まお う 。 わずか な 節約 が 、 後 々 に 舞い て くる の だ か ら 





城 単位 の 収入 を 増加 させ る 方 法 は 人 口 を 増 や 
す が 税 率 を あげ る か の ら つ し か な い 。 

税率 を 上 げ る た め に 設置 する 施設 は 宝物 庫 だ 。 
宝物 庫 は 建築 され た 数 に 従っ て 、 税 率 を 上 昇 さ 
せる が 、 建築 費 が か な り 高 め に 設定 され て いる 
の で 、 建 築 する 城 を 注意 し て 選び た い 。 そ の ポ 
イン ト と な る の は た だ ひと つ 、「 人 口 の 多い 城 を 
選ぶ ] と いう こと だ 。 レ イア ウト の 自由 度 で は 
劣る が 、 小 型 宝物 庫 に 比べ て 価格 1.5 倍 で 税収 
効果 は 3 倍 と 効率 的 な 大 型 宝物 庫 を 設置 する こ 
と を 奨め る 。 

た だ し 、 税 率 に は 上 限 が ある と いう こと を 上 覚 
えて いて 欲し い 。 上限 は 24%、 小 型 宝物 庫 14 
個 分 な の で 、 そ れ を 越え な いよ うに よく 考え て 
宇 物 庫 を 設置 し よう 。 NN 
人 口 の 少な い 城 に は 木 を 植え た り 、 教 会 や 絡 
備 兵舎 を 増やし た り じ て 、 人 円 の 増加 を 計る べ 
販 | 


毎月 の 維持 費 と いう の は 軍隊 だ け で は な く 城 
に も か か る の だ が 、 こ と れ が 結構 な 出費 と な る 。 
兵力 の 少な い 序 盤 戦 は 少し で も 収入 を 増やし て 
お くに こし た と と は な い 。 そ の た め の 財 テク の 
ひと つが 「 敵 国 に 直接 攻め 込ま れる 心配 の な く 
な っ た 城 の 塔 を 撤去 する 」 と いう も の な の だ 。 

塔 の 建築 費 1000 は 、 効 果 を 考え る と お 得 だ 
が 、 問 題 は その 維持 費 。300 と いう 額 は 、 他 の 
施設 に くら べ て 格段 に 高い 。 し か し 、 撤 去 に か 
か る 費用 は 他 と あま りか わら ず 50 で す お の だ 。 

そん な に 大 し た 額 に は 思え な い だ ろ う が 、 資 
金 繰り に 困る こと の 多い 序盤 戦 で は 、 そ れ が ボ 
ディ ・ ブ ロー の よう に 効い て くる こと も 少な く な 
い \。 節約 で きる と こと ろ は 徹底 的 に 節約 し た 方 が 
良い の は 、 間 違い が 無い だ ろう 。 資金 に 余裕 が 
で きる よう に な れ ば 、 安全 な 後方 の 城 は 、 城 壁 
も 撤去 し 、 空 いた 土地 に 植林 や 教会 を 作る な ど 
し 、 人 口 増加 率 を 上 げ る の も よい だ ろう 。 





一 見 大 し た 額 で は な い が 、 わ ず 
か な 差 が 実は の ちの ち 非 常に 効い 
肛 て < る と 言う 点 で は 城 の 維持 費 と 

同様 な の が 、 物 資 の 値段 だ 。 
注意 深い プレ イヤ ー は 気付 いて 
且 。 いる と 思う が 、 城 自体 の 属性 や 、 
執政 官 の 能力 に 応じ て 、 城 に よっ 
|。 て 、 物 資 の 値段 は 変化 し て いる 。 
同じ 物資 で も 、 安 い 城 と 高い 城 で 
は 、 最 高 2 倍 程度 の 差 が 出る 。 

例え ば 、 ゲ ー ム を 通し て 一 番 多 
く 購 入 す る こと に な る 食料 を 見 て 
みよ う 。 食料 の 基本 価格 は 4 と な っ 
て いる の だ が 、 城 に に っ て は で 購入 で きる も 
の も ある こと に 気付 くば ず だ 。 た っ た ら の 差 と 
いっ て も 、 こ れ が 1M000 個 、10.000 個 と な れ 





2。 
|  。 城 に よっ で 物価 は まち まち な の で それ を きち 
| ん と 把握 し て お く こ と と か が 必要 だ 。 加 えて 、 購 入 
。 し た 物資 を 計画 的 に 前 線 に 輸送 する こと が 重要 
な の も | 言う まで も な いこ と だ ろう 。 

| 何 度 も 書く が 、 地 道 な 兵 店 作業 な し に 大 陸 制 
覇 の 偉業 は 成 し 得 な い の だ 。 





激戦 の 中 で 一 服 の 清涼 剤 と な る の が (「 密 偵 の 処刑 」 皇 菩 
な ん て ぶっ そう な も の も 中 に は ある が )、 城 で 発生 す 簡 
' ま な イベ ント 。 大 きく 分 け て 「 サ ー カ ス 」 

や 「 市 」 な ど ラ ンダ ム に 発生 する も の と 、「 ク リス マ 
ス 」「 収 穫 祭 ] な ど 発生 する 日 が 決ま っ て いる も の が 
ある 。 城 マッ プ に 切り 替え た 時 に 出現 する イベ ント 


る さま 


E:: こ コウ 0 ウル) [0 ソル ク ルン く sy= ヨ コミ. だ ip 


ば ……-。 も ちろ ん 、 そ れ は 武器 や 弾薬 で も 同じ 


コ 買い 物 は 安い 都市 で … 





1 都市 毎 に 、 武 器 や 物資 の 値段 は 微妙 に 異な っ て いる 。 高 い 臣 
い 物 を する こと が な いよ うに 、 注 意 し た い 
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] 内 国 の 戦力 を 拠点 へ と 移動 させ よう 


シナ リオ 開始 直後 に まず し な けれ ば な ら な い 





イエ ブ ネ ー ス 大 陸 の 南東 部 。 ウ ォ ルズ 地方 を 占有 する 大 国 。 納 還 和 OPECH の の か 
治 都市 は 、 ウ ォ フ ォ ー ド 、 ア ン デ ィ ー ン 、 ラ ンチ ェ ス ター な ど 5 oy 
都市 に お よぶ 。 最 重要 拠点 は 城塞 都市 プリ スト ガム 。 ここ を いか wp ! 
に 死守 し つつ 、 マ ン サ ント ラル 地方 を 攻略 する か が ポイ ント 。 ek 


| 八 ム 4 師団 、 プ リス ト ガ ム 5 師 団 が いい だ ろう 。 
この 時 に 武器 と 物資 の 輸送 も 忘れ ず に 行う べし 。 
忠 器 は 均等 に 、 物 資 は 主 に ウォ フォ ー ド に 送る 
と 良い 。 

第 一 目標 で ある レン ジェ は 森林 に 囲ま れ た 自 
然 の 要塞 な の で ウォ フォ ー ド の 師団 に 族 を 装備 
し た 部 隊 を 中 心 と し た 師団 に 再編 成す る 。 こ の 
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初期 状態 』 nh 陣 夫 0 ーe AMIese の 隊 | ーー 
1 ら 述 わ ず に 雇用 し よう 。 彼ら の 篤 異 的 な 攻撃 1 四 遇 上 ] 


jp 呈 電 ジェ 攻略 に 大 い に 役 立つ だ ろう 。 


ノ 物 


了 時 に 注意 し な けれ ば な ら な い の が 、 部 隊長 の 能 を た 序 
貼 ] 導 が 月 
ー 力 だ 。 部 隊長 に な れる 将軍 の 情報 を 4 見 て 、 そ の と で 
1 特 昌 が 接近 、 問 后 、 馬 馬 戦 間 の どれ か 詳 半 lp せき が 
| 得意 な の か を 見 極め な が ら 装備 させ る 武器 を 考 、 議 還 =。 に 
' 天 層 和 い ! 織 間 , WI 0 届 迅 る 「 
) える の だ 。 隊 交 | m レ ーーー 可 兵 
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ど 城村 都 市 プリ スト ガム の さら な る 要 器 化 


ブ プリ スト ガム は 放っ で お く と いく ら で も 敵 の 
進攻 を 受け る 。 そ れ を 毎回 戦争 し て 追い 返し て 
- いれ ば 、 い くら 兵 を 補充 し て いっ て も いつ か は 

落と 箇 C し まる ぞう ながら な いた め 信 プリ 災 ( 
)。 ト ガ ム の 防御 力 を 上 げ る た め の さ ら な る 要塞 化 
。 か 必要 な の だ 。 東 の 城門 を 撤去 する だ け で も か が 、 M 
な り 効 果 が あがる だ ろう 。 | | 
ロリ アン か ら の 進攻 に も 備え て 、 ブ ライ トン 




















が な いと 、 ウ ォ フ ォ ー ド に 倫 族 が 訪問 し て きた 
本 衣 MMF で 大 は 人 0 ココ 76 1 ブリ スト ガム は 総計 死守 ライ ン 。 レ ンジ ェ 攻 略 に 集中 する た 
00 「 “ “ 遇 [ 、 ゆめ に 、 防 御 力 を 強化 、 強 力 な 壁 を 作る 


開 ハム も 少し 増強 し て お こう 。 資金 に 余裕 が あれ 第 
四 | ば ラン チェ スタ ー や アン ディ ー ン の 城門 撤去 層 | 
し て お く の も 良い 。 1 
| た だ し 改築 時 に 資金 を 全て 使い きら な いよ う 
| に 注意 し て 欲し い 。 最 低 で も 7000 は 残し て お = 
| 











1 敵 は 、 ひ ん ぱん に 部 隊 を 移動 させ て いる 。 兵 力 再編 成 の 隙 を 
見 て 、 レ ンジ ェ に 侵攻 すべ し 
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オブ スル ト 地 方 へ の 入 ロ レン ジェ 攻 較 


ここ まで の 作業 を 夏 ま で に 終え て いれ ば 、 次 
ぎ は レン ジェ 攻略 だ 。 と 言っ て も いき な り 戦争 
を 仕掛 ける わけ で は な く 、 密 偵 を 送り 込み 城 設 
計 図 と 戦力 情報 を 仕入れ な けれ ば な ら な い 。 

戦争 を 仕掛 ける タイ ミン グ だ が 、 あ まり 待ち 
すぎ る と 敵 は どん どん と レン ジェ の 軍備 を 増強 
し て いく 。 最初 は 部 隊 の 入れ 替え が し きり に お 
こ な わ れ て いる の で 、 そ れ に 会 わせ て 自軍 を 送 
り 込 お の が よい だ ろう 。 秋口 まで 待て ば ロリ ア 
ン の 敵 が カル ボン ヌ へ と 攻め 込む 場合 が ある 。 
も し そう な れ ば 、 レ ンジ ェ か ら 大 量 に カル ボン 
ヌ へ と 援軍 が 送ら れる の で 簡単 に 手薄 に な っ た 
レン ジェ を 落と すこ と が で きる よう に な る 大 
う 。. タ イミ ング な を 見 計ら うっ て いる 間 に も 単に 兵 
。 土 を 雇用 し て 戦力 の 増強 を し て お ざ う 。 


me/ 


フ 





レン ジェ 攻略 が 一 段落 つけ ぼ ば 、 次 の 戦争 は し 
ば らく な い だ ろ う 。 レ ンジ ェ か ら 撤 退 し た 部 隊 
等 と 合わ せ て カル ボン ヌ の 戦力 は 相当 な 数 に な 
っ て いる は ず で ある 。 こ れ を 落と す に は こち ら 
も それ な り の 戦力 を 整え な けれ ば いけ な い 。 

まず は ウォ フォ ー ド の 物資 を レン ジェ に 移動 
させ 、 兵 員 の 補充 を 始め よう 。 ひ と つの 城 だ け 
で 異 正 を 雇う の で ば 作 に 、 フ 半 全 MX タ eadb の の 
ン デ ィ ー ン で も 兵士 を 雇い 最前 線 へ と 輸送 する 
の だ 。 レ ンジ ェ ば か り に 輸送 する だ け で は いけ 
な い 。 ニー ルフ ェ ル ト や メリ ー ダ の 敵 が そろ そ 
ろ る 軍備 を 整え て プリ スト ガム へ と 進攻 し て くる 
か も し れ な い の で そちら に も 兵士 を 輸送 し て お 
か な けれ ば な ら な い の だ 。 

武器 な ど が 足り な く な っ た ら レ ンジ ェ で 、 食 
料 は アン ディ ー ン で 買い 物 す る の が 良い だ ろう 。 
買い 物 は な る べく 安い 城 で する べき だ 。 
戦力 が 整え ば 、 カ ル ボ ン ヌ 、 ラ ルソン ヌ と 進 
攻 し て いき 、 最 後に 回 リア ン を 落と し て マン サ 
ント ラル 地方 を 統一 し よう 。 ロリ アン 攻略 戦 で 
は 援 還 要請 を 使っ で みる の も いい だ ろう 。 
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証 街道 の 拠点 を 押さ えて いく 


大 陸 東 部 を 平定 し た 後 は ロリ アン 、 プ リス ト 
ガム を 拠点 と し て 中 原 へ と 進攻 し て いく 。 

まず は 北 の 街 道 を ルー シア まで 進軍 し て 行き 、 
ルー シア を 要塞 化す る 。 次 ぎ に プ リス ト ガ ム か 
ら メ リー ダ 、 ア ル シ ラ ス と 進軍 、 カ ダル ぐ て 地方 
統一 を 目指 有 そ う 。 メ ン ハ イム 、 リ ュー ベッ ク 、 
ゲッ ティ ガル ト が 同一 国 に よっ て 支 
配 さ れ て いる な ら 先 に マチ ェ ス タッ 
ト 地 方 を 統一 する の も 良い 。 洋 国 も 
直接 攻め 込ま れる 心配 の な い 内 国 に 
は 師団 は ほとん ど 配 置 し な い 。 敵国 
も 戦力 を か な り 充 実 さ せ て くる の で 
苦し い 戦 い を 強い られ る だ ろう が 、 
こち ら も 粘り 強く 戦 お う 。 


B 念願 の 大 陸 制 覇 
街道 を 北 か が 南 の ご ちら を 行っ た か で 領土 図 は 
異な っ て くる だ ろう が 、 こ こま で くる と 区 国 も 
あと 1、 ら 国 と な っ て いる だ ろう 。 

大 国 同士 の 対決 は 結局 の と ころ 物量 の 対決 と 
な る 。 戦 闘 を 委任 で 行っ て いる の な ら 、 部 隊 を 
コス ト パ フ ォ ー マ ンマ ンス の 良い 軽装 兵 槍 騎 必 
部 隊 メ イン で 組み 、 渡 状 攻撃 を か ける の も 良い 
ころ う 。 有 騎士 、 騎 馬 を 揃え る の は か な り 大 変 だ 
が 、 こ こま で 地道 な 兵 中 作 業 を 怠っ て いな いな 
ら ば か な り の 数 が 揃う は ず 。 が ん ば っ て 大 陸 制 
覇 と いう 偉業 を 達成 し て 欲し い 。 












ー 1 東西 を 繋ぐ 街道 を 押さ えれ 
ば 、 防 件 は ぐっ と 楽に な る 。 こ て 
こ か ら は 後半 戦 だ 





の 語り 記 


1 こと まで くれ ば 、 大 陸 は 制覇 し た も 同然 。 後 は 戦力 を 集め 、 


「 〇 〇 城 に 英 部 隊 が 進攻 中 ]」 と 、 見 張 兵 の 報告 が 
入る こと が ある 。 援軍 を 送る に は | 移動 」 コマ ンド 
で は な く 「 戦 争 | コマ ンド を 使 お う 。「 移 動 」 コマ ン 
ド だ と 、 援 軍 の 到 意 前 に 城 が 沙 ち て し まっ て いた ら 、 
その 部 隊 は 戦闘 を 行う こと な く 失 われ て し まう 。「 戦 
争 ] コマ ンド で 部 隊 を 送っ て も 、 自 分 の 城 に 対し て 
攻撃 を 行う こと は な いか が ら 大 丈夫 だ 。 








ニ ソ フ を 妥 妊 IE、 北 東 へ 進軍 せよ ! 
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MR Wi 0 MOT2POP COCPEEUEMMEUNIMCOOOI 呈 WMfV WOOOPHOCOROOMO に 領 十 を 広げ て ゆく の が 、 ー 番 楽 敵 の e ーー ンー [ 台 角 MM 前 馬 旨 人 衣 elE3l 旨 
イエ ブ ネ ー ス 大 陸 の 北西 部 。 オ ブス ルト 地 亡 を 占有 する 大 国 。 な 攻略 ルー ト に な る 。 そ こ で 、 ガ RNN 
統治 都市 は 、 ホ イル スク 、 人 ハル イプ シェ ク 、 マ ニ ソ フ 、 ク リン ホフ ダル マー ンマ チェ スタ ッ ド 地方 ぺ の 
の 2 都市 。 ガ ダル で マ 地方 の 都市 ルー シア を 攻略 後 、 い か に 戦線 を 玄関 口 と な る マニ ゾ フ を 要塞 化し 、 


伸ばす か が ポイ ント 。 現在 首都 は ハイ ブシ ェ ク 。 0 


ず や っ て お くべ きこ と に な る 。 WI | 還 計 
マニ ゾ フ の 強化 が 終っ た と ころ 

で 、 主戦 力 を 北方 に 集中 し 、 イ ラ | 下 下 | 還 | 還 on 

ー ニ ャ の 攻略 へ 向かう の が 次 ぎの | 議 議 識 識 | ーー 上 
ステ ッ プ だ 。 シナ リオ 1 の 、 レ ンジ 
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ん 人 1 1 何 は と も あれ 、 ま ず は マニ ゾ フ の 強化 か ら 。 そ の 後 で 北方 面 
| 見 極め る こと が 大 事 だ 。 こ 進 み 、 オ ブル スト 地方 を 征 圧 し て し まお う 


有 | イラ ー ニ ャ 攻略 後 は ルー シア 」 サ ラガ と 順 
| に 落と し て 、 ま ず オ プス ルト 地方 を 完全 に 制圧 
ゆま お むつ 何人 0 本 Ph トー ジジ ツ 人 W 介 
都市 を 制 話 し て いれ ば 、 援 軍 要 請 を うま く 使 
うこ と で 、 サ ラガ 攻略 は ぐっ と 楽に な る は ず だ 。 困 有 00 
ここ まで くる と 、 攻略 の 第 1 段階 は 終了 だ 。 食 | 
料 の 安い ホイ ルス ク 、 武 器 の 安い クリ ン ホ フ と 
|。 いう 補給 拠点 と な る 都市 に 、 経 済 拠点 た る サラ 
。 ガ が 加わ る こと に な り 、 こ の 後 の 戦力 増強 は か 
。 な り 楽 に な っ て いる は ず だ 。 

次 に 進攻 すべ き 都 市 は ゲッ ティ ガル ト だ ろう 。 
ガン の 人 本 ”。 ここ に は 、 既 に か な り の 敵 戦 力 が 集中 し て いる 
0426 拓 00 の 、 は ず だ 。 先 に 十分 な 戦力 を 整え て か ら 、 タ イミ 
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ング を 見 て 戦争 を 仕掛 け よ う GO) 多 ツウ や 1 ゲッ ウデ ティガ ルド を 落と せ は 、 リュ ー ベ ッ ク と メイ ンジ ハム は 無 
ルド 戦 が 、 こ の シナ リオ に お ば る 第 8 の 凪 場 。 人 「 oo 
、。 ゲッ ティ ガル ドン リュ ー ベ ッ ク ー メ イン 八 ム は 

ー 気 に 落と し て し まう こと が 肝心 だ か ら だ 。 リ 
| ユー ベッ クタ 、 メ イン ハイ ム に は 予備 の 兵力 が 配 
| 置 さ れ て いな い 事 が 多い た め 、 一 気 に 領土 を 広 
| げ る 最大 の チャ ンス と な る か ら だ 。 ゲ ッ テ ィ ガ 
|。 ルト を 落と し た ら す ぐに 師団 を 派遣 で きる よう 

に 、 万 全 の 準備 を し て お く こ と が 必要 だ 。 

この 山 を 越え れ ば 、 後 は 比較 的 楽に 展開 で き 
。 る は ず 。 定 石 ど お り に 進め て ゆけ ば 、 大 陸 制 革 
も 時 間 の 問題 だ 。 
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ア ル シ ラ ス は 切り 捨て る べき か !? 


ーー | 開始 直後 に 攻め 入る こと の で き 


イエ ブ ネ ー ス 大 陸 の 中 央 部 。 ガ ダル マ 地 方 に 位置 する 中 皿 国 。 RSS 


統治 都市 は ルー シア 、 サ ラガ 、 ア ル シ ラ ス の 3 都市 。 いか に 内 国 陸生 放 衝 |) 1 rm 
を 増やし て いく か が ポイ ント 。 お も いき っ て アル シラ ス を 切り 捨 果 馬 本 WO nAN の 2 
て る の も 戦略 の ひと つ 。 現在 首都 は サラ ガ 。 と た た /A00h 00600 

まま 9 の ei(0D 
城 を 落と し オブ スル ト 地 方 を 平定 
する こと を 目標 と し よう 。 そ の た 
め に は アル シラ ス を 切り 捨て る 戦 
略 を 取っ た 方 が 良い の だ 。 UM NN 

メリ ー ダ の 帝国 は メリ ー ダ 1 城 し か 吾 土 が な 1 アル シラ ス の 王室 の 位置 を 変え る な ど し て 、 後 で 攻め 落と し 
い の だ が 強力 な 軍隊 を 所 有 し て いる 。 ア ル シ ラ や すい よう に 建築 し て お く と 良い だ ろう 。 
ス を 与え て 、 サ ラガ を 要塞 伯 し で メリ ー ダ の 敵 
蘭 遇 放電 に 流れ て いく よう [z 織 際 豆 

この よう な 戦略 ま ど ば の シナ リオ で も 中 盤 戦 以 、 
降 何 度 か 使う ご と に な る だ ろう が 、 一 歩 間違え 
れ ば 自国 の 城 に 跳ね 返っ て くる の で 密偵 を 常に 
潜入 させ て お き 細 心 の 注意 を 払う よう に し な け 
れ ば な ら な い 。 

オブ スル ト 地 方 を 統一 で きた ら 、 内 国 も 増え 
て か な 兵力 を 整え る の が 楽に な る だ ろう 。 

そう すれ ば 次 ぎ に 狙う つ は 、 マ チェ スタ ッ ト 
地方 だ 。 こ の 地方 は 東 か ら 西 へ は 攻め に くい が 、 
西 か ら 東 へ は 思い の ほか 簡単 だ 。 一気に プ リス PR um 1 守 ーー 

|. 光 旬 AM Aa 関野 ヨコ om] mu 
ト ガ ム ま で 攻め 落と すく らい の 気持 ち で 挑 も う 。 2 2 
この 時 点 ま で くる と 、 敵国 も わずか し か 生き 残 "0 “ に 
っ て いな い だ ろ う 。 そ の よう な 状態 な ら ウ ォ ル 。 績 滞納 
ズ 地 方 の 制圧 も 楽に な つ で いる は ず 。 敵 も 内 国 | ニー ニーwwmwwwーー 
に は 軍 を 置か な い の で 沿岸 沿い に どん どん 領土 3 王 還 間 昌 000 
が 拡大 紀 @ い くだ 久 人 9。 | 

この 時 注意 し な けれ ば な ら な い の が 、 敵 の 撤 
退 先 だ 。 撤 退 先 で 戦力 を 整え られ る と や っ か い 
な の で 、 な る べく 敵 の 戦力 を 削ぐ こと を 心掛け 
よう 。 直接 戦闘 指揮 を 取る 場合 は 、 拠 点 襲 撃 を 
控え た 方 が 戦力 を 削れ る ぞ 。 
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最 重要 目標 ・ ゲ ダッ ティ ガル ト 
人 pHLOUEOE 天 の シ ナリ 4(@ は 。 ま 大 四 

dodododocoooo を 攻め る か ? | な ど と 考え る 必要 は 
イエ ブ ネ ー ス 大 陸 の 南西 部 。 マ チェ スタ ッ ト 地 方 辺境 を 統治 な い 。 ゲ ッ テ ィ ガル ト を 落と さ な い 

る 小国 。 統治 都市 は 、 リ ュー ベッ ク 、 メ ン ハ イム の 2 都市 。 全 力 こと に は 話 に な ら な いか ら だ 。 時 問 請 還 間 引 較 較 旧 肢 肥 | | 

を 注ぎ込ん で 城村 都市 ゲッ ティ ガル ト を 陥落 させ れ ば 戦略 が 広 が が 経つ に つれ て 、 ど ん どん と ゲッ テ 4 0 人 0 が TOM K W yr 

る が 、 て こ ず れ ば 終末 は 近い 。 現在 首都 は メン ハイ ム 。 ィ ガル ト の 兵力 は 増強 され て ゆく の 二 還 結 

で 、 と に か く 速 攻 で 落と すべ き 。 万 | 議 議 記 中 語 護 
\ー、 攻 略 に 失敗 し た 場合 に は 、 シ 

ナリ オ を 最初 か ら や り 直 すく らい の 
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で ご 思 ま な けれ ば な ら な い 。 


どう に か 、 ゲ ッ テ ィ ガル ド を 獲得 
し た ら 、 次 は 、 イ ノー 八 か マニ ゾ フ 、 
どちら に 進攻 する べき な の か 、 と いう 3 
副 力 空 ス て いる 。 

マニ ゾ フ を 落と し た 場合 は 』 そ さ を 要 察 化し 、 
北 か ら の 侵略 に 備え る こと が 肝心 と な る 。 あ る . 
| 程度 、 戦 力 を 立 で 直し た いと 思う の な ら 、 こ れ 
| も 有効 な 作戦 だ ろう 。 マ ニ ゾ フ の 確保 後 は 状況 
を 見 て 、 ハ イブ シェ ク 方 面 に 進 お か 、 イ ノー バ 
。 方 面 に 転進 する か を 判断 する こと に な る 。 戦術 

に 自信 が ある の な ら 、 マ ニ ゾ フ に 向かわ ず 、 い 
。 き な り イノ ー バ 攻略 を 目指 し た ほう が 良い か も 
] しれ な い 。 こ の 場合 は 、 一気に ニー ルフ ェ ル ト 
まで 進撃 し 、 マ チェ スタ ッ ト 地 方 を 平定 する 事 [| 
が 必要 。 大 変 だ が 、 後 の 展開 は 楽に な る は ず だ 。 | 半 ||ーー ニ ーーーー 
マチ ェ ス タッ ト 地 方 平定 後 の 目 標 よ は 、 プ リス テー 
ト ガ ム に な る 。 と に か く 、 こ と の ルー ト を 選 応 な 
。 ら 、 速 攻 が 肝心 。 海岸 治 い に 南 か ら 領 土 を 拡大 
し て 、 ウ ォ ル スズ ス 地 方 を 平定 し よう 。 

いずれ に し て も 、 こ の シナ リオ で は 、 他 国 の 
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1 城塞 都市 ゲッ ティ ガル ト 。 リ ュー ベッ ク よ り は メン ハイ ム か 
ら 攻 め 込 ん で 、 王 室 を 制圧 し た 方 が 良い だ ろう 。 
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行動 に 柔軟 に 反応 で き な い と 、 大 陸 制 謀 は 難し 回 語 較 條 こ 

。 い 。 初期 還 力 が お せ じ に も 充実 し て いる と は い に 和 応 す ニ 

|。 えな い 以 上 、 と に か く 敵 国 同士 の 潰し 合い を 有 人 し 

| 効 に 利用 出来 る よう に 、 揺 さぶ ぷり を か け て いか が も イ 

|※ な いと 、 あ っ と いう ま に 押 し 潰さ れ て し まう こ き そ 1 

、 と は 間違い な い 。 戦略 、 戦 術 共に 、 こ れ ま で の 3 

シナ リオ で 得 た 経験 を フル に 活用 する こと が 要 展 ち 

求 さ れる だ ろう 。 才 
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ラル ソン ヌ 攻 域 戦 で 全て が 決ま る 


開始 直後 は 自国 の 城 数 わずか に ひ 
と つ 。 そ れ も 三 方 が 敵国 と いう 状況 
嘆く こと ば か り で は な い 。 ガ 
ル ボ ン ヌ に 最初 か ら 配置 され て いる 
師団 に は 銃 を 装備 し た 部 隊 が 多い の 
銃 は 武器 の な か で も 飛び 抜け て 
攻撃 力 が 高い の で 、 戦 闘 を 委任 で 行 に 績 還 訂 間 7 凍 昌 りす 間 
う 場 合 に は 絶大 な 効果 を 発揮 する 。 較 績 識 課 別 且 5: 着 PmPmmmm5iigy 
弾丸 の 貯え も 豊富 に ある の で 、 戦力 
を 増強 され な い 内 な ら ば ラル ソン ヌ 
を 速攻 で 攻め 落と すこ と が 出来 る 。 
た だ し 銃 は 飛び 道具 で ある が 故に 防 
eo 直接 指揮 戦闘 
件 、 だ 行う 場合 は 多少 師団 の 再編 成 大 行っ て か ら で 。。 』 氷 る フォ ー メ ーション に 変 更 し て お く の を 忘れ IE。 
1 1 
| 城 周辺 の 敵 軍 を 銃 部 隊 で 攻撃 し つつ 、 そ の 火 
NUM 6 朋 、 戦 を 越え て きた 敵 を 騎士 部 隊 で 牽制 。 そ れ と は 
初期 汰 衣 別に 騎馬 兵 な どの 部 隊 で 王室 を 制 す る と いう DRiaslHpaisgpes ea egodersoe 
が 理想 的 な 戦術 だ 。 ラ ルソン ヌ の 城 は 攻め 落 。 欄 ーー 
と し 易い 部 類 に 入る と は いう も の の 城壁 で きち | 計 寺 に ー 証 証 証 旧 昌明 
ん と 守ら れ て いる の で 短期 決戦 を 挑 び むつ も りな 1 3ECCSP 
ら ば 破 城 植 部 隊 も 必要 と な る 。 以上 の こと を 踏 
。 まえ た 上 で 、 師団 の 再編 成 を 行 お う 。 
自軍 の 消耗 を な る べく 抑え て ラル ソン ヌ を 落 。 
、 と すこ と が で き て 、 初 め て シナ リオ が 始ま る と 間 
| 思っ で も 良い だ ろう 。 ラ ルソン ヌ 攻 略 に 手間 取 
っ て いる よう で は 滅亡 は 目 の 前 だ 。 MMMMUUUMMMMIMUUMUMMI MM 
ラ 隊 ノ ス を 潜 と し 記 徐 は 光貞 0 の 坊 の て LLnttItto 
。 強化 を 行い 、 兵 力 増強 に 励 も う 。 と に か く 資 金 
繰り に 手 を 焼く だ ろう が 、 気長 に 兵 敵 作業 を こ 
な すべ し 。 
戦力 が 揃え ば レン ジェ 、 ウ ォ フ ォ ー ド と 進攻 、 | 
、 その 後 は ロリ アン を 落と し マン サン トラ ル 地 方 
、 を 平定 する 。 そ の 段階 に いく まで に は シナ リオ 
4 以上 に 時 間 が か か る だ ろう が 焦ら ず に 、 兵 力 
増強 を 淀 に 行い な が ら 敵 国 同士 の 戦争 が 起き 
の を 待 と う 。 





TTY PtPy 人 | TO 人 奉り 本 す リ 人 商 【 人 PU UI UI year り 晴 ri n 由 


ジム up ジノ トラ ル 地 方 に 位置 する 弱小 国 。 統 沼 都市 は カル ホン ヌ 
NUMUNIMN PT 
の 後 も つら い 展 開 が 予想 され る が 、 ロ リア ン と レン ジェ を 攻 國 で 
され ば 大 陸 の 罰 者 に な れる 可能 性 も ある 。 
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ド 「 「 | 戦争 を 委任 する と 弾薬 類 の 消費 量 が 桁 違い に あがる 。 鈴 部 隊 
( だ け に 頼ら ず に 騎士 部 隊 や 戦車 部 隊 の 育成 に も 励 も う 。 
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この 本 の 内 容 に つい て の お 問い 合わ せ は 、 
ゲー ム の 性 格 上 、 お 答え で きま せん の で 、 ご 了承 くだ さい 。 


1997 年 2 月 1 日 初版 発行 















閉 者 川崎 昭博 
秋山 隆史 
編集 株 式 会 社 ワ ー ク ハウ ス 
本 文 デ ザイ ン Have a Nice Day! 
株 式 会 社 ワ ー ク ハウ ス 
下 補 ッ ウリ イン 株 式 会 社 ゼ スト デザ イン 制作 部 
監修 株 式 会 社 ア ー ト ディ ンク 
発行 人 神田 英雄 
編集 人 豊田 素行 
発行 所 株 式 会 社 ゼ スト 


r104 東京 都 中 央 区 新川 1-16-1 人 4 
アク ロス 新川 ビル アネックス 6F 
TEL 03-5543.0616 FAX03-5543-061/ 
穫 介 振替 00160-/7-103624 
ED G.C.| 
印刷 近 本 壮 光 舎 印刷 株 式 会 社 












人 @ 定 価 は カバ ー に 表示 し て あり ます 。 
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WVimclowvs②⑨5 対応 ゲー ム ソ フ ト 


メビウス リン ク 公式 ガイ ドブ ッ ク 
定価 1.60 ロ 円 


全 ルナ ティ ッ ク ド ー ン ~ー 開 が れ た 前 達 一 
公式 ガイ ドブ ッ ク 
定価 1.50 ロ 0 円 


⑥ ルナ ティ ッ ク ド ー ン ~ー 開 が か れ た 前 達 一 
公式 ガイ ドブ ッ ク [完結 編 
定価 1.B0 ロ 円 


@$ タ クラ マカ ン 公式 ガイ ドブ ッ ク 
定価 1.50 ロ 円 


PlayStatiomm 用 ゲー ム ソ フ ト 


@ フ ィ ッ シュア イス 公式 ガイ ドブ フッ ク 
定価 1. ら 0 ロ 円 


@ 倒 説 の オウ ガバ トル 公式 ガイ ド フ ッ ク 
定価 1.65 ロ 円 


@ クー ルポ ボー ダー ズ スズ 公式 ガイ ド フ ブック 
定価 1.10 ロ 円 


@ アク アノ ー ト の 休日 
MEMORIES OF SUMMER 1886 
公式 ガイ ドブ ッ ク 
定価 1.80 ロ 円 


@ 大 陽 の し っ ぽ 公式 ガイ ドブ フッ ク 
【 原 始 時 代 の 歩き 方 】 
定価 38 ロ 円 


る A.V.EVOLUTION グ ロー バル 
公式 ガイ ドブ ッ ク 
定価 98 ロ 円 


人 @ 公式 カル ネー ジ ハ バー ト 戦略 ファ イル 1 
【 機 動 兵 器 設計 編 ) 
定価 980 円 


@ 公 式 カ ルネ ー ジ ハー ト 戦略 ファ イル II 
【 最 強兵 器 バ トル 編 】 CD-ROM 付 
定価 8.00 ロ 円 


カル ネー ジ バ ハート お 助け プロ グラ ム 集 
定価 78 ロ 円 


※ 表 示 価 格 は すべ て 税込 み で す 。 
※ 記 載 の ライ ン ナ ッ プ は 97 年 1 月 現在 の も の で す 
新刊 の 書名 ・ 定 価 ・ 発 売 日 ・ 仕 様 は 変更 され る こと が ご さい ます 
※ スー パー ファ ミコ ン は 任天堂 の 登録 商標 で す 。 
※PlayStation は 株 式 会 儲 ソ ニー・ コ ンピュータ エン タテ イン メン ト の 
商 翌 で す 
※SEGA SATURN は 株 式 会 社 セ が ・ エ ンタ ー プ ライ ゼス の 商標 で す 





定価 1.600 円 (本 体 価格 1.553 円 ) | | | | | 
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